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III植生調査の結果Results

　植生調査は植生生態学的基礎資料を得るために，1991年の9～11月及び1992年11月に内子町お

よび三界を接する同じ喜多郡の長浜町，五十崎町，肱川町，河辺村をはじめ，伊予郡の双海町，

中山町，広田村，上浮穴郡の小田町そして大洲市において行われた。この結果，内子町全域及び

その周辺地域において115箇所の植生調査資料が得られた。これらの植生調査資料に基づいて森林

～草本植生について植物社会学的な群落および植生単位が区分，決定された。この際，四国地方

に関係する既存の調査資料（藤原1981，宮脇編1982，宮脇他1980）との総合常在度表による比較

が行われた。現在までに群集・群落の区分が行われた植生単位は以下の通りである。

1．植物群落Plant　communities

　内子町全域及び周辺地域における植生調査の結果，ヤブツバキクラス域の自然植生として常緑

広葉樹高木林12，常緑針葉樹林1，渓谷林2，湿生林1，河辺林4，岩上・岩隙草本植物群落2，

河辺冠水草原2，湿生草原1，浮葉・沈水草本植物群落1が，また代償植生として常緑広葉萌芽

林1，夏緑広葉樹二次林1，量地生乳緑広葉樹林1，常緑針葉樹二次林1，植林2，竹林2，伐

採跡地植生2，二次草原1，人工草地1，路傍雑草群落1，路上雑草群落1，果樹園雑草群落：1，

畑地雑草群落1，水田雑草群落2など42の植生単位が区分された。そしてブナクラス域の自然植

生として山地渓谷林1，岩角地掩護群落1，山地岩上・手隙草本植物群落2が，また代償植生と

して山地二次林1など5の植生単位が抽出された。

　　1一1．ヤブツバキクラス域の植生単位VegetaもioR　uR量ts　o£the　Camellietea　japonicae

　　　　「eglon

　愛媛県内の標高900m（北部）～1，100m（南部）以下の山足部や低山地帯にはヤブツバキクラス

域の常緑広葉樹林が発達している（宮脇編1982）。愛媛県のほぼ中部に位置する内子町は，地形的

に標高900m以下にあることから，一部の稜線部を除けば内子町のほぼ全域は，気候環境的にヤブ

ツバキクラス域に属していると考えられる。

A．自然植生Natural　vegetatio孤

　　1）鴬緑広葉樹高木林Evergreen　broad－leaved　forests

　　　a．シイータブ林；イズセンリョウースダジイ群団Cα8‘απops’8－Pθrsθαdominated

　　　　forests；Maeso－Castanopsion　siebo蓋d量量

四国地方における自然性の常緑広葉樹高木林のシイータブ林；イズセンリョウースダジイ群団

は，タブノキ，ホルトノキ，スダジイが優占する林分が纏められる。これらのシイータブ林の分
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布は沿岸部から海抜300m前後の低地帯に限られている（宮脇編1982）。

　　　　q）イノデータブノキ群集

　　　　　Polysもicho－Perseet聴m　thuRbergi量Suz．一Tok．　eもWada　1949（Table　2）

　群落高が25mから30m内外の高木層および亜高木層にタブノキが優幽し，ときにスダジイや落

葉樹のムクノキ，エノキが混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には常緑低木類のアオ

キ，ネズミモチ，ヤブニッケイが高被度に生育する。草木層にはホソバカナワラビ，フユイチゴ，

ジャノヒゲ，ヤブラン，サネカズラなどのヤブツバキクラスの植物が多数生育している。このよ

うな稲観を示す常緑広葉樹高木林はタブノキ，ムクノキ，エノキ，キチジョウソウ，オオハンゲ，

イノデを標記種および区分集とするイノデータブノキ群集に同定される。

　一般的にイノデータブノキ群集は沖積低地，適湿な土壌が厚く堆積した谷部や油状斜面などに

発達する。愛媛県内子町周辺地域ではイノデータブノキ群集はより沿岸部に隣接した大洲市の柳

沢三嶋神社，東宇山天満宮など丘陵，低山地帯の谷部，存留斜面部に残存しているのが確認され

た。同様な立地に生育する同質の常緑広葉樹高木林として，愛媛県北西部の瀬戸内海沿岸低地に

はホルトノキ群集が，愛媛県南部の沖積低地にはムサシアブミータブノキ群集が分布している。

　イノデータブノキ群集の上級単位はホルトノキ群集やムサシアブミータブノキ群集と共にイズ

センリョウースダジイ群団，タイミンタチバナースダジイオーダー，ヤブツバキクラスに位置づ

けられる。

　　　　（2）ボルトノキ群集

　　　　　Elaeocarpetum　empもic童K．　Fujiwara　1981（Tab至e　3－2）

　群落高が20m内外の高木層および亜高木層にホルトノキが優占し，ときにイチイガシ，クスノ

キや落葉樹のムクノキが混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には常緑低木類のミミズ

バイ，サカキ，ヤマモガシが高寄度に生育する。草本層は一般的に植被率が低く，ヤブラン，コ

ヤブラン，テイカカズラなどのヤブツバキクラスの植物が低被度に散生している。このような相

観を示す常緑広葉樹高木林はホルトノキ，ヤマモガシ，コヤブランを標徴種および区分集とする

ホルトノキ群集に同定される。

　一般的にホルトノキ群集は年降水量が1，40伽m以下と比較的乾燥した瀬戸内海沿岸の沖積低地

に分布する。愛媛県では香川県に隣接した伊予三島市の中之庄町に分布している。しかし内子町

をはじめ近隣の市，町，村では確認されなかった。

　ホルトノキ群集の上級単位はイノデータブノキ群集やムサシアブミータブノキ群集と共にイズ

センリョウースダジイ群団，タイミンタチバナースダジイオーダー，ヤブツバキクラスに位置づ

けられる。
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　　　　Fig．10．河内中手地区の山地斜面下部に残存するホソバカナワラビースダジ

　　　　　　　　イ群集の外観（海抜200m付近）。

　　　　Physiognomy　of　the　remaining　forest　of　the　Arachniodo℃astanopsietum

　　　　sieboldii　on　a　hillside（K：awa厳ouchトNak：agumi）．

　　　　（3）ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　　　ArachR韮odo－Castanopsietum　sieboldii　Miyawaki　et　al．1971（Table　4－2）

　群落高が23mから28m内外の高木層および亜高木層にスダジイが優麗し，ときにコジイ，シラ

カシ，ヤブツバキが混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には，高木層構成種の実生の

スダジイ，ヤブツバキのほか常緑低木類のピサカキ，サカキ，ネズミモチが高被度に生育する。

草本層は全般的に低被度であるがホソバカナワラビは比較的高繊度に生育している。このような

相観を示す常緑広葉樹高木林はスダジイ，シラカシ，ホソバカナワラビを標徴種および区分集と

するホソバカナワラビースダジイ群集に同定される。

　一般的にホソバカナワラビースダジイ群集は，沿岸部の沖積低地に接した台地や丘陵地の斜面

下部など比較的適湿な土壌が厚く堆積した立地に発達する。内子町及びその周辺地域ではホソバ

カナワラビースダジイ群集は，内子町河内中組や大洲市柳沢三嶋神社など丘陵，低山地帯の凹状

斜面下部に分布しているのが確認された（Fig．10）。

　ホソバカナワラビースダジイ群集の上級単位はイノデータブノキ群集やホルトノキ群集などの

タブ林と同様に，イズセンリョウースダジイ群団，タイミンタチバナースダジイオーダー，ヤブ

ツバキクラスに纏められる。
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　　　　（4）　ミミズバイースダジイ群集

　　　　　SymPloco　glaucae－Castanopsietum　sieboldii　Miyawaki　et　a璽．1971（Table　4－4）

　群落高が18mから20m内外の高木層および亜高木層にスダジイが優嚇し，ときにアラカシ，ホ

ルトノキ，コバンモチ，タイミンタチバナ，イスノキ，ミサオノキ，ヤマモガシなど多数の常緑

高木が混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には，高木層構成種の実生のスダジイ，ア

ラカシ，ヤブツバキのほか，ミミズバイ，カクレミノ，ヤマビワ，サカキ，ピサカキなど多数の

常緑低木類が生育する。草本層にはホソバカナワラビ，ヒトツバ，ベニシダなどのシダ類やツル

コウジなどのヤブツバキクラスの植物が比較的多数生育している。このような相観を示す常緑広

葉樹高木林はスダジイ，ミミズバイ，コバンモチ，タイミンタチバナ，イスノキ，ミサオノキ，

ヤマモガシを標徴種および区分集とするミミズバイースダジイ群集に同定される。

　一般的にミミズバイースダジイ群集は，沿岸部の沖積低地に接した台地や丘陵地の斜面下部な

ど比較的適湿な土壌が厚く堆積した立地に発達する。内子町及びその周辺地域ではミミズバイー

スダジイ群集は，愛媛県では東予の新居浜市，南町の北宇和郡吉田町，南宇和郡御荘町，同郡城

辺町などで分布が確認されているが，内子町及びその周辺地域では調査されなかった。

　ミミズバイースダジイ群集の上級単位は，ホソバカナワラビースダジイ群集と共に，イズセン

リョウースダジイ群団，タイミンタチバナースダジイオーダー，ヤブツバキクラスに纏められる。

　　　b．カシーモミ林；アカガシーシラカシ群団Qπθrcπs一．4配θs　mixed　forests；Quercion

　　　　acutae－myrsinaefoliae

　四国地方における自然性の常緑広葉樹高木林のカシーモミ林；アカガシーシラカシ群団は，コ

ジイ，イチイガシ，シラカシ，ウラジロガシ，アカガシ，モミなどが優坐する林分が纏められる。

これらのカシーモミ林は，内陸部の海抜100～1，000mの範囲にある台地，丘陵，そして低山地帯

から山地帯中部にかけて分布している（宮脇編1982）。

　　　　㈲　ルリミノキーイチイガシ群集

　　　　　1・asiantho－Quercetum　gi韮vae　K．　Fujiwara　1981（Table　34）

　群落高が20mから30mと比較的高い高木層にイチイガシが優占し，ときにコジイが混生する4

層構造の常緑広葉樹高木林。亜高木層及び低木層には，高木層構成種のコジイ，イチイガシのほ

か，常緑低木類のイズセンリョウ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，アオキ，サカキ，イヌガシが高

坊度に生育する。草本層は比較的車馬度で，コバノカナワラビ，ホソバカナワラビ，ベニシダな

どのシダ類や，テイカカズラ，サネカズラ，ナガバジャノヒゲなどのヤブツバキクラスの植物が

高頻度に生育している。このような相観を示す常緑広葉樹高木林はイチイガシを馬耕種とするル

リミノキーイチイガシ群集に同定された。
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Fig．11．門内地区の御調神社の社叢として残されたルリミノキーイチイガシ

　　　　群集の林冠（海抜320m付近）。

Canopy　of　the　Lasialltho－Quercetu11玉gilvae　preserved　as　a　shrhユe　forest

（Hodouchi）．

　内子町及びその周辺地域で分布の確認されたルリミノキーイチイガシ群集はさらに，ムクノキ，

チャノキ，ウラジロガシ，カゴノキ，ナキリスゲ，ヤブソテツ，ヤマヤブソテツなどの区分種に

より識別されるウラジロガシ亜群集と，ミミズバイ，カンザブロウノキ，アリドオシ，ヤマビワ，

ルリミノキ，ハナミョウガ，ツルコウジ，コバンモチなどミミズバイースダジイ群集にも共通し

てみられる区分種により識別されるミミズバイ亜群集に下位区分された。

　ウラジロガシ亜群集は標高180～350m前後の内陸部の低山地帯など比較的高海抜地に分布して

おり，内子町では境三島神社，程内御調神社にみられた。このほか小田町広瀬神社，東宇和郡野

村町でも本璽群集の分布が確認されている。一方ミミズバイ亜群集は，沿岸低地に近い標高エGOm

以下の台地や丘陵地の凹状斜面など，尾根部に生育するカナメモチーコジイ群集に隣接した比較

的湿潤で土壌の厚く堆積した立地に分布している。大洲市の八幡宮ではミミズバイ亜群集の比較

的まとまった広さの林分をみることができる（Fig．11）。

　四国地方ではルリミノキーイチイガシ群集は，やや内陸部の沖積低地や台地，丘陵地および低

山地帯など適嫌な土壌の厚く堆積した平坦地や勲状斜面に生育している。

　ルリミノキーイチイガシ群集は，ヤブツバキクラス域のカシ林の一つとして，上級単位は，ア

カガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスに位置づけられている。
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　　　　（6）カナメモチーコジイ群集

　　　　　Photinio－Castanopsietum　cuspidatae　Nakanishi　et　al．1977（Table　4－5）

　群落高が18mから27m内外の高木層および亜高木層にコジイが優凝し，ときにアラカシ，シリ

ブカガシ，ヤブツバキが混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には，高木町構成種の実

生のコジイ，アラカシ，シリブカガシ，ヤブツバキのほか常緑低木類のリンボク，カナメモチ，

ヒサカキ，サカキ，ネズミモチが高被度に生育する。：草本層は全般的に低被度であるが，テイカ

カズラ，フユイチゴ，シュンラン，ベニシダ，マルバベニシダなどのヤブツバキクラスの植物が

高頻度に生育している。このような相観を示す常緑広葉樹高木林はコジイ，カナメモチ，リンボ

ク，クチナシ，ナナメノキ，オオカグマ，ヒトツバなどを標下種および区分集とするカナメモチ

ーコジイ群集に同定された。

　内子町及びその周辺地域で分布の確認されたカナメモチーコジイ群集はさらに，シュンラン，

ヤブコウジ，シキミ，フユイチゴ，コクラン，シシガシラなどホソバカナワラビースダジイ群集

やヤブコウジースダジイ群集にも共通してみられる区分種により識別されるシュンラン亜群集

（宮脇編1982）と，ミミズバイ，コバンモチ，タイミンタチバナ，ヤマビワ，センリョウ，カン

ザブロウノキなどミミズバイースダジイ群集の主要な構成種でもある区分種により識別されるコ

バンモチ亜群集に下位区分された。

　シュンラン亜群集は比較的乾性な立地に広く発達しており，内子町では鵜川，常久寺，和田宇

都宮神社，大久保，十郎谷，江子天神宮，路木に，五十崎町では大久喜天神宮，上村宇都宮神祉，

只今に，肱川町では予子林下神社，小田町では京の森神社，大洲市では富谷，稲積，平野八幡宮

などに比較的まとまった林分がみられた。コバンモチ亜群集は，内子町には分布せず，大洲市の

八幡宮，大成宇都宮神社のほか，潤滑の北宇和郡津島町，南宇和郡一本松町で確認されている（Fig．

12）。

　一般的にカナメモチーコジイ群集は，内陸部の台地，丘陵地および低山地帯にみられる比較的

土壌の浅い尾根部，髭男斜面などの適湿～やや乾1生な立地に発達する。カナメモチーコジイ群集

は内子町及びその周辺地域の丘陵，低山地帯において最も広く分布しているシイ林といえる。

　カナメモチーコジイ群集はヤブコウジースダジイ群集と共に，アカガシーシラカシ群団，シキ

ミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位に属している。

　　　　σ）ヤブ瓢ウジースダジイ群集

　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok．　et更【atiya　1952（Table　4－3）

　群落高が18mから20m内外の高木層および亜高木層にスダジイが優占し，ときにコジイ，ウラ

ジロガシ，イスノキ，ツクバネガシ，モチノキ，アラカシなど多数の常緑高木が混生する4層構

造の常緑広葉樹高木林。低木層には，高木層構成種の実生のスダジイ，コジイ，イスノキ，モチ

ノキ，アラカシのほか，リンボク，サカキ，ヤブツバキ，カクレミノ，ネズミモチなど多数の常
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Fig．12．カナメモチーコジイ群集の林内桐観（常久寺地区，海抜12Gm付近）。

至11terior　of　the　Photinio－Castallopsietum　cuspidatae（Jok：yuji）．

緑低木類が生育する。草本層にはテイカカズラがカーペット状に密に繁茂するほか，ベニシダ，

ナガバジャノヒゲ，ヤブコウジなどのヤブツバキクラスの植物が高頻度に生育している。このよ

うな相観を示す常緑広葉樹高木林はスダジイおよびヒメユズリハを群集区分種とするヤブコウジ

ースダジイ群集に同定された。

　一般的にヤブコウジースダジイ群集は，内陸部の台地，丘陵地，低山地帯など比較的土壌が浅

く，乾性な立地に発達する。内子町内ではやブコウジースダジイ群集は確認されなかったが，隣

接する双海町熱川三嶋神社や東予の越智郡玉川町などに分布している。

　ヤブコウジースダジイ群集はカナメモチーコジイ群集と共に，アカガシーシラカシ群団，シキ

ミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位に位置づけられている。

　　　　（8＞シラカシ群集

　　　　　Quercetum　myrsi鼓ae£o韮ae］M【iyaw段ki　1967（Table　54）

　群落高が！8mから28m内外の高木層および亜高木層にシラカシが優曝し，ときにアラカシ，コ

ジイ，カゴノキのほか落葉広葉樹のケヤキ，イロハモミジが混生する4層構造の常緑広葉樹高木

林。低木層には，高木層構成種の実生のシラカシ，アラカシ，コジイのほか常緑低木類のアオキ，

サカキ，ヤブツバキ，ピサカキ，ネズミモチ，ヤブニッケイ，シュロが高被度に生育する。草本
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Fig．13．シラカシ群集の林内相観（河内西地区，海抜280m付近）。

Forest　floor　of　the　Quercetum　myrsillaefoliae（Klawallouchi，　Nishi）・

層は全般的に低被度であるが，ホソバカナワラビをはじめテイカカズラ，フユイチゴ，ジャノヒ

ゲ，ヤブコウジ，ベニシダなどのヤブツバキクラスの植物が高頻度に生育している。このような

栢観を示す常緑広葉樹高木林はシラカシ，アオキ，ホソバカナワラビ，サカキなどを標徴種およ

び区分集とするシラカシ群集に同定された。

　内子町及びその周辺地域で分布の確認されたシラカシ群集はさらに，タラヨウ，リンボク，シ

リブカガシ，オンツツジ，カナメモチにより区分されるタラヨウ亜群集と，シキミ，カヤ，アセ

ビ，モチノキにより区分されるシキミ亜群集，そしてケヤキ，キチジョウソウで識別されるケヤ

キ亜群集の3亜群集に下位区分された。

　タラヨウ亜群集は3亜群集のなかでは最も低海抜地の標高100～250mの範囲にある内陸部の丘

陵，低山地帯に分布している。内子町の横平，宿茂，稲月のほか，肱川町小倉，東宇和島郡城川

町にタラヨウ亜群集の林分が認められた。シキミ亜群集は標高250～600mと比較的高海抜地の山

地中腹部の平坦な斜面に分布している。内子町ではシキミ亜群集は確認されなかったが，隣接地

域の河辺村中居，国木，大洲市平野，大洲市～宮神社，東宇和郡宇和町，欝欝城川町に分布が確

認されている。ケヤキ亜群集はシキミ亜群集と同様に，標高200～600mの広い範囲の山地帯にみ

られる比較的土壌の湿性な凹状斜面に分布している。内子町では西に分布するほか，隣接地域で

は小田町田渡，肱川町中居谷，東宇和郡城川町，同郡野村町でも認められた（Fig．13）。
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　一般的にシラカシ群集は，内陸部の台地，丘陵地および低山地帯にみられる比較的土壌の厚い

斜面などの硬磁～やや乾性な立地に生育している。シラカシ群集は，カナメモチーコジイ群集と

同様に，内子町及びその周辺地域の丘陵，低山地帯において最も広く分布しているカシ林といえ

る。

　シラカシ群集の上級単位は，ヤブコウジースダジイ群集，カナメモチーコジイ群集と共に，ア

カガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスに位置づけられている。

　　　　（9）カゴノキ群集

　　　　　Actinodaphne撫m　lancifoliae　Ya燃anaka　1962（Tab韮e　5－2）

　群落高が18m内外の高木層および亜高木層にカゴノキが優冷し，ときにアラカシ，コジイなど

の常緑高木が混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には，高木層構成種の実生のカゴノ

キ，コジイ，アラカシのほか，ピサカキ，シュロなどの常緑低木類が低被度ながら生育している。

草本層にはテイカカズラ，ヤブコウジ，ベニシダなどのヤブツバキクラスの植物が低被度に散生

している。このような相観を示す常緑広葉樹高木林はカゴノキを群集標徴種とするカゴノキ群集

に同定された。

　一般的にカゴノキ群集は，瀬戸内海沿岸部の台地，丘陵地，低山地帯など比較的土壌が浅く，

乾性な立地に発達できる。内子町内ではカゴノキ群集は確認されなかったが，内陸部の肱川町正

覚で南向きの陽地で乾i生な山腹斜面に分布する林分が調査された。

　カゴノキ群集はカナメモチーコジイ群集，ナナメノキーアラカシ群集などと共に，アカガシー

シラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位に位置づけられている。

　　　　㈹　ナナメノキーアラカシ群集

　　　　　11ici　chinensis－Q猛ercetum　g韮aucae　Fujiwara　1981（Table　5－3）

　群落高が10mから20m内外で高木層および亜高木層にアラカシが優占し，ときにシリブカガシ

などの常緑高木が混生する3～4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には高木層構成種の実生の

アラカシのほか，ピサカキ，ネズミモチ，シュロなどの常緑低木類や，ヤブムラサキ，ナンテン，

イヌビワなどの落葉低木類が高頻度に生育している。また草本層にもテイカカズラ，ヤブコウジ，

ベニシダなどのヤブツバキクラスの植物が高頻度に生育している。このような相観を示す常緑広

葉樹高木林はアラカシ，ナナメノキ，ハゼ，ササクサ，ツタを群集標徴種および区分種とするナ

ナメノキーアラカシ群集に同定された。

　一般的にナナメノキーアラカシ群集は同質の立地に分布しているカゴノキ群集と同様に，瀬戸

内海沿岸から内陸部にかけての台地，丘陵地，低山地帯など比較的土壌が浅く，乾性な立地に発

達する。ナナメノキーアラカシ群集は内子町内では，東，梅津，内子天神宮において小面積な林

分ながら分布している（Fig．14）。
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　　　　Fig．14．農家の裏山に残存するナナメノキーアラカシ群集の外観（石畳，海抜

　　　　　　　　300m付近）。

　　　　Relnaining　forest　of　t｝1e　nic｛chinensis－Quercetum　glaucae　oll　a　hi11

　　　　（lshidatami）．

　ナナメノキーアラカシ群集はカゴノキ群集，シラカシ群集，カナメモチーコジイ群集などと共

に，アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位に位置

づけられている。

　　　　㈲　ウラジロガシ群落

　　　　　Q配εrcπs　sαZεcεηαcommunity（Table　5－1）

　群落高が15mから20m内外で高木層および亜高木層にウラジロガシが優占し，ときにヤブニッ

ケイ，ホソバタブ，カゴノキなどの常緑高木や落葉高木のケヤキ，イロハモミジ，アカシデなど

が混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には高木層構成種の実生のウラジロガシ，ヤブ

ニッケイ，カゴノキ，ホソバタブのほか，ヤブツバキ，ネズミモチ，シロダモ，シュロなどの常

緑低木類や，常緑針葉樹のカヤ，イヌガヤが生育している。草本層にはジャノヒゲ，ヤブコウジ，

キヅタなどのヤブツバキクラスの植物が高頻度に生育している。このような相観を示す常緑広葉

樹高木林は，ウラジロガシ，ホソバタブ，ツルリンドウを群落区分種とするウラジロガシ群落に

纏められる。

　四国南部の海抜300～1，000mの範囲には，高木層にウラジロガシが優占するカシ林で，イスノ

キ，バリバリノキ，ナチクジャク，アカガシ，シキミ，ハイノキを標徴種，区分種とするイスノ
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キーウラジロガシ群集が分布している。しかし，愛媛県に分布するウラジロガシ群集は，種組成

的にも多くの種群が欠如しており同質の群集とは考えにくい。このことから愛媛県に分布するウ

ラジロガシ優占林は，とりあえず種組成の美化したより乾性な気候環境下の瀬戸内海側に分布す

るウラジロガシ優占カシ林として位置づけておきたい。

　ウラジロガシ群落は同じ常緑カシ優占林であるミヤマシキミーアカガシ群集と同様に，500～

700m前後の山地帯上部にまで分布している。ウラジロガシ群落は内子町内では，石畳に，周辺地

域では東宇和郡野村町や上浮穴郡面河村に分布している。

　ウラジロガシ群落はカゴノキ群集，シラカシ群集などと共に，アカガシーシラカシ群団，シキ

ミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位に位置づけられる。

　　　　（12＞識ガクウツギーモミ群集

　　　　　Hydrangeo－Abietetum　firmae　K．　Fujiwara　1981（Tab豆e　6）

　群落高が20mから26m内外で高木層および亜高木層にアカガシが優幽し，ときにモミ，ツガな

どの常緑針葉樹や常緑高木のウラジロガシの混生する4層構造の常緑広葉樹高木林。低木層には

ハイノキの繁茂した林分が多くみられる。この他低木層にはヤブツバキ，ピサカキ，シキミ，ミ

ヤマシキミ，サカキ，イヌガシなどの常緑低木類や，常緑針葉低木のイヌガヤやカヤ，そして落

葉低木のコガクウツギなどが高頻度に生育している。全般的に草本層の植被率は低く，ヤブコウ

ジ，イヌツゲ，シシガシラなどの植物が散生している。このような相観を示す常緑広葉樹高木林

はアカガシ，ミヤマシキミ，イヌガヤ，ユズリハ，カヤ，モミを群集劇徴兵および区分種とする

コガクウツギーモミ群集に同定された。

　コガクウツギーモミ群集はさらに，ケヤキ，ミズキ，イ追追モミジ，カナクギノキ，イノデな

どの落葉高木により区分されるケヤキ亜群集と，ピサカキ，シキミ，サカキ，コガクウツギ，ハ

イノキなどの群集識別種を多数伴った典型亜群集とに下位区分された。ケヤキ亜群集は，谷に画

した比較的湿潤な土壌の堆積した凹状斜面に発達している。一方典型亜群集は，尾根部斜面など

土壌が浅く，乾性な立地に広く分布している。

　コガクウツギーモミ群集は，四国地方の内陸部の海抜300～1，000mの範囲の山地帯中～上部に

分布することが知られている（宮脇編1982）。標高1，0001n付近では，山地帯上部に分布するブナ

クラス域の植生と接している。標高700m以上の山稜がスギ，ヒノキ植林などの人工林に置き換え

られている内子町では，コガクウツギーモミ群集の分布を確認することができなかったが，隣接

地域の大洲市出石寺でアカガシの優隠する比較的纏まった残存林が調査された。この他愛媛県で

は肉質の宇和島市，南宇和郡一本松町，東予の西条市にも分布している。

　コガクウツギーモミ群集の上級単位はイスノキーウラジロガシ群集やミヤマシキミーアカガシ

群集と共に，アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単

位に位置づけられている。
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Fig．15．麓地区の山腹凹状斜面部に発達するアブラチャンーホソバタブ群集

　　　　の林床（海抜500m付近）。

Forest　floor　of　the　Parabenzoino－Perseetum　japonicae　on　a　cliff（Fumoto）．

　　2）渓谷林Gorge　forests

　　　　（13＞アブラチャンーホソバタブ群集

　　　　　Parabe鷺zoino－Perseetum　japonicae　Ohno　1981（Table　7－1）

　群落高が20m内外で高木層に夏緑高木のケヤキ，イロハモミジ，ケンポナシなどが優占し，亜

高木層および低木層にはヤブツバキ，ヤブニッケイ，ホソバタブ，アラカシなどの當緑樹が高被

度に繁茂する4層構造の夏緑一常緑広葉樹混生林。低木層には常緑低木類の他，イヌガヤ，カヤ

などの常緑針葉樹やヤブムラサキ，アプラチャン，コクサギ，ハナイカダなどの落葉低木類が生

育している。草本層にはジャノヒゲ，テイカカズラ，キヅタなどのヤブツバキクラスの植物が高

被度に生育する他，コバノカナワラビ，ジュウモンジシダ，ツヤナシイノデ，イワガネゼンマイ，

オクマワラビ，バカタシダ，キヨタキシダ，クリハランなどのシダ類や，サイハイラン，サワハ

コベなど好闘地生の植物が低被爆ながら多数生育している。このような相観を示す夏緑一常緑広

葉樹混生林は，イヌガヤ，ヤブニッケイ，ホソバタブ，ヤブムラサキ，ミヤマフユイチゴ，アプ

ラチャンを群集標徴種および区分種とするアブラチャンーホソバタブ群集に同定される。

　アブラチャンーホソバタブ群集はヤブツバキクラス域の渓谷林として近畿地方以西に分布して

いる。四国地方では内陸部の海抜500m以下の山間にみられる日陰で空中湿度の高い渓谷沿いの，

土壌が湿潤で，礫の移動の起こりやすい立地の不安定な崖錐斜面や急斜面に土地的極相林として
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局地的に発達している（Fig．15）。

　ヤブツバキクラス域の渓谷地には，同質の立地に成立するイロハモミジーケヤキ群集が知られ

ているが，イロハモミジーケヤキ群集は種組成的にヒイラギ，オオバジャノビゲを群集標微種，

区分種とすることや，ホソバタブやアプラチャンを伴わないことで区分される。

　アブラチャンーホソバタブ群集は内子町では石畳の麓地区に分布している。また内子町の周辺

地域では，河辺村中居，東宇和郡城川町，北宇和郡日吉村でも確認されている。一方イロハモミ

ジーケヤキ群集は内子町内では確認されなかったが，周辺地域の東宇和郡野村町に分布すること

が知られている（宮脇編！982）。

　アブラチャンーホソバタブ群集はイロハモミジーケヤキ群集と共にヤブツバキクラス域の渓谷

林として，アカガシーシラカシ群団，シキミーアカガシオーダー，ヤブツバキクラスの上級単位

に位置づけられる。

Table　8　ムクノキーエノキ群集

Aphanantho－Celtidetum　laponicae

Relev｛…　no．：

ε1evation（雄）：

Aspect；
Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Height　of　over　tree　layer－T1（阻）：
Cover　of　over　tree　layer　－T1（％）：

Height　o重　undeぎ　tree　layer－T2（鐵）：

Cover◎f　underもree　layer－T2α）：
Height　of　s勤rub　layer－S（鐵）：

Cover　of　shrub　layer－S（箔）：

Height　of　herb　layer－R（獄）；

Cover　of　herb　layer－Hα）：
Nu国ber　o｛　spec圭es：

調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
高木層の高さ
高木層累被率
亜高木層の高さ
亜高木二三被率
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本層奥勤率
出現種数

74
80
SE
10

100
17

60

　7
70

　3
20

0．4

40
38

一：群集標徴種・区分種　CeLεf55｛箆θ7tsf3　var．」｛zρo箆fc2　　　　　　　　エノキ　　　　　　　　　　 T1　　 4・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T2　　1・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　　十
　惚πocπ掘ε」砂。π｛ca　　　　　　　　　　　カテンソウ　　　　　　　H　　2・3
　Rθ翫θc舵α侃撒εo　　　　　　　　　　　　キチジョウソウ　　　　　　H　　÷・2
その他の種0紬er　co即anion：3αこ㍑g覗g｛α麗カワヤナギT1－L1，　AZbfz地彊巨わ誓55fπネム
ノキτ1－1．1，P乙θfo尻復5施55繍。編fメダケT2－4．4，　P妙侃05捷。九y5短gγσハチクT2－2。2，ρIo5一

ρyγ03々α々｛カキノキτ2－1．1，Ffc冠sεγθc拡イヌビワS一＋，　Cα肥し琵α」⑳侃｛c4ヤブツバキバキ

S一＋，C漁π復鷺。鍛蝋」⑳o雇。撚ヤブユッケイS一＋，0｛05coγ磁εoセoγoオニドコロS一＋．2，　Tγfc乱。－

5飢施θ5c批cu椴eγofdεsカラスウリS一＋，　Nεohtεε4　sεγfcθαシロダモS一＋．2，　Lycoγfsγ4diαta

ヒガンバナH－2．2，R躁eκ4cεε05αスイバH一＋，’」εdθγαγ飯）酌ε£キヅタH－L2，0ρ厄oρogo純」α一

ρoπfcu5ジャノヒゲ臣1．2，καd餓搬」⑳o㍑c伐ビナンツズラH一＋，　Dfcγ飢砂tθ頁3　d｛c九〇的俄“コ
シダH－1．2，βo高飛εγfαπ｛ρoπoπ掬ε¢カラムシH一＋．2，Ro5α礎漉tf∫ioγaノイバラH一＋．2，1γf5

ρ5εudo撹co搬3キショウブ捧＋，　P¢θdεγ毎5c傭d磁3　var．臓fγ団ヘクソカズラH一＋，　Ac妙γ飢餓θs
∫⑫o爵6αヒカゲイノコズチ臣＋，肋u£施yπ毎coγ4α捻ドクダミH－L2，　LiγfoρθヵL“膝節翼長復ヤ
ブランB一＋，0ε泥飢餓θjωα艮fc¢セリ麗一＋．2，　Po砂goπu配施批πbεγgffミゾソバ9一÷．2，θLθcho温復

惚dεγユ。θσvar．　gγω凝f5カキドオシ薮一＋．2，飽椀σ盈観θアカネ臣＋，乙ycf繊γた。紬ザoh㎜ク
コH一÷，L鷺1撚coγdα捻犠ウバユリH一＋，　Sαしり｛“5⑳o箆｛c艮アキノタムラソウH一＋，　Acoγu5　gγa一

諏πθusセキショウH－1．1，0ρ巨鎌επ祉3眼du肱飯∫oε歪批5　var．」妙。垣。批s　H一＋，　Hu臓厩s　sc“πdeれ5

カナムグラH一＋．

調査地Location：Nanatan　七反．調査年月日Date　of　relev6：1991年11月14日．
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Fig．！6．小田川沿いの自然堤防上に生育するムクノキーエノキ群集の外観（七

　　　　反地区，海抜60m付近）。

View　of　the　Aphanantho－Celtidetum　japonicae　on　riverbanks（Shichita簸）．

　　3）河畔林Riverside　forests

　　　　㈲　ムクノキーエノキ群集

　　　　　Aphanantho－Celtidetum　japonicae　Ohno　1979（Table　8）

　群落高が15mから20m内外で高木層および亜高木層に夏緑高木のケヤキ，エノキ，ムクノキな

どが優占し，林床にはハチク，マダケ，クロチク，メダケなどのタケ類が繁茂した3～4層構造

の夏緑広葉樹高木林。低木層にはシロダモ，ヤブニッケイ，アオキなどの常緑樹が高被度に繁茂

する他，マユミ，コマユミ，イボタノキなどの落葉低木類が生育している。草本層にはキチジョ

ウソウ，ヤブランなどの常緑草本植物が高騒騒に繁茂する他，キヅタ，ビナンカズラ，アケビ，

スイカズラなどのツル植物も多数生育している。このような相観を示す夏緑広葉樹高木林は，エ

ノキ，ムクノキを群集標徴種および区懇懇とするムクノキーエノキ群集に同定される。

　ムクノキーエノキ群集は，ヤブツバキクラス域の中流域から下流域にかけての河川沿いに，微

砂～砂礫質の土砂の堆積により形成された自然堤防やその背後の氾濫原などの沖積低地に発達し

ている。愛媛県では大洲市の中央を流れる肱川沿いに，河畔林として帯状に発達したムクノキー

エノキ群集をみることができる。内子町では，七反など小田川沿いに形成された自然堤防沿いに

小面積ながら分布している（Fig．16）。
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　ムクノキーエノキ群集の上級単位はエノキームクノキ群団に，そしてヤブツバキクラス域の湿

地林を纏めたイボタノキーハンノキ群団と伴にハンノキーエノキオーダーに位置づけられる。

　　4）河辺林8αZεκgroves

　　　　㈲　カワヤナギ群落

　　　　8α1εκfπg’απαcommunity

　河辺には自然状態であれぼ岸辺に沿ってヤナギの高木林や低木林が発達する。しかし低地を流

れる多くの河川では護岸改修などによって，これらのヤナギ林の生育立地は年々減少している。

内子町においても，この種のヤナギ林は少なく，中山川と合流する付近の小田川沿いに数本列状

に生育するカワヤナギの群落がみられた。

Serial　no，：

Relev｛…　no．：

Elevation　（厘）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

涯eight　of　shrub　iayer－S（顕）：

Cover　o重shrub　byer－Sα）：

｝｛eighも　of　herb　layer－H（鋤）：

Cover　of　herb　layer　－H（駕）：

Cover　Qf田oss互ayer－M（％）：

Nu皿ber　of　species：

Table　9　ネコヤナギ群集

Salicetum　gracilistylae

　　　　　通し番号
　　　　　調査番号
　　　　　海抜高度
　　　　　：方位

　　　　　傾斜
　　　　　調査薗積
　　　　　低木層の高さ
　　　　　低木層植被率
　　　　　草本層の高さ
　　　　　草本層植被率
　　　　　　コケ層植被率

　　　　　　出現種数

1　　2
60　　20

75　110

0　　0
5　　4
2　1．3

90　　90

1　0．5

20　　10

30　　－

13　　7

　∫¢Lfκ9γacf巨5ty乙復

　P麗γ復9拠鷺ε3」妙0短Cα

　R撚θκ¢Cθε05α

群集標徴種

　ネコヤナギ

随梓種

　ツルヨシ

　スイバ

S

B

K

5・5　5・5

＋　　＋・2

十　　　十

出現1回の種Other　co即anioΩ：通し番号Seriai　no．1：Caγεx　c乱γ加co己巨5ナルコスゲ『H－

L2，0θ陀礁餓ε」α”απ｛c¢セリ　H－1．2，丁舵Lyρεεγ｛5αc臓f箆厩αホシダR－L2，　Cγyかεo雄θ箆｛α」4一

ρo短。μミツバH一＋。2，4施yγ｛撒ゴ⑳o頃。撚シケシダH一＋．2，βo餉扱θγ短乙。籠gf5ρ記αヤブマオH一＋，

Eq庶5ε拡縦αγひ飢5θスギナ9一＋，κ¢L襯θγf5　yo糀θ職ヨメナH一＋，梅γcた猟れαρoε猟oγρ肱ゼニ：ゴ

ケ捧2．3，撫｛琶鍛sp．チョウチンゴケ属の一種M－1．2．　No．2：髭拠θγoc厩巨3∫厩搬var．己侃gf一

加bαノカンゾウ臣＋．2，13£cたπε飢obo楓チゴザサK一＋．2，　Aγεε厘5毎餌｛πcθ鎚ヨモギH一÷，

κ認漁ε擁3♪翫肱ε｛ガdαユウガギク掛＋．

調査記し◎caも103s：通し番号Ser圭a1駐◎．1：Shuku田。宿茂．　No．2：1sh圭zu戯石積．

調査年月日Date　of　relev6：通し番号Serial　no．1：1991年10月23日．No．2；1991年9月17日．



Fig，17．小田川沿いに発達する河辺林としてのネコヤナギ群集（石積地区，海

　　　　抜100m付近）。

Salicetum　gracilistylae　along　a　running　stream（至shizumi）．

藻漁嚢謹毒鍵灘

雌避・夢ン・

　　鞍醤蝦ワ尉
　　　　r　　　　　　　　　ド
きF一難・　・

欝欝劉

　撫一

蒙1

　　　驚鍛

魂墾購

馨難

饗曙穿
Fig．18．小田川沿いの河辺沿いに生育するネコヤナギ群集，カワラハンノキ群

　　　　集，キシツツジ群集等の河辺植生（石積地区）。

Sα伽．4伽薦and　1～勿404871〃。ηshrub　community　developed　along　stream

（lshizumi）．
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　　　　㈹　ネコヤナギ群集

　　　　　Sal量cetum　grac羅isty韮ae　Minamlk畿wa　1963（里able　9）

　河原には立地条件に対応して様々なヤナギ属植物がすみわけて群落を形成している。ネコヤナ

ギ群集は主に河川の中～上流域の巨礫や砂礫の多い河床に生育している。群集標徴種のネコヤナ

ギは高さ1～2mで優占し，その強靱な幹は岩隙や砂礫地に枝葉を広げて低本林を形成している。

また，隣接群落として，前縁にツルヨシ群集，背後にキシヅツジ群集やカワラハンノキ群集を伴

う場合が多い。内子町では小田川，中山川，そして麓川沿いに広く分布している（Fig．17）。

　　　　（17＞カワラハンノキ群集

　　　　　Alnetum　serrulatoi｛玉is　Okuda　in　Miyawaki　1984

　カワラハンノキ群集は群落高が2～3m内外の低木林であり，しばしば渓流辺の傾斜地に生ず

る。隣接群落のキシツツジ群集にきわめて類似性が強く，両者とともにそれぞれの生育域に混生

することが多い。しかし，カワラハンノキ群落は種組成的にはカワラハンノキ，ヤブカンゾウ，

ツボスミレ，ノイバラ，コヤブランなどによって区分される。内子町では小田川沿いの石積地区

に分布している（Fig．18）。

Relev｛…　no．：

Elevation（匿）：

Aspect：
SIope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Height　of　shrub　iayer－S（組）：

C◎ver　of　shrub　layer－S（累）：

Height　Of　herb　layer－H（田）：
Cover　of　herb　layer　一】ヨ【（鬼）：

誕u国ber　of　species：

Table　10　キシツツジ群集

Rhododendretum　ripe1ユsis

調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本配属被率
出現種数

21
110

　0
　4
L4
80

0．3

20
23

　R箆ododεπdγ0πγゆε渡5θ

　Osr職磁αL猟。α1

　A5オfめθ」⑳0頂。ユ

Character－s　ecies　of　hi　her　uni七s：
A乙川批S　εεγγ芝乙乙｛Z亡0ゴdε5

34z駄9γξc就乞3オyL鷹

群集標徴種
　キシツツジ
　ヤシャゼンマイ
　アワモリショウマ
上級単位標尺種
　カワラハンノキ
　ネコヤナギ

S

H

H

S

S

5・4
＋・2

1・2

2・2
＋・2

その他の種Other　co田pa魔ion：暁蕊θγ忽∫Zoγf門口εフジS－1．2，　Ro54融it｛彊oγ¢ノイバラ

S一＋．2，Lyco擁3γ磁ゴα施ヒガンバナH－L2，佐oZa秒εγεc膿d鷹ツボスミレH一＋，κ¢Z搬ε冠3
ρ｛撒認ザ｛d梶ユウガギク隼＋．2，0γyo舞εγお乙復。θγ¢クマワラビH一＋，肱γθx乙餓紘ナキリス
ゲH－1．2，Bo雄紹γf45ρ｛cα£αコアカソH一＋，　D｛cγ礁のtθγfs　dfc池。切出αコシダ臣＋，　Po乙y－

gO繊議C琶5ρ｛dαt繊イタドリH一＋，　P就θ¢俄0πgOhCαアオミズH一＋，　Agγ勲0雇4」⑳0顧。復キンミ

ズヒキ薮一＋，Aγ押脚5毎ργ加。帥5ヨモギH－1．2，磁γ¢短㎜吋匂油εγg頁ゲンノショウコ播＋．2，
Tγ¢c舵Zo5ρε禰撚45｛ユ孟｛cu糀var．　fπtθ糠θd細罠テイカカズラH－1．2，　Lysf㎜c凝ε∫⑳o短侃

コナスビH一＋，翫γ勿ρθ酸加oγヒメヤブラン註一L2，3εε4γ毎灰γ｛直sエノコログサH一÷．

調査地Location：ISHIZUMIODAGA幽石積小田川．調査年月日Date　of　relev6：1991年9月17日．
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　　　　（18）キシッッジ群集

　　　　　RhododeRdretum　ripensis　Yamanaka　et　Takezaki　1959（Table　10）

　キシツツジ群集は群落高！～L51n前後の低木群落で，渓流沿いの岸壁地で，洪水の時にはしば

しば冠水する立地に生育する自然植生の一つである。低木層にはキシツツジが優占し，そのほか

カワラハンノキ，ネコヤナギなどの低木類も混生する。草本層にはヤシャゼンマイ，アワモリシ

ョウマなどが生育している。内子町では小田川沿いに比較的良く発達した群落がみられる（Fig

18）。

　　5）　岩上・岩隙草本植物群落Plant　communities　on　bedrocks　and　slits

　　　　（19）マルバマンネングサ群落

　　　　　8e伽配〃～α配πoεcommunity（Table　11）

　山村部の民家の回りにみられる古い石垣上やその隙間には多肉質の葉をもったベンケイソウ科

のマルバマンネンやシダ植物のマメヅタ，そして乾いた臨地にしばしば生育するトラノオシダ，

Relev6　no。：

E亘evaもion（田）：

Asひect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Table　I1　マルバマンネングサ群落

　S磁〃フ習フ磁伽2conユmunity

｝｛eight　of　vegetati◎n　（c圃）：

Cover　◎f　vegetatio臓　（Z）：

Cover　of田oss　layer（鬼）：

短u田ber　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

コケ層植被率

出現種数

35

230

W
70

　1
10

60

50

　7

　3εd批鍛麗擁滅）f

　A5ρzε短撚f箆cf5臓

　L8認段＠乱yぬ願瀧fcγ0ρ1箆yZ乙躁

　P亡θγゴ5　議混乙ε｛∫｛血

Koss　an（i　lichen：

Bγyoκ重♪五重臓　sp．

POγ醒8γぬ2　sp．

C乙認07短4　sp。

調査地Locaもions：Fkuroguchi－Tani袋ロ谷．

調査年月日◎aもeof　re正ev6：1991年10月21日．

群落区分種

　マルバマンネングサ

随伴種

　トラノオシダ

　マメヅタ

　イノモトソウ

三野・地衣類

　工ビゴケ属の一種

　ウメノキゴケ属の一種

　ハナゴケ属の一種

4・3

2・2

1・2

＋・2

4・4

2・2

÷・2
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イノモトソウなどのシダ類の混生する岩上・岩隙草本植物群落が発達している。

　　　　⑳　ヒメカナワラビ群落

　　　　　Po妙s’εcんπ’π‘s配88εηεεπ8εcommuniもy（Tab藍e　12）

　内子町南部の三日ノ地地区には，局地的ながら石灰岩の羊群状の露頭がみられる。これらの石

灰岩上には，好石灰岩地生のヒメカナワラビの優占する岩上・岩隙草本群落が生育している。

　　6）河辺冠水草原Aquatic掴ant　communities　along　s毛reams

　　　　⑳　ツルヨシ群集

　　　　　Phragmitetum　japonicae　Minamikawa　1963（Table　13）

　内子町を流れる小田川，中山川，麓川は陸部の山岳地に深い渓谷を形成し，おおむね急流で，

河床には巨船や砂礫が堆積している。この砂礫質の河床にはツルヨシ1種を標徴種とするツルヨ

シ群集が広く生育している（Fig　19）。

　Table　12　ヒメカナワラビ群落

POか∫存0んπηZ　孟SZ‘∫∫カ7Z67？SθCOlnnユunity

Relev（…　nQ．：

Elevaもion　 （田）：

Aspect：

Slope　（　o　）：

Square　size（㎡）：

｝｛eight　of　vegetation　（c廼）：

Cover　of　vegeもatioa　（％）：

Cover　of　組oss　layer　（％）：

Nu凪ber　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

コケ層植被率

出現種数

23

410

NW

90

　1
20

20

30

　6

　PoLyst｛C配！£議　もSI£SS歪蹴e7tsε

　c｛2γθκ　zθπ亡α

　L冠z琶乙αρ乙祉㎜5α

　Ptεγf5　蹴祉乙tf／fdα

麹：
　R九4CO酸fオγf1蝋　SP．

　κy♪箆臓　SP．

群落区分種

　ヒメカナワラビ

随伴種

　ナキリスゲ

　ヌカボシソウ

　イノモトソウ

葺苔類

　シモブリゴケ属の一種

　ハイゴケ属の一種

2・2

十

十

十

2・3

2・2

調査地Locaもions：Kami－Hinochi上日ノ地．調査年月日Date　of　relevξ：1991年9月18日．
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Flg　19　麓川の川床に生育するツルヨシ群集（河内地区，海抜160m付近）。

Physlogllomy　of　the　Phragmltetum　Japomcae　ol／mundated　floodplams

（Kawanouch1）

Table　13　ッルヨシ群集

Phragmitetum　japon夏cae

Serial　no．：

Relev6　no．：

Elevation　（膿）：

Asp㏄t：
Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：
｝｛eight　oまl　vegeもation　（田）：

Cover　of　vegetati◎n（％）：
Covef　◎f　雄oss　layer　（累）：

Nu国ber　of　species：

通し番号
調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
植生総
懸被率
コケ懇懇被率
出現種数

1

59
75

　0
　8
2．5

100

　5
　3

2

54
150

　0
　5
2．5

100

　3

一　　　　　　　群集標徴種出鵬翻艦ぎ。P、、、。、，醐号，，，、、蹴磁＿ノ、磯。。，。タ蕩恩，

1騰轟、重蓬蓬1嘱の噸1・2・癬◎・2：《伽・・・・・・・・…ヨモギ・・・・……

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：YADOS田GE宿茂．麗。．2：撚KAGU鐵中組．
調査年月日Da乞e　of　relev6：通し番号Serial　no．1＝1991年10月23霞．恥，2：1991年10月22濤．
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　　　　⑳　セキショウ群集

　　　　　Acoretum　gmminei　Ohba，　Adach量et　Maoka重979（Tab丑e　14）

　河川の上流域や源流近くの渓流沿いの半日陰状態にあり，常に流水やその飛沫をあびる岸辺の

砂地や岩上には植生高が30Cm内外のセキショウが叢生状に優占したセキショウ群集が生育してい

る（Fig．20）。

　　7）湿生草原Aquatic　plant　communities　along　marshy　shore

　　　　⑳ヨシ群落

　　　　　Pんrα9ηZε‘θSαπ8’rα〃8commu証ity

　四国地方は急傾斜の山地が多く低地は集約的に農耕地化が進んでいるため，まとまった湿原は

きわめて少ない。低地の湿原は断片的であるが，内子ゴルフ場周辺部にみられる溜池や水田耕作

放棄地にヨシ，ガマ属の優占する植分が生育している。

　8）浮葉・沈水草本植物群落Floati装g　or　submerged　aquatic　p臨nt　co犯mu装ities

　　　⑳　ヒシ群落

　　　　TrαPαノαρoπεcαcommunity（Tab霊e　15）

池沼などの水域に生育する植物群落は，常に地下部と地上部の大部分が水中にあり，特異な立

Relev6　臓。．：

Elevaもion　（国）：

Asp㏄t：

Slope（。）：

Squafe　size（㎡）：

He圭ghも　of　vegetaもion　（墨）：

Cover　of　vegetatio登　（％）：

Nu置ber　of　species：

Table　l4　セキショウ群集

　Acoretum　graminei

　　　　　　　調査番号

　　　　　　　海抜高度

　　　　　　　方位

　　　　　　　傾斜

　　　　　　　調査面積

　　　　　　　植生高

　　　　　　　植被率

　　　　　　　出現種数

　6
270

　0

　2
0．3

100

　5

Character－s　ecies　of　ass．：　　　　　　群集標徴種

　Acoγ冠3　gγ蝋翫8琶3　　　　　　　　　　　　　セキショウ　　　　　　　　　5・5

出現1回の種0もher　co即a甫on：施就亡uy短4　coγ血掘ドクダミ1．2，　Tγfgoπot　f5♪θd猟。批一

三酒5キュウリグサ＋．2，1詔。㎞εg乙obo詔チゴザサ＋，醍富加徽sp．チョウチンゴケ属の一

種1．2，窟厩dI㎜sp．シノブゴケ属の一種＋．

調査地Locaもion：ORano捻ari岡の成．調査年月日Date◎f　relev㌫1991年9．月16目．
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Fig．20．渓流沿いの岩上に生育するセギショウ群集（石畳地区，海抜300m付

　　　　近）。

Habitat　of　the　Acoretum　graminae　oll　wet　fringes　of　stream　bed

（王shidatami）．

地に適応した生育形態を示している。これらの浮葉植物群落として，内子町では，周辺の溜池に

生育するヒシ群落が調査されている。

　　　　　　　　　　　　　　　’Table　15　ヒシ群i落

　　　　　　　　　　　　　7》’妙αノψ0フ卿αcommullity

　Relev6　no．：　　　　　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　　　　　　　29
　Elevation（田）：　　　　　　　　　　　　　　海抜高度　　　　　　　　　　　180
　Square　size（㎡）：　　　　　　　　　　　　　調査面積　　　　　　　　　　　20
　Cover　of　vegetation　（駕）：　　　　　　　　　　　　　　　　　植按率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

　ωater　depth（c田）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水深　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40～50

　Nu粗ber　◎f　species：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一　　　　　　群落区分種　丁γゆ¢∫⑳o短。¢　　　　　　　　　　　　　ヒシ　　　　　　　　　　　5・5
調査地Lρcation：Kiyo厨asa－Ike澹論難．調査年月日aate　of　relev6：1991年9月18日．
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B．代償植生Subst量tute　vegetat沁n

　　§）　常緑広葉樹萌芽林Coppice　do茎uinated　b｝・evergreen　broad－leaved　trees

　　　　（25）コジイ萌芽林

　　　　　Cαsfαπopsεs　cμsρ’dα’αcoPP量ce（Table　4－1）

　ヤブツバキクラス域の沿岸低地から内陸部の低由地帯にかけてのシイ林域において，自然姓の

常緑寒林が薪炭林や農具の用材として15～25年周期で持続的に伐採されると，切り株からの萌芽

更新による根元から叢生状に多くの幹が株立ちしたシイの優延する一斉林が成立する。内子町の

低山地帯には，群落高20m内外の株立状に生育したコジイの優占する一斉林が広く発達している。

高木層にはときにシラカシやウラジロガシが比較的高被度で混生している。コジイ萌芽林の林床

には，本地域の自然林であるカナメモチーコジイ群集と同様に，ヤブツバキ，ピサカキ，サカキ，

テイカカズラ，ネズミモチ，ヤブコウジ，ベニシダなど多数のヤブツバキクラスの植物を伴って

いる。しかし，長期にわたる伐採の影響も強く，カナメモチーコジイ群集の標微種および区分種

であるカナメモチ，リンボク，クチナシ，ナナメノキ，オオカグマなどの種群を欠くなど種組成

の貧化も認められる。

　内子晦では，コジイ萌芽林として，椎木駄場，大久保，高屋，宿茂，河内中継，古橋，谷等で

調査され．ている　（Fig．21）。

　　10）　夏緑広葉樹二次林Seco蓋ldary　forests　dominated　by　summergree蒸bro歌d－leaved　trees

　　　　㈹　クヌギーコナラ群集

　　　　　Querceもum　acuもissimo－serraもaeム厘iyawaki　1967（7ab韮e　16－1）

　四国地方のヤブツバキクラス域に成立する夏緑広葉樹二次林のうち，最も広く中庸な立地を占

めているのがクヌギーコナラ群集に纏められるコナラやクヌギの優占林である。その垂直的な生

育域は広く，内子町及びその周辺地域では海抜100～500mの範瞬に分布している。これらの夏緑

広葉樹二次林は，薪炭林として10～15年周期で定期的に伐採され，切株更新により成立した群落

高18m内外のコナラやクヌギが高木履に優草する一斉萌芽林である。内子町にみられた夏緑広葉

樹二次林は，クヌギ，アラカシ，シュロ，フユイチゴ，キヅタ，ヤマイタチシダ，ハゼ，ヤブラ

ン，ナガバジャノヒゲを群集標徴種および区分種とするクヌギーコナラ群集に纏められた（Fig．

22）。

　クヌギーコナラ群集は同じ夏緑広葉樹二次林であるクリーコナラ群集と共に，上級単位はイヌ

シデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスに属している。



Flg　21　低山地帯の山腹斜面に発達するコジイ萌芽林（谷地区，海抜220m付近）。

Physiognomy　of　Cα∫為z％0／）sz∫6a‘母）z磁如dommated　copplce　on　a　hlllslde（Tani）

Fig　22　低山地帯，丘陵斜面に発達する夏緑広葉樹二次林としてのクヌギーコ

　　　ナラ群集（内子地区，海抜140m付近）。

Intenor　of　the　Quercetum　acutlsslmo－serratae，　whlch　occurs　on　h111s　a11d

lOwer　mountalns（Uclユ1ko）

5／
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Fig．23．伐採跡地や崩壊斜面などに発達する先駆性二次林のクサイチゴータ

　　　　ラノキ群集（寺藪地区，海抜450m付近）。

Physiognomy　of　the　Rubo　hirsuti－Aralietuln　as　a　piolleer　seco雛dary　shrtlb

cOmmunity（Terayabu）．

　　1D　陽地生夏緑広葉樹二次林Secondary　forests　domi蹴ated　by　pioneer　trees

　　　　⑳　クサイチゴータラノキ群集

　　　　　Rubo　hirsuti－Aralietum　M量yawaki　et　al．1971（Table　17）

　暖地の山間を走る道路沿いの谷側斜面やスギ，ヒノキ植林の伐採跡地には，アカメガシワ，カ

ラスザンショウ，ヌルデ，ネムノキなど先駆性の夏緑広葉樹二次林が生育する。これらの陽地生

の夏緑広葉樹林は，キブシ，コウゾ，ネムノキ，ヌルデ，ヤマグワ，クサギ，ニワトコ，クサイ

チゴを群集標徴種および区分種とするクサイチゴータラノキ群集に纏められた（Fig．23）。

　　12）　常緑針葉樹二次林Secondafy　forests　dominated　by　evergreen　pine

　　　　（28）コバノミツバツツジーアカマツ群集

　　　　　Rhododendro　reもiculati－Pinetum　densif蓋orae　H．　Suzuki　et　Toyohara　1971（Table　18）

　内子町の海抜500m内外の山地の大部分はスギ，ヒノキの植林やクヌギーコナラ群集の代償植生

で占められている。そのなかで土壌が浅く乾性な尾根部斜面にはアカマツの優占した常緑針葉樹

二次林が小規模ながら発達している。これらの常緑針葉樹二次林はコバノミツバツツジ，ヤマツ

ツジ，シャシャンボ，ナツハゼを群集標徴種および区分種とするコバノミツバツツジーアカマツ
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叢灘

難富山上灘雛懸譲

・灘幽幽灘磯灘

　　　　Fig。24．乾性な尾根斜面に局地的に発達するコバノミツバツツジーアカマツ

　　　　　　　　群集（寺藪地区，海抜45Gm付近）。

　　　　Rhododendro　reticulati－Pinetum　densiflorae，　which　occurs　in　spots　on　dry，

　　　　thin　soils　of　mountain　ridges（Terayabu）．

群集に同定された（Fig．24）。

　　13）植　　林Forest　p豆a就ations

　　　　㈱　スギ・ヒノキ植林

　　　　　αyp‘o膨rεαノαpoπεcαand　Oんα〃～αecyραr∫s　o6伽αforest　plantations

　　　　　ぐrable　19）

　愛媛県の内子町をはじめ四国の山地帯の大部分はスギ，ヒノキ植林をはじめとする代償植生で

占められている。ちなみに内子町の総面積の50％近くは，スギ，ヒノキなどの常緑針葉樹の植林

で占められている。スギ，ヒノキの人工林は林業的に有用材生産の場として重要である。しかし

生産性を優先して，自然環境を無視した拡大造林を進めることは避けるべきである。自然環境の

保全，災害防止の意味からも，急斜面，やせ尾根，土壌の崩壊しやすい沢筋などの人間の干渉に

敏感な「弱い自然」の立地における植林は避けるべきである。内子町で調査されたスギ植林は20

～30年生の群落高が18m内外の弱齢林で，土壌の水分条件が適湿から湿潤な立地の山腹回状斜面

や谷部にみられた林分であった。一方ヒノキ植林は，群落高20～28mに達する樹齢50前後の壮齢

林でやや土壌の浅い山腹凸状斜面や尾根部に植林された林分であった（Fig．25）。
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鷺

霧鐘轟

　　譲
謬難燃

撫糟麹

Flg　25　内子町の山地に広い面積で生育するスギ植林（大瀬地区，海抜250m付近）。

Cフニyμoη花ηαノ妙。貿2‘αfGrest　plantatlon　xvldely　spreads　Qn　hills　and　mountai！玉s　of

Uchlko－ChQ（Ohse）

Fig　26　シイタケ栽培や木炭生産の用材としてのクヌギ植林（古橋地区，海抜

　　　450m付近）。
Interlor　of　Qz‘ε照sα‘z‘’zss襯αforest　plantat王on、　WoQds　are　used　for　the

cultlvatlon　of　shlitakenlushroonユ（COγガ776Z島，S　3／Z2Z孟6Zんε）and　as　the　1鍛aterial　of

charcoa1（Furuhash1）
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　　　　（30）クヌギ植林

　　　　　　Qπθrc㍑sαc漉s8ε配αforest　plantations（璽able　20）

　クヌギはコナラ林などの二次林構成種であるが，シイタケ栽培のほだ木や木炭の原料として有

用なことから内子町の山地帯で広く植栽され，10～15年毎に伐採されている。とくに海抜400m以

上の山稜付近ではクヌギ植林が比較的広い面積でみられ，内子町の山地景観を特徴付’けている

（Fig．26）。

　　　　Table　20　クヌギ植林

Q放η’α‘sαα‘’ゐs夢”②αforest　plal／tation

Relev6　負◎．：

Elevation（田）：

Aspect：
Sl◎pe　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Reighもof　shrub丑ayer－S（鑑）：
Cover　of　shrub　layer－S（％）：

Height　of　herb　layer－H（燈）：

C◎ver　of　herb　layer－H（％）：

Nu盟ber　of　species；

調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
低木層の高さ
低木層落盤率
草本層の高さ
草本層植被率
出現種数

38
470

　S
35

200

　5
80

0．6

70
51

Afforested　tree：
Q琶θγCU5αC鉱£f55f餓“

Ptgγ歪df琶議　αqU｛乙f7tu鷹　var．　Zαtf拡SCt4Z猟

書乏5c⑳匙t髭u5　sf箆ε7Lsfs

C九γy5｛z托旅ε餓批蹴夙α屠れ｛フ｛

植栽樹
　クヌギ
ススキクラスの種
　ワラビ
　ススキ
　リュウノウギク

0αZ疎α9γ05擁Sσγ猟d漁acεαvar．　bγ¢欲翼頁欲ユノガリヤス
　3f》odfoρ090π5ごbfγ｛C批ε

　30乙fd復90垣γ9｛2－a脱γεαvar．｛zsf厩｛ca

その他の種
2．2，3翫｛乙σxc九脈4サルトリイバラH－1．2
De撚z｛復cγθπ¢ε¢ウツギH一＋．2，

オオアブラススキ
アキノキリンソウ

　　　　，

S

H

H

H

H

H

H

5・4

1・2
3・4
2・2
1・2
＋・2

÷・2

　　　　　　　0徳er　sρecies：融θγ侃55θγγα地コナラS－L1　翫厩5伽θγgεγごフユイチゴH一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，融d搬箆9ε¢己麗εoか飢05¢コガクウツギ謄2．2，
　　　　　　　　　　　　　　　　　配d飴i¢」⑳oπfcαヤブコウジH－2．2，　Pσεdεγ毎3cα綴槻3
var．展¢fγθf　H一＋，　Lθfbπf捻舷α箆雄dγ｛¢センボンヤリ　H一＋，3t臓t厩oρεεγ｛3短♪o脈。αシシガ

シラH－2．21P麗γ¢γ抜ioわ¢蝕クズH一＋，　Aγαhαe抜掘タラノキB一＋．2，1㎞ρεZoρ3i5わγeひf一
ρθd撚。掘認αノブドウH一＋，3θε¢γ毎画γf識5エノコログサ装一÷，A5εθγ4gθγ説。掘esイナカ
ギクH一＋．2，Dfo3coγ綴to々oγoオニドコロH一＋．2，γ沁uγ搬蝋d就αεαt1蝋ガマズミH一＋，熊εわ毎

tγf∫o翫εtαミツバアケビH－1．2，PLe蕊γ飢仇器∫α♪o酒ω3ヒキオコシH一＋．2，　R琶bu3厩γs嚇u3
H一＋．2，R巖sjωα｝麗。σヌルデH一÷，C乙ε施γa肱γわ翫εγ画5リョウブH一＋，4γ尤ε語舗αργfπcθρ5

ヨモギH一＋，翫5Cαρ痘5」α加猷。¢ゴンズイH一＋，　Lo瞬Cε搬」⑳0函caスイカズラH一＋，　Ro5ε5疎一
馳cf撒ヤマイバラH一＋．2，　R九〇dod飢dγo箆海4θ餓♪∫εγ‘ヤマツツジH－1．2，　Po砂go煕縦cusρ｛d¢tu縦

イタドリH一＋，梅昆otus　j⑳o麿侃sアカメガシワB一＋，∫捻。妙琶搬5か搬εcoxキブシB一＋，0錦一
既dユ」¢ρo虚。復ゼンマイH一＋，Cαγ群鴻απθ琶αホソバヒカゲスゲH一＋．2，　Lygodf糠」αρo庭cu規
カニクサH一÷，yio乙。　gγyρocθγa5タチツボスミレH一＋．2，　P“γ翫磁oc｛ss批5εγ｛c寵5ρfdoε¢ツタ
狂鱒＋，C認hc£γρ¢徽。己h5ヤブムラサキH一＋．2，　E舷γy¢」の。凝。“ヒサカキB一＋，　Ffc批3εγεctαイ

ヌビワH一＋，規たy弓田知ρo箆記躁シケシダB一＋，Pθ君y45c飢d8π5コウヤボウキH一÷，βγ40妙一
ρo鷹猟5翼”α巨。撚var．紺5θγu凝H一＋．2，　Cy康b｛d犯徽goθγ鋭gf｛シュンランH一＋，　C“γεx陀挽ε“ナ

キリスゲH一＋，Lesρεde舩始縦oZO加ツクシハギH一÷，　Ly5脈αC雇¢θ乙ε抜γ0｛dθSオカトラノオ亘一＋．

調査地Location：Hoもoke－Toge仏峠．調査年月日Date　o釜relev6：1991年10月22日．
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　　　　　　Table　21モウソウチク・マダケ林
P履ソ〃。∫孟α6履y∫／）zめ6∫6召7¢∫alld　P．6αフ％∂銘∫oゴ616s　bomboQ　groves

Co毘戯unity　type：

Serial　no．：

Relev〔…　no．：

£levaもi◎n　 （函）：

Aspect：
S三〇pe（。）：

Square　size（㎡）：

Height　of　Over　tree　layer　－T（跳）：

CQver　of　over　tree　layer－T（％）：

Height　of　under　tree　layer－T2（鵬）：

Cover　of　u漁der　tree　layer－T2（Z）：
Ke圭ght　of　shrub　layer－S（田）：

Cover　of　shrub　layer－Sα）：
Height　of　herb　layer－H（揺）：

Cover　of　herb　layer　－H（Z）：

Nu国ber　of　species：

群落区分

通し番号
調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
高木層の高さ
高木層植被率
亜高木層の高さ
亜高木層植被率
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本層植被率
出現種下

1　　2
52　　76
310　540
　N　　NW
30　　25
300　400
18　　17
80　　90

　9　　－
20　　－
　3　　1
50　　10

0．4　0。4

20　　40

40　25

　P麗yLZOSεαCたy3　九εεθγocycLα　f．　ρ琶beSCε7匙5

　P涯yεio5ε4C瓦ys　b4鍛b撹50fdθ5

S　ecies　of　Ca風e11玉etea　’a　onicae：

　E冠γy4　」己2ρ07tfc｛Z

　Lfgustγ緩蹴」⑳0漉CU搬
　κθ0乙ft58｛ZS召γ‘Cθ¢

　Dγyoρtεγf5　εγyt九γ030γ“

　κθ乙瞬靴gf¢」αρ0凝C4

　醗｛昭｛竃9剛5加π9飢5
　c¢γεズ乙θ蔦ε復

　R！め疑sb批εγ9召γ｛

　0ρこi3襯θ箆規5距d賦乙αtザoL｛賦5

　Dγyoρ毒εγf5　Lacεγα

群落区分種
　モウソウチク
　マダケ
ヤブツバキクラスの種
　ピサカキ
　ネズミモチ
　シロダモ
　ベェシダ
随伴種
　ハナイカダ
　ナワシログミ
　ナキリスゲ
　フユイチゴ
　：コチヂミザサ

　クマワラビ

Tl
T1

s

S

S

H

s

s

H

H

H

H

5・5　・
　・　5・5

1・2
＋・2

十

十

十

十

2・2
1・2
＋・2

1・2

十

十

＋・2

十

十

十

十

十

÷・2

＋・2

出現1回の種0臨er　co田panion：通し番号Seriaho．1：醸εγ‘批5鯉γ5乏澱ε∫o己｛¢シラカシT2－
1．2，S一＋。2，　Cγy♪εo蹴εγfα」妙。頃侃スギT2－L2，　S一＋，撫。琶b¢」の。頃。4アオキS－2．3，勲賊翫α

do嵐23巨。4ナンテンS一÷．2，避。払sθγεc紘イヌビワS一＋．2，醒αc雇己祉5」αρo短。乱ホソバタブS－

1．2，Tγ腐。妙。乱γρu5∫oγ鍬箆θfシュロS一＋．2，舵伽翫gf“」¢ρo滋。¢ハナイカダS一＋，　Cα己L｛cαγ加

観oL巨5ヤブムラサキS－1。2，　CθL巨s　sf籠θ箆3｛3　var．」⑳o頃。αエノキS一＋，　Coγ繊5κousαヤマボ

ウシS一＋，C漁πω舶縦撚」αρoπ｛c～礁ヤブニッケイS一＋，8γfoboεγya∫⑳o頃。αビワS一÷，　Cαγρf肥s

tsc海。箆05セf｛イヌシデS一÷，　Acε餓od¢擁箆θ乙飢cf∫oh復カゴノキS一÷，　Cα5εα泥oρ58　cu5加dσε¢

コジイS一＋．2，糎dmπg麗Z撹εoり飢。詔コガクウツギS一＋，05鰍舩ユ」⑳o顧。αゼンマイH一＋。2，
⑳湿。♪ogo箆」⑳o箆fc45ジャノヒゲH一＋，　Lfγfoρθρ理乱擁y昆aヤブランH一千．2、ρε鎌od戯徽。κy一

瓢y縫U蹴ヌスビトハギ降÷，3陀gnρgγω徽αρOZO｛subsp．細し巨∬脈度ミゾシダ巨一＋，　Imcf猟
γe巨9fOS棚！シキミH一÷，3εγ猛塘foρ詑γfsπfρ0πfc¢シシガシラH一＋，乙ycOρodf蹴5θγ搬‘撚トウ
ゲシバH一÷，καd側搬」⑳o掘caビナンカズラH一÷，　Aγdf5地」αρo酒caヤブコウジH一＋，　Da帥瓦θ

誕yαわε磁βカラスシキミH一÷，24πthoxy己u烈ρερεγ就蝋サンショウH一＋，　Aγαcたπ加dθs　3巖ρ巨。‘一
〇γバカタシダ琵一÷．No．2：配gεωoγ£厩a　c瓦γy5¢粍翫ユミツマタS－1．2，　Pe就然αcγεπ説αウツギ

S一＋，酌γu3わ。醒bycf5ヤマグワS一＋．2，　M5」＠侃f侃シャガ臣3．4，魚ρε乙oρ3‘5　bγθ加ρθd蹴。一

威a肱ノブドウH一÷．2，PoLygρ繊議cu5垣d4ε躁イタドリH一＋．2，　Df5ρoγ蹴sθ5sfユεホウチャクソ
ウH一＋，P｛03coγθaεo髭oγoオ、ニドコロH－1．2，0勲u舩aj⑳o短。¢ゼンマイH一＋，βo餉紹γf4痘ρo一
箆。漸彬2カラ．ムシ距＋。2，3厭ユ薦。雇糊サルトリイバラ臣＋，骸5詑γ地ノ語γ沁漉dαフジH一÷，
黙ε¢3f箆飢5鱈チャノキH一＋，　LycOγf5搬4砿εαヒガンバナH一＋．
調査地Locatio轟s：通し番号Seriaho．1：N三sh圭西．餐。．2：lkeda池田．
調査年月日Date　of　re韮ev6：通し番号Serial　no．1：1991年10月22田。No．2：1991年10月24日．
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品．

　　馨．

削際・．

　　　　　　　　　　　　響饗一

・滋灘雛鐵譲・

　　難

顯

蟻

Fig．27．山村近くの山腹斜面下部に発達するモウソウチク林（大瀬地区，海抜

　　　　250m付近）。

Physiognomy　of　a　P勿〃。吻碗ys加ろθs66ηs　bar曲oo　grove　on　hillsides（Ohse）．

　　14）竹　　林Bamboo　groves

　　　　⑳　モウソウチク・マダケ林

　　　　　Phy〃08fαchy8んθ’θrocycα1　f．　Pπわε8cεπ8　aRd　P．6α配6πsoεぜθs　bamboo　groves

　　　　　（Table　21）

　モウソウチク林やマダケ林は，今日では日本の農村景観を象徴するように考えられている。モ

ウソウチク，マダケ共に筍を食用に，桿は竹細工などに利用されることから，四国地方のヤブッ

バキクラス域の農村や山村の裏山や周辺の山腹斜面などに広く植栽されている（Fig．27）。

　　　　⑳　ハチク・メダケ林

　　　　　P妙1Josオαc妙8πεgrαand　P’eεobJαs伽8ε〃～o漉bamboo　groves（Table　22）

　ハチクやメダケは地下茎の発達がよく土壌保全を厨的として河川沿いに護岸用にしばしば植栽

されている。内子町を流れる小田川や中山川沿いに発達したハチク林，メダケ林がみられた（Fig．

28）。
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　　15）伐採跡地植生Vegetation　in　cleared　areas

　　　　（33＞タラノキークマイチゴ群集

　　　　　Ara豆io－Rubetum　cmtaegifol量i　Nak議goshi量n　Miyawaki　1983（Tab墨e　23）

　山地帯のスギ，ヒノキ植林やクヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集などが伐採され，2～3

年後の跡地には，群落高3～4m前後のタラノキ，クマイチゴなどの有刺植物の優験した伐採跡

地植生が発達する。これらの伐採跡地植生はタラノキ，ヌルデ，クマイチゴを群集標徴種および

区分種とするタラノキークマイチゴ群集に同定された（Fig．29＞。

　　　　　　　Table　22ハチク・メダケ林
P左y”o∫孟α0／㌍s　％忽フηa11（i　PZ認。配α∫如∫sガフりzo7¢ガbamboo　groves

Co壁凪uni　ty　type：

Serial　no．：

盈elev6　no．：

Elevaもion　（螢）：

Aspect：
Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Heighもof　shrub　layer－S（墨）：

C◎ver　of　shrub　layer－S（潔）：

Height　of　herb　layer－H（田）：

Cover　of　herb　layer　－H（駕）：

Nu函ber　of　species：

群落区分

通し番号
調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
低木層の高さ
低木層々被率
草本層の高さ
草本層植被率
出現種数

1　　2
73　　61
70　　80
SE　　－

25　　0
40　　18
　6　　5
90　90

0．5　0．3

30　　10
34　　12

　P瓦y乙乙05士4C｝しy5　y巨9γ£

　P乙ε‘o尻ユS施55諭07t｛i

　PO乙ygO7乞拡糀　t麗Uπわθγ9ゴ乏

　LycOγf5γα（Z‘α£α

　0εMれ襯ε」⑳飢歪Cα

　θ¢hu撮帥批γ勲燃
　6εθCん0蹴α　乱θdθγ｛2Cθ｛Z

　DfOSCOγεα重0々0γ0

3亡ε己Zαγf｛2｛zq照頁ca

腕3εεγ地∫10γ歪b撒dα

C己ε巖｛琵｛5　¢εγ7し｛∫乙0γα

群落区分種
　ハチク
　メダケ
随伴種
　ミゾソバ
　ヒガンバナ
　セリ
　ヤエムグラ
　カキドオシ
　オニドコロ

ウシハコベ
フジ

センニンソウ

S

S

H

H

H

H
H

S

H

R

S

H

H

5・5　・
　・　5・5

2・2
1・2
十

十

十

＋・2

＋・2

　0

十

十

＋・2

1・2
＋・2

十

＋・2

十

十

十

十

＋・2

十

出現1回の種Other　co即anion：通し番号Serial　no．1：Zfπgfbθγ而og¢ミョウガH一÷，　Bo疎蹴一
θγfσπψo陀。泥｛”％カラムシH－1．2，Cγyρεo施θ雇α」αρ侃fc¢ミツバH一＋．2，0ρ巨5r舵詮tL3臓d漉4一

εf∫o巨u3コチヂミザサH－2．2，　Cのγ漉毎」¢ρo頃。寵ヤブガラシH－1．2，惚椴εγoc¢L巨s∫協”¢ヤブ

カンゾウ聾＋，Aγtθ語5如ργ餓。帥sヨモギH一＋、　y④肱肥γεc撒面ツボスミレH一÷，　F記批s　9γθ一

C¢¢イヌビワ銭一＋，R琶繊εX復Cεε05ユスイバH一＋，κ飢d鍛ユdo麗5巨caナンテンH一÷，　Cyγ£0庸U俄
∫0γ掘麗fヤブソテツH一＋，舶ρ雇caゆ0飢尤γねρεγ糀αヤブマメH一＋，3説乙薦冠ρ♪0π｛Cαタチシオデ

H一＋，Aγ直s絃cγ飢¢抜マンリョウ陸＋，　P4εdεγ短sc飢dεπ5ヘクソカズラH一＋，細隙砂か詑頁5
¢cu諏顯蝕ホシダ騒一÷，　Ox4巨3　co漁｛c出所αカタバミR一＋，　P昆εα細れgohc£アオミズ昏÷、
Bo畝襯θγfα己侃g露ρicαヤブマオH一÷，0｛03COγ飢」αρ0雇CεヤマノイモH一＋，　Tγfc乱05飢tκθ5　C批Cr

餓εγo｛dθ3カラスウリH一＋．2，θy箆。就θ厭¢ρ飢¢⑳妙L己批糀アマチャヅル賢一＋，3θ蝕γ毎。た侃dγ4c髭πe

イヌアワ臣＋．No．2：εq凛3εε猟σγ肥π5θスギナH一＋，　A甑yγ｛繊」の。短。㎜1シケシダH一÷．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：Agano書痴．鰹。．2：Suk樋。宿茂．
調査年月巳Date　of　relev6：通し番号Seriaho．1：1991年10月24日．No．2：1991年10月23日。



Flg　28　中山川の河川沿いに発達するメダケ林（宿茂地区，海抜80m付近）。

Physlogllomy　of　1）♂αo伽吻s　sz”zoηzz　bamboo　grove，　whlcb　occurs　o1｝stream

sldes（Sukumo）

Flg　29　山野の伐採跡地に発達するタラノキークマイチゴ群集（禁地区，90m

　　　付近）。
Astand　of　the　Aralio－Rubetum　crataeglfolll　ln　felled　area（Fumoto）

59
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　　　　（鋪　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

　　　　　Crassocepha豆。　crep量dioidis－Erechtitetu搬hieracifo簸ae醗iyawaki　ex　S。　Suzuki　in

　　　　　M量yawaki　1972（饗ab藍e　24）

　丘陵，低山地帯など暖地のスギ，ヒノキ植林やクヌギーコナラ群集の伐採直後から1年目の跡

地にはダンドボロギクなどの1年生草本植物の優占した伐採跡地植生が発達している。これらの

伐採跡地植生はダンドボ蔵書久コシオガマを群集標下種および区分種とするベニバナボロギク

ーダンドボロギク群集に同定された（Fig．30）。

Relev6　no。：
Elevati◎n　（田）：

Aspect：
Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Height　of　shrub　laye「一S（鐵）：

Cover　of　shrub互ayer－S（露）：
Height　of　herb　layer－H（怨）：

Cover　of　herb　layer　－H（％）：

Nu笛ber　of　species：

Table　23　タラノキークマイチゴ群集

　Aralio－Rubetum　crataegifolii

　　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　　海抜高度
　　　　　　　　　　方位
　　　　　　　　　　傾斜
　　　　　　　　　　調査酒外
　　　　　　　　　　低木層の高さ
　　　　　　　　　　低木春植被率
　　　　　　　　　　草本層の高さ
　　　　　　　　　　草本層植下率
　　　　　　　　　　出現種数

39
550

　E
20
50

　4
80

　1
50
48

Character　and　differential　s　ecies　of　ass．：
　R批わ艮5　Cγ｛鉱｛1εgf∫oL｛拡5

　Aγ｛2巨4θ己αε復

　R耗払sjωωL｛cα

Secies　of　hi　her　units：
CZεγodε箆dγ0箆　tγfc九〇ε0隣1⊥縦

盈醜3syl抄ε3εγf5

3加C乱y批γ批Sργ戊εCOκ

A‘腕z地」鉱己fbγf35漁
酵0γ批sbα隠byc｛5

F≦C1こ5　εγθctα

Pγθ挽箆α」ゆ0説εα

1dε5地ρ0乙ycαゆε

αOC擬dfoπ0わ0り｛Z加職

Fα9魔γ碇£fL礁蛾ofdθs

群集標徴種・区分種
　クマイチゴ
　タラノキ
　ヌルデ
上級単位標徴種
　クサギ
　ヤマハゼ
　キブシ
　ネムノキ
　ヤマグワ

　イヌビワ
　ハマクサギ
　イイギリ

　カンコノキ
　カラスザンショウ

S

S

S

s

S

S
s

S

S

s

S

s

s

3・4
3・3
2・2

1・2
＋・2

＋・2

十

十

十

十

十

十

十

その他の種Other　co田panion：Lysf縦£c厩αcLεこ酢。｛dεsオカトラノオH－1．2，0か己｛5肥煕s

撚d協認ヴ。巨麗var．惣ρo厩侃3コチヂミザサ陸＋．2，御♪θ頁‘撚θγ86掘観オトギリソウ臣＋，
A鍛ρεεo♪3fs　bγθ”fρθd猟cu抜施ノブドウH一＋，乙貌dεγαεγy饒γocαγ♪αカナクギノキS一＋．2，

Dfosρyγos仁恩fカキノキS一＋，　Acθγ微∫厩θγ”θウリハダカエデS一÷，　AcθγραL徽撫酸イロハモ

ミジS一＋，他bu3紺cγo擁翼L麗ニガイチゴS一＋．2，　C¢U歪。αγρ4議oU‘5ヤブムラサキS一＋。2，
Lεsρεdεzα馳θγgθγ｛キハギS一＋，施sc飢餓麗5康飢sf5ススキH－2．2，　Cαγθxπ飢ε昆αホソバ

ヒカゲスゲ段一＋．2，Tγψε郡05舞γ徽縦」妙。短侃縦臣＋，餓εdθγ酸5偲雇飢5　var．滑面γθ歪ヘクソ

カズラH一＋，舶ε尻¢εγげ。巨厩αミツバアケビH一＋．2，∫説乙ακc門口サルトリイバラH一＋，

4c掘雇d勉礎gut¢サルナシ聾＋，翫γyσ」の。短。¢ピサカキS－L2，　L｛gu就γ撚」αρo凝cu撫ネズ
ミモチS一＋、Lε5ρθdezo九〇俄。語b畠ツクシハギS一＋，　Z飢琉oxyL撚叛ρεγ≦ε撚サンショウS一幸，
H一＋，3tyγ¢κ」αか。威。μエゴノキS一＋，　Bγo蹴530托εt毎々薦fπo々f：コウゾS一＋，　Q批εγc冠35θγγ厩a

コナラS一＋，αθ漁γ¢飽田翫θr加5リ鍵ウブS一＋，飽施5諏θγgθ短フユイチゴH－1．2，翫cγα一
麗。舞θγ｛sd｛c乱oto鍛復コシダH一＋．2，－C復γθκiεπ旅ナキリスゲH－1．2，　Astθγ5cαbεγシラヤマギク

K一＋．2，P鷹tγ｛頂a庚iLo5αオト：コエシH一＋，　Pαγ£叙εγfs　dθπ就。斌翫蝕ヤクシソウH一＋，　y｛侃産

gγyρocemsタチツボスミレH一＋，κθoht5麗3εγ≦cεαシロダモS－1．2，　Ad漁odα錘紹乙飢。乏一
∫o乙f鷹　カゴノキ　 S－1．1．

調査地Locatlon：勘もoke－Toge｛ム峠．調査年月日Date　of　relev6：1991年10月22日．
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Fig．30．スギ，ヒノキ植林地の伐採跡地に成立するベニバナボ曲面クーダンド

　　　　　　　ボロギク群集（禁地区，海抜100m付近）。

Physiognomy　of　the　Crassocephalo　crepidioidis一£rechtitetum　hieracifoliae

in　cleared　area（Fumoto）．

　Table　24　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

Crassocephalo　crepidioidis－Erechtitetum　hieracifoliae

Relev〔…　no。：

Eleva七ion　 （怨）：

Asp㏄t：

Slope（。）：
Square　size（㎡）：

i｛eight　of　vegeta乞iOn　（C痢）：

Cover◎f　vegetationα）：
翼u盟ber　of　species：

調査番号
海抜高度
方位
傾斜
調査面積
植生高
植被率
出現種数

11

60
　ε

45
20
150
90
30

Cbaracter　a繊d　differential　s　ecies　of　ass。：
　εγθC乱ゴεfεεS　瓦fεγ¢cf∫0巴｛α

　P耗ε箆θ｛γ05かθγ露礁　∫αρ0箆乞C拡酸

S　ecies　of　hi　her　units：
CZεγodε箆（三γ07乙　tγfc九｛｝亡0蹴U鍛

醍0γ批5　bo蹴bycfs
Aγ｛2Lfα　θz｛zオ｛z

愚2乙ε0εU5　∫¢1｝0箆乏αLS

群集離離種・区分種
　ダンドボロギク
　コシオガマ
上級単位標徹種
　クサギ
　ヤマグワ
　タラノキ
　アカメガシワ

3・3
÷・2

2・3
2・2
1・2
＋・2

その他の種Other　co噂anion：勲鵬」¢”傭。¢ヌルデ＋．2，齢協認ccεd礁飢ハゼ＋，　A乙わfz掘
∫u翫わγ｛5s翫ネムノキ＋，　Ffc琶5θγεc放イヌビワ＋，乙y3加ac厄αcLε漁γo掘ε5オカトラノオ＋，
0ρ巨鍛επ麗猟d混厩ザ。乙fu3　var．」⑳o掘。薦コチヂミザサ＋，砂♪8冠偲農εγθc‡糠オトギリソ

ウ＋，んゆ認oρs｛sノブドウ＋．2，翫fgεγoπ51蝋厩γεπsf5オオアレチノギク4．4，σo㎜eL厩¢c臓一
㎜凝5ツユクサ1．2，κ4箆df羅（た滋εs頁。αナンテン＋．2，醒03L¢ρ猟。抱Z£施イヌコウジュ＋，
30乙αれ撒Lyγ飢臓ヒヨドリジョウゴ＋，　D｛OSCOγεユαU翫q批dOわ復カエデドコロ÷，　Eゆ4toγ乞㎜

C配れ飢Sεvar．5繍φ腕。げoZれ膿ヒヨドリバナ＋，　Bo疏配頁¢πゆ0π0π訪θ復カラムシ＋，3ε肱γfα
加γ｛dfεエノコログサ＋．2，　Lys諏4‘雇α」ユρ侃fcユvar．　subsessi　lisコナスビ÷，梅d8¢yαcoγ一

血肱タケニグサ＋，Lαd秘Cユ漁dfc4アキノノゲシ÷，　P麗γユ頁dobα抜クズ＋，　y伽5∫fcε∫Ohユ
var．　Lobσ施エヒヅル＋，　Pεε酒5　d招加γアマクサシダ＋，　Lε3ρεdθ無ρ混03aネコハギ＋．

調査地Location：Shiro頂渕ari城廻，調査年月日Date　of　relev6：1991年9月17日．
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　　霊6）二次草原Secondary　meadow

　　　　㈱　ネザサーススキ群集

　　　　　Arundinar量。　pygmaeae－Miscanthetum　s量ne韮sis　Miyawaki　e£Itow　1974（Tab畏e

　　　　　25）

　四国地方のヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけての道路沿いの法面や耕作地周辺の空

き地などにはススキ草原が多くみられる。これらのススキ草原は火入れ，刈取りなどの人為的干

渉下に成立する二次草原である。愛媛県内子町でも果樹園や耕作地の周辺の畦法面などに小規模

ながらススキ草原がみられる。本地域のススキ草原は草丈1．5m内外のススキが優占するほか，セ

イタカアワダチソウ，ノコンギク，ヨモギなどの多年生草本が高頻度で混生している三分が多く

みられる。これらのススキ草原は西日本のヤブツバキクラス域の二次草原であるネザサーススキ

群集の断片的な品分と考えられる。

　　　　Table　25　ネザサーススキ群集

Arundinario　pygrnaeae－Miscanthetunユsilユensis

殺elev6　no．：

Elevation（露）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Height◎f　vegetaもion（廻）：

C◎ver　of　vegetation　（％）：

Nu嚴ber　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

72

160

　S

　5
25

1．5

90

20

酵｛5c撚t配u35｛箆ε箆5f5

R批わ批5ραγ捌∫ohus

Agγoρyγo苛々α級。戸

0αγεX乙8艮COC飽乙0γ復

昆5ρθdεZαρ鷲OSα

群集標感応

　ススキ

　ナワシロイチゴ

　カモジグサ

　アオスゲ

　ネコハギ

4・4
＋・2

＋・2

÷・2

その他の種Other　species：30h血goμ臨55｛磁セイタカアワダチソウ2．2，　Cαy御門

3⑳o滋。αヤブガラシ2．3，PoLygo留山め箆g｛5就臓イヌタデへ2，　A3捻γ4gεγαtofdθ5ノコ

ンギク1。2，Ac妙γ飢施ε5∫磁γf剖ヒナタイノコズチ七2，　Aγtε証5｛εργ漁。帥5ヨモギ

1．2，Rt撮θx　acθtosaスイバ＋．2，　J琶shc砿♪γoc猟bε粍sキツネノマゴ＋．2，砲蹴協琶53c¢

擁磯3カナムグラ2．2，飽覆8κ掴ρo厩ω5ギシギシ＋，祝h繊gγ4yfノビル＋．2，～勧βγ4一

箆亡旭5巨厩d琶5日置ビユ㍉CLθ蹴ユ頁s施γπザユoγαセンニンソウ÷，　Pαθdεγ語5cω威επ3

ヘクソカズラ＋，翫馳3雇γ認加5クサイチゴ＋．

調査地Location：Ishiura石浦．調査年月日Date　of　relev6：1991年10月24日
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　　17）人工草地Artificial　glassland

　　　　（36）シバ群落

　　　　　Zoys1αゴαpoηεcαco磁mu嚢ity（Table　26）

　内子町では，現在は大規模な畜産経営を行っている農家は少なく，したがって外来牧草を使っ

た広い面積の牧草地はみられなかった。内子町内でみられる大規模な人工草地として内子ゴルフ

場があげられる。ゴルフコース場には，月に1～2回目刈り込み，施肥などの管理によって持続

しているシバ草地が広い面積で拡がっている。これらのシバ草地にはシバのほか，ヒメクグ，ヤ

ハズソウ，メヒシバなどが混生している。

　　18）路傍雑草群落Roadside　weed　communities

　　　　（37）カラムシ群落

　　　　　Boθんη2θrεαπεPoπoη加εαcommunity（Table　27）

　農耕地の周辺や道路の法画などには，一部1～2年生植物を伴った多年生植物を主体とする路

傍雑草群落が形成されている。これらの雑草群落は，カラムシが優占し，一部クコ，カモガヤ，

スズメノエンドウなどが混生している。この他ススキなど二次草原の要素やヨモギ，スイバなど

の好窒素生植物も高頻度で生育している（Fig．31）。

Relev6　no．：

Elevation　 （皿）：

Aspect：

Sloρe　（　。　）：

Square　s1ze（㎡）：

9eight　of　vegetation（狙）：

Cover。f　vegetation（％）：

Nu田ber　of　species：

　％ble　26　シバ群落

Zの｝漁ゴ妙0痂6αcommunity

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

　30
210

　0
　16
0．05

100

　6

Zoy3　f幻の0冠ca

群落区分種

　シバ 5・5

その他の種Other　species：κ琶㎜θγoひ｛αs亡γfα蝕ヤハズソウ1．2，　D‘g就4γ電磁5cθπd飢5

メヒシバ＋．2，Cy箆odo畑鼠ctyユ。πギョウギシバ＋，　Tγザohu漉γθρεπ5シロツメクサ＋，

κy昆翫949γαcπZf展ユヒメクグ2．2．

調査地Location：Uchik◎Golf　course内子ゴルフ場．調査年月日Date　of　relev6：

1991年9月18日．
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Fig．31．国道56号線沿いの法面に発達するカラムシ群落（宿茂地区，海抜80m

　　　　付近）。

βo餉魏θ磁吻ウ。η侃勿6αtall　herb　community　on　slopes　along　a　major　road

（Sukulno）．

　　Table　27　カラムシ群落

Boθ加¢6磁7ψ0π0ηガ〃θαcommunity

飛elev（…　nO．：

Elevation　（風）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Heighも　of　vegetation　（餓）：

Cover　of　vegetation　（毘）：

Nu画ber　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

総懸率

出現種数

62

85

　S
25

10

　1

100

10

Differential　s　ecies　of　co田田．：

30θた烈εγ並箆ゆ01も0濃霧εα

群落区分種

　カラムシ 5・5

その他の種0もher　species：臨5c蹴t乱鵬画箆侃3応ススキ＋，　Aγ柁説3毎ργ乞πc帥5ヨモギ

＋3鵬εx¢c就054スイバ＋，Lyc紬覧地。油｛ノoh臓クコ1．2，　Dαc妙hs　g己。紹γ厩αカモガ

ヤ1．2，殉。｛ε短γ5就¢スズメノエンドウ÷．2，Ro　3α徽乙巨∫乙oγαノイバラ＋，εγ乞gθγ侃

甜縦α亡γ飢3f5オオアレチノギク＋，3ε施γ毎∫酌e頁アキノエノコログサ争．

調査地Locat圭on：Suk姻。宿茂．調査年月日Date　of　relev61991年10月23日．
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　　19）　路上雑草群落On－road　weed　commu皿ities

　　　　⑱　カゼクサーオオバ瓢群集

　　　　　Eragrostio　ferruginei－Plantagi聾etum　asiaticae　Tx．1977（Tabユe　28）

　舗装されていない集落の間の道路や農耕地を結ぶ農道上あるいは公共施設の広場などは人間の

歩行による頻繁な踏みつけが加えられている。この様な路上には頻繁な踏圧にも耐えうるオオバ

コ，カゼクサを主体とした路上雑草群落のカゼクサーオオバコ群集が成立している（Fig．32）。

　　20）果樹園雑草群落Orchard　weed　communities

　　　　㈲　ヒメクグーメヒシバ群落

　　　　KyJZεπ8・α8γαeε〃εηεα一1）ε9髭αrεααd8cθπdθπ8　community（Table　29）

　内子町では近年，葉タバコの生産耕地を転作したり，新たに樹園地を造成したりしてカキ，ク

リ，ブドウなどの果樹栽培が盛んになってきている。これらの果樹園の林床は刈取り，施肥，と

きに耕起されるなど頻度は少ないが畑地と同様に人為的な管理下に晒されている。この様な人為

的干渉下にある果樹園の林床には，畑地雑草のほかススキ草原などの二次草原の植物やヨモギ群

Serial　no．：

1～elev6　臓0．：

Elevation（胆）：

Asp㏄も：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

　　Table　28　カゼクサーオオバコ群集

Eragrostio　ferruginei－Plantaghletum　aslatlcae

Height　of　herb　layer－R（盈）：

Cover　Qf　herb　layer　－H（Z）：

Nu阻ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

草：本層の高さ

草本層二二率

出現種数

1　　2
　3　　81

210　210
　－　　w

　O　　5
　4　　5
0．2　0．2

7G　　80

　8　　10

一　　　　　　　　群集標徴種
　PZω誌ogo｛25f¢オ歪。4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズトオノぐコ　　　　　　　　　　　　　　3・4　4・4

　8γαgγ05巨5∫εγγug鋭εσ　　　　　　　　　　カゼクサ　　　　　　　2・22・2

⊆鍵　　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　梅㎜θγo加α5tγ毎tθ　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ　　　　　　　2・2　＋・2

　3ρoγobo乙聡∫θγ飼乙f3　　　　　　　　　　ネズミノオ　　　　　　3・33・3
出現1回の種Other　co即anion：通し番号Serial　no．1：聯㎞γb｛4融。威¢施オオニシキソ
ウ＋。2，梅cγoεtεg｛撚」＠o顧α撚ササガヤ÷．2，C¢γεx乙επt4ナキリスゲ＋，　Pγ撚飢肱”威即一

γi5　var．hL4c｛甑ウツボグサ÷．2．恥．2：ρfgf搬酒琶磁3cθ雇磯5メヒシバ2．2，γεγo説。⑦

ρθγ舗。¢ナオイヌノフグリ＋．2，0y驚odoπ血ct翼侃ギョウギシバ＋．2，3θ施γ勉疵γ傭5エノ

コログサ1．2，Pe撒｛sεt繊aLo♪ec批γo｛desチカラシバ庵，　Tγザ。翫臓γε♪ε施sシロツメクサ÷．

調査地Locaもions：通し番号Serial　no．1：Hine峯．握。．2：熱ichiki路木．

調査年月日Daもe　o重relev6：通し番号Serial　no．1：1991年9月16臼．No．2：1991年10月24日．
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Fig．32．農道上など頻繁な踏み圧をうける農道上に生育するカゼクサーオオ

　　　バコ群集（河内地区，海抜180m付近）。

Eragrostio　ferruginei－Plantaginetum　asiaticae，　which　occurs　on　roads　and

grourlds　compacted　by　human　use（Kawa蔦ouchi）．

塗輪霧レ

繋・鋼

議
　嚢幾

鍵盤…

．蕪艶噸

馨繋響難雛灘灘欝雛，
Fig．33．カキ園の林床に生育するヒメクグーメヒシバ群落（上和田地区，海抜

　　　250m付近）。
Habitat　of　theκy♂1ゴ㎎αgフ・αo〃蜘αぜ）忽吻露αα礁06η4θ％s　weed　community　in

the　persimmo且orchard（Kam卜Wada）．
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落などの路傍雑草が混生した果樹園雑草群落が形成されている。これらの雑草群落はメヒシバ，

スイバ，ヨモギ，コナスビ，ヒメクグによりヒメクグーメヒシバ群落に纏められる（Fig．33）。

　　　　Table　29　ヒメクグーメヒシバ群落

助〃η8α97π6〃ゴ”¢一エ）忽惣γ勿α礁667¢4侃SCOllnmunity

Ser圭al　no．：

Relev6　no．：

税evat圭on（田）：

Aspect：

SIope　（　。　）：

Sq竃」are　size（㎡）：

Height　of　shrub　layer－S（凪）：

Cover　of　shrub玉ayer－S（％）：

Height　of　herb　layer－H（毬）：

Cover　of　herb　layer一猛（％）：

Nu盟beズ　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

　1　　2

51　26
300　230
　E　　S
15　　5

25　100
　4　　3

70　60
0．3　0．4

60　90
24　　16

Df8f‘αγf¢　αdscθπdε箆3

κy既fπ9σ9γαciL目凹配

　C復5亡｛Z箆θ｛ZCγeπ｛2tα

　Dfo5ρyγ05々α纏

　1～U鍛εκ£Cθ£03｛Z

　Aγ亡ε縦f5救z　ργ歪7zcθρs

　Lysf縦αC配α」の0箆重C復

群落区分種

　メヒシバ

　ヒメクグ

栽培植物

　クリ

　カキ

随伴種

　スイバ

　ヨモギ

　コナスビ

H

H

S

S

H

H

猛

1・2　5・5

＋・2　2・3

4・4　・

　・　4・3

2・2　十
＋・2　十

十　　十

出現1回の種Other　species：通し番号Serial　no．1：Boθ㎞θγfα垣ρoπo短”θユカラムシ捧

3。4，0xα巨5　coγ頃。泌砿toカタバミH一＋．2，3ε就絃γ毎肥d紐：コハコベH－2．3，」批stfc毎鍍。－

cu酌επs　var．乙飢。σ托撫αキツネノマ：＝f陸＋，　A3εεγ∫α5翻g｛a旅5ヒメジオン温一＋．2，　P祉θγαγ｛α

乙。肱施クズH一÷，臨5c飢仇u3　s厩θπ3｛3ススキH一＋，　P配yg飢猟ユ。πg｛5θ亡㎜イヌタデ臣＋，

3ε紘γfσ厩γ≦df5エノコログサK－L2，3£εg箆ogγω脈αρoz函subsp．蹴。乙巨55縦aミゾシダH一＋，

σ妹｛oρogoれ」の。頃。批sジャノヒゲH一＋，　yεγo短。α」ω磁fcαハマクワガタH一＋．2，0ρh5権θ撒5

猟duLa凝∫尻飢3　var．」⑳o湿。琶3コチヂミザサH一＋，　Pαεdεγf£5cω疵侃sヘクソカズラH一÷，

甜ydγocoεy乙θ縦εγ鷺餓¢ノチドメ　H一＋，丁瓦εLyρεθγi5αcu縦επ漉αホシタ◆H一÷．2，　C疎♪¢粍威αρ撒。一

加捷ホタルブクロK一÷．2，yfo蝕徽擢1誼uγ｛cαスミレH一÷．　No．2：3εεαγ地g肱批。αキンエノ

コロH－1．2，伽。舵3陀ε¢欲γy5猟伍μヘビイチゴH一＋．2，　Roγfρρ“加覆偲イヌガラシH一÷，　C認y－

5tεg｛ユ」αρo憶。“ヒルガオH一＋，　yθγo頃。4ρθγsfcαオオイヌノフグリ臣＋，　Ac妙γ飢糖θ3∫礁γf一

函ヒナタイノコズチH一÷，4C4砂ρ肱飢stγ厩fsエノキグサ銭一÷，　P乙θ｛0尻αS加S∫0γε躁ε｛チゴ

ザサH一＋．2，P乙飢肱go¢5f4εfcσオオバ：コH一＋，融dγocoε翼ε5｛bt飯）γρfo歪dθ3チドメグサH一＋．

調査地Locaもions：通し番号Serial　no．1＝NisM内子町西．　No．2：恥da和田．

調査年月日Date　of　relev6：通し番号Seriaho．1：1991年10月22日．No．2：1991年9月18日．
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　　21）畑地雑草群落F量eld　weed　communities

　　　　働　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　Pinel豆茎。　ternatae－E叩horbietum　pseudochalnaesycis　Miyawaki　1969（Table　30）

　一般的に畑地などの耕作地は，耕起，施肥，除草など集約的な管理が毎年繰り返されている。

このような耕作地には，畑地雑草が栽培植物と競争しながら持続的に生育している。内子町の山

村集落の周辺にみられる山地の急傾斜面を開墾して造られた畑地は，葉タバコ生産耕作地を除け

　Table　30　カラスビシャクーニシキソウ群集

Pinellio　ternatae－Euphorbietu　pseudQchamaesycis

Serial　no．：

Relev〔…　no，：

E董evaもion　（国）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

He圭ght　of　vegeta化孟on　（田）：

Cover　of　vegetation　（％）：

Nu匿ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

1

　7
410

NW

　5
100

0．4

80

17

2

88

250

　0
20

0．05

　60

　19

一：群集標徴種・区分種　D｛gf£¢γ敢αd5c飢dεπ5

　γεγ07L歪Cd」jご2ひ伽fc｛Z

Character－s　ecies　of　hi　her　units：

4c¢乙ンρ九¢雄sεγαh5

Boε九γfo3♪εγ鍛払蹴　重θ箆εしこU鍛

0κ4Zf3　coγ7巨α£こαt4

　メヒシバ

　ハマクワガタ

上級単位標徴種

　エノキグサ

　ハナイバナ

　カタバミ

2・3　1・2

2・2　＋・2

＋・2　十

1・2　＋・2

＋・2　牽・2

出現1回の種Other　species：通し番号Serial　no．1：βγε3sf偲。↓εγ¢cε4キャベツ5．4，

PoγεuL4cαo乙θ搬。昭スベリヒユ2．3，　Cyρε臓5　fγ惚コゴメガヤツリ＋．2，3ε掘γ地”‘γ｛df5エ

ノコログサ＋，C惚πoρodi撒認b臨シロザ2．2，4糀4γ飢餓u5厩γfdf5アオビユ1．2，　Roγψρ¢

漁頃caイヌガラシ＋，　Eq厩5就臓ユγひθπsθスギナ＋．2，恥飴oγb｛a配αc協α掘オオニシキソウ

L2，3θtεγ地g乙α鵬農キンエノコロ＋，εc痘】Φσc尼。αcγus－gαU‘イヌビエ＋。2，　Dfg｛掘γ毎

灰。肱sc飢sアキメヒシバ÷．　No．2：戯就諏γf4πθgLεctαハコベ2．2，　Cyρε臓3γotuη伽3ハマ

スゲ』＋．2，汽。地削γ3utεスズメノエンドウ＋，　Poα飢繊σスズメノカタビラL2，肱γd｛廊紹

∫己θ測05¢タネツケバナ＋。2，CαLy5tεg舷」αρo短。復ヒルガオ＋，　A縦αγμπ撒us巨函d麗イヌビユ

1。2，Taγ礁鷹c1燃。∬fc翫μLεセイヨウタンポポ÷，4s掬γ∫α5tfgfα加3ヒメジオン＋，　yo猟gfa

j4ρρo雇。αオ轟タビラコ＋，　Ox厩｛5　coγy紬05¢ムラサキカタバミ÷，　Lα罐㎜o級♪εeκfc目口εホト

ケノザ3．4，30πc触50Lεγ¢cθu3ノゲシ1．2，　Cεγ¢5挺撚鰍）Lo3£θγo｛d85　var．飢群s£ザ。己f臓＋．

調査地Locations：通し番号Seriaho．1：Higashi東．　No．2：0hzu－Shi，　Ichino戯ya

shrine大洲市，一宮神社．

調査年月日Date　of　relev6：通し番号Serial　no．1：1991年9月16日．　No．2：1991年11月19日．
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露蔽三二

羅鑛浄暗難畔織
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Fig．34．山腹の緩斜面の野菜畑地に発達する雑草群落のカラスビシャクーニ

　　　　シキソウ群集（石畳東地区，海抜420m付近）。

Pinellio　tematae－Euphorbietum　pseudocharnesycis　weed　community　which

occurs　oll　cultivated　fields（lshidatan／i，　Higashi）．

Table　31　ウリカワーコナギ群集

　Sagittario－Mo簸ochorietum

Relev琶　no．：

Elevation　（潮）：

As◎ect：

S1◎pe　（　。　）：

Square　size（㎡）：

i｛eigbも　of　vegetation　（箆）：

Cover　of　vegeもat董on　（％）：

聾u囲）er　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

55

150

　0
25

0．1

60

　6

Characterrs　　cies　of　ass．：

3α9鴛短γ毎♪yg麗θ¢

醒0箆OC乱0γfo　”㎎fπ繁華乞5　var．　ρL¢箆‡¢9重7Lθ｛Z

群集標徴種

　ウリカワ

　コナギ
4・4

1・2
その他の種Other　co即anion：1ρbθLfεc嬉溜π5｛5ミゾカクシ＋．2，　R碗ユ磁f繭。鷹キカシ

グサ1．2，0εMπt舵5ω飢fcαセリ÷，0γy艇3ε翫槻イネ3．3．

調査地Location：甑KAGU搬申組．調査年月日9aもe　of　relev6：1991年10月22日．
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ば小規模のものがおおく，栽培植物も各種野菜類が中心である。この様な野菜畑に生育する雑草

群落はカラスビシャクーニシキソウ群集で，その分布範囲は海抜300～700mに及んでいる（Fig．

34）。

　　22）水田雑草群落Paddy－fie旧weed　communities

　　　　㈲　ウリカワーコナギ群集

　　　　　Sagittario－Monochor量etum　Miyawaki　1960（Tab韮e　31）

　内子町を流れる小田川，中山川そして麓川は山地に深い渓谷を形成しているが，谷底の一部に

は，河岸段丘や沖積低地の広がった平坦な地形がみられる。このような沖積低地は水田として古

くから開墾され稲作が行われている。この様な水田にはウリカワーコナギ群集などの水田雑草群

落が生育している。

　　　　㈲　ミゾソバ群集

　　　　　Polygonetum　th獄nbergii　Lohm．　et　Miyawaki　1962（Table　32）

　湧水の流れる比較的広い谷戸は，水田として古くから開墾された。近年の減反政策や，谷戸水

田の生産性の効率の悪さから，その大部分は耕作が放棄されてきている。この様な放棄水田には，

ミゾソバ，イ，ヤノネグサ，ミズ，コブナグサ，イボクサ，コウガイゼキショウなど好湿地生の

草本植物が密生するミゾソバ群集が生育している。

　　1－2．ブナクラス域の植生単位Vegetatio鷺u蕪its　of　the　Fagetea　creatae　regioれ

　四国地方の西北部に位置する愛媛県では夏緑広葉樹林の成立するブナクラス域は標高900～

！，000m以上の山地に限られている。内子町の最高峰である牛ノ峯が標高895．5mと内子町では標

高900mを越える山地帯は存在しない。このため内子町内では，ほんとうの意味でのブナクラス域

は分布せず，冷涼な気候環境の生じる山地上部や深い渓谷地，極端な気候環境に晒される岩峰や

岩角地などにブナクラス域に分布の中心をもつ植生の一部が局地的かつ断片的に生育しているに

すぎない。

　A．自然植生Natural　vegetation

　　23）山地渓谷林Montane　gorge　forests

　　　　㈹　ミヤマクマワラビーケヤキ群集

　　　　　Dryopterido　polylepidis－Zelkovetum　Ohno　1983（Table　7－2）

群落高が20m内外でときに30mに達する高木層に夏緑高木のケヤキの優淫する山地渓谷林。こ

の他高木層や亜高木層にはイロハモミジ，クマノミズキ，エゾエノキ，イヌシデが高被度に混生
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している。低木層には落葉低木のウラジロウツギが優占する他，ヤマコウバシ，エンコウカエデ，

イボタノキなどが混生している。また低木層にはカヤなどの常緑針葉樹やシロダモ，ネズミモチ

などの常緑樹も多くみられる。草本層にはクマワラビ，シロヨメナ，コチヂミザサなどの植物が

高被度に生育する。また一部の林分ではカテンソウ，オオハンゲ，コアカソなど好湿地生の植物

が低論語ながら生育している。このような相観を示す山地渓谷林は，本来の群集点滅種であるサ

ワダツ，ミヤマクマワラビを欠いているが，ウラジロウツギ，コチヂミザサ，ヤマコウバシ，イ

ボタノキ，ウラジロノキ，アケビ，シロヨメナ，コマユミなどを群集標下種および区分種として

ミヤマクマワラビーケヤキ群集に属する断片的な林分と考えられる。

　ミヤマクマワラビーケヤキ群集はブナクラス域の渓谷林として本州東北地方以南の山地帯に分

布している。四国地方では内陸部の海抜5001n以上の山間にみられる巳陰で空中湿度の高い渓谷沿

いの，土壌が湿潤で，礫の移動の起こりやすい立地の不安定な崖錐斜面や急斜面に土地的極相林

として局地的に発達している。上部でヤハズアジサイーサワグルミ群集の生育立地に接している

（Fig．35）。

　ミヤマクマワラビーケヤキ集は，内子町では牛ノ峯から西に延びる山稜を越えて双海町に通ず

Table　32　ミゾソバ群集

Polygonetum　thullbergii

Relev6　no．：

Elevation（団）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Heighも　of　vegeもation　（匪）：

Cover　of　vegetati◎n　（％）：

Nu陽ber　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

晶晶率

出現丁数

70

90

　0
25

　1
100

18

一：群集標定種・区分種　Po　Zygo煕盈1乱猟bθγg｛f　　　　　　　　　　　　　ミソ◎ソノぐ　　　　　　　　　　　4・4

　J猟。鵬乙εs欲飢ωL捌　　　　　　　　　　　コウガイゼキショウ　　　　　2・2

　κ翼L馳949γ4cf㍑漁α　　　　　　　　　　ヒメクグ　　　　　　　　　＋
その他の種⑪ther　co皿panion：」撚侃3θ∫∫琶甜3　var．　dεdρ‘服sイ3．3，30Li血go認凝s－

5fMセイタカアワダチソウ＋．2，　Poiygo㎜冠ρρo箆飢sθヤソネグサ2．3，　A範εfLε畝セ飢5α葭

イボクサ1．2，3ユccfoLθρfs　fπ戯。£ハイヌメリグサ2．3，　P混εユ㎞40fミズ4．4、　Aγ翫γαxo箆

薦3ρf伽sコブナグサ3．3，砂dγoco妙Lε3曲塘。ゆfofdε3チドメグサ＋．2，　Lεθγ3f¢5αyα器髭¢

サヤヌカグサ÷，」冠s£fc葦¢ργoc蹴b飢3　var．　L飢偲御言キツネノマゴ＋．2，　Eq鹿5θt撮

4γ麗器θスギナ＋，Cy♪εγu5説cγofγ｛¢カヤツリグサ＋．2，　Lyco加5融σc厩α混sヒメシロネ

÷，3cf功田九〇施γ顧ホタルイ÷．2，　Pot門地㍑¢K乙θ厩fの憾オヘビイチゴ＋．

調査地Locatioa：Nagataguch圭長田口．調査年月日Date　of　relev㌫1991年10月24日．
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Fig．35．牛ノ峯林道沿いの点状斜面に生育するミヤマクマワラビーケヤキ群

　　　　集の林内相観（海抜570m付近）。

Habitat　of　the　Dryopterido　polylepidis－Zelkovetum，　which　occurs　on　wet

gravel　slope　along　ravines（Mt．　Ushinomine）．

る林道沿いの海抜600搬付近の谷斜面に分布しているのが確認されている。

　ミヤマクマワラビーケヤキ群集はブナクラス域の渓谷林として，サワグルミ群団，シオジーハ

ルニレオーダー，ブナクラスの上級単位に位置づけられる。

　　24）　岩角地低木群落Shrub　commu聾ities　on　rocks

　　　　㈹　イブキシモツケーアカマツ群落

　　　　　8pかαθαηθroosα一p翫πs　dθηsεflorαcommunity（Table　33）

　内子町の北西部に位置し，双海町との難境を形成している黒山（729．6m）の南斜面には山頂付

近から垂直に切り立った岩壁がみられる。この岩壁上端の浅く土壌の堆積した岩角地には，群落

高5m内外の矯譲状に散生するアカマツの林床に，高さL5～2m前後のネズミモチ，キハギ，ヤ

マツツジ，イブキシモツケ，コックバネウツギなどの低灌木を伴った岩角地低木群落が分布して

いる。草本層にはススキ，ノガリヤス，ヌカボなどの二次草原の植物が高確度に生育している。

これらの自然性アカマツ低木林はイブキシモツケーアカマツ群落として纏められた（Fig．36）。
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　Table　33　イブキシモツケーアカマツ群落：

助ガ㎎6α昭γ〃OSα一P劾％S　4θ㌶5貿0ηCOmmunity

Serial　no．：

Relev6　no。：

Elevati◎nω：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（n｛）：

Height　of　over　tree　layer　－T（霞）：

Cover　of　over　tree　iayer－T（％）：

Keight　of　shrub　layer－S（田）：

Cover　of　shrub　layer－S（％）：

Height　of　herb　layer－H（田）：

Cover　of　herb　layer　－H（％）：

Cover　of　組oss　layer　－M（％）：

Nu田ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本骨植被率

コケ層植被率

出現種数

1　　2
42　　40

630　630
SE　　SE

30　　30

40　　3
　5　　5

50　20
　2　L5
60　　40

　1　0．6

70　70
20　　30

23　　17

　3ρfγεε¢　7毛θγか05｛Z

　Abεz｛己2　5θγγαε£

　P｛πu5　dθπsfノユoγ戊

Lfg肱5tγ撒」4ρ0雇C蹟m

Lθsρ8dθ忽α　b批εγ9θγI

R九〇dodε箆dγ0π々魔θゆ∫εγ｛

群落区分種

　イブキシモツケ

　コックバネウツギ

随伴種

　アカマツ

ネズミモチ

キハギ

ヤマツツジ

臨5Cα控抜芝己S　5馳ε風5f5　　　　　　　　　　　　　　ススキ

Cα肱m49γo謡i3礎撚d説αcθ¢var．わ擢。妙ε恒。肱ノガリヤス

Vfo乙¢　蹴α箆d5ね鉱γfc梶

8yρπU裁　sp，

1～髭¢CO規‘εγf！〃疑　sp．

スミレ

ハイゴケ属の一種

シモブリゴケ属の一種

S

S

T

S

s

S

S

H

H

翻

H

鰻

錘

2・2　3・3

1・2　1・2

3・4　2・2
＋・2　　・

3・3　1・2

1・2　＋・2

2・2　2・2

　・　1・2

1・2　1・2

3・4　2・2

十　　十

2・3　1・2

1・2　2・3

出現1画の種Ot漉r　co即anion：通し番号Serial　no．1：Ro3α3¢油批。漁認ヤマイバラS一＋．2，

翫礁猟us¢肱掘5　var．⑳εεγusコマユミS一＋，　R触3」α槻痘。4ヌルデS一＋，　F¢gσγ¢躍α冠。短γ面“

イヌザンショウS一＋．2，γαcc　f酒撚bγ鷹ctε成繊シャシャンボS－1。2，　Quεγcu55εγγαεaコナラ

S一÷，Euγya　j⑳o箆｛c“ピサカキS一÷，　C酢y5猟餓θ烈撚麗々翫。｛1ノユウノウギクH－1。2，　Astθγ

49εγεtofdθs　var．3θ編¢紳‘θ酒。4u巨sイナカギクK一＋，　C¢γεκπ飢就肱ホソバヒカゲスゲH－1．2

3紺Zαπc臨れ¢サルトリイバラH一＋，Dfcγε繊燃sp．シッポゴケ属の一種M－L2．　No．2：4gγ03εf5

c‘ω厩αvar．れ嘘£boヌカボH－3．3，　H4Loγagf5語cγ飢旅アリノトウグサH一＋，2，σ猟boρogo籠

めγtfZ｛s　var。　goθγfπgffオガルカヤH一＋．2，8yρθγfc蹴εγεc£撚オトギリソウH一＋，ααdoπfユ

sp．ハナゴケ属の一種L一＋．2，　Cεεγσγf¢sp．エイランタイ属の一種L－2．2．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1，2：翫．　Kuro－Ya阻a黒山．

調査年月日D就eof　relev6：通し番号Serial　no．1，2：1991年10月22日．
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　　　　Fig，36．黒山の南斜面に形成された岩峰に生育するイブキシモツケーアカマ

　　　　　　　　ツ群落（海抜680m付近）。

　　　　Habitat　of　the　5ヵ勿6αηθγθoεα一P加麗舵πs解。名αcommunity　on　rocky　cliffs

　　　　（Mt．　Kluro－Yalna）．

　　25）　山地岩上・岩隙草本植物群落Pla唯communities　on　bedrocks　and　c蓋iffs　of　mon－

　　　tane　bek；s

　　　　㈲　タカネマンネングサーイワヒバ群落

　　　　　8ε伽η撹rεcαrp研π一Se1α8・επθ1Zαfα配αrε8cεπαcommunity（Table　34）

　内子町の北西部に位置する黒山を中心とする山稜には，しばしば岩峰や岩角地の露頭がみられ

る。この様な岩角地は常に極端な乾燥，強風に晒された生物にとって厳しい生育環境下にある。

しかしこのような厳しい立地にも，岩上の窪みや岩隙に僅かに堆積した土砂の上にへばりつくよ

うにして，多肉質の葉をもった乾燥に強いベンケイソウ科のタカネマンネングサやシダ植物のイ

ワヒバやシノブが優占したタカネマンネングサーイワヒバ群落に纏められる草本群落が生育して

いる。

　　　　㈹　イトハナビテンツキ群落

　　　　　Bπ1bos’yJεs　dθπ8αcommunity（Table　35）

　タカネマンネングサーイワヒバ群落が生育する岩峰や岩上に接した岩棚で，降雨時に一時的に

水溜り様の浅い窪地には，水田雑草でもあるイトハナビテンツキとアリノトウグサが高被度に混

生した岩上草本群落が生育している。
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B．代償植生Substitute　vegetation

　　26）由地二次林Seco髭dary　forests　of　montane　belts

　　　　働　クリーコナラ群集

　　　　　Castaneo－Quercetum　serratae　Okutomi，7suji　et　Kodaira　1976（Table　16－2）

　ヤブツバキクラス域の夏緑広葉樹二次林であるクヌギーコナラ群集と同様に，海抜500m以上の

山地上部や山稜には高木層に樹高10～20m内外の3～4層構造を示すコナラ優占二次林が分布し

Seriai　no．：

Relev6　no。：

Elevation　（阻）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（n｛）：

　　Table　34　タカネマンネングサーイワヒバ群：落

Sθ伽窺〃ガ6αゆZ槻一Sθ乙㎎加召〃α如η2αγ乞Sぐ加αCOlnmunity

Height　of　vegetaむion（c田）：

Cover　of　vegetation（％）：

Cover　of田oss　layerα）：

Nu匪ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

植生高

塀被率

コケ層輝輝率

出現種数

　1　　2　　3　　4
47　　　46　　　41　　　13

630　　　630　　　630　　　580

SW　　S騨　　SE　　£
30　　　　30　　　　30　　　　10

　2　　3　　1　0．3
30　　100　　10　　20
60　　　　60　　　　30　　　　80

20　　　　30　　　50　　　　30

　9　　13　　7　　10

　3εd蝋亡γ‘cσγρ琶縦

　3θLα9｛πεLLα　εω覧αγ乏5Cゴ7㍑Z

　D4ひα昆惚議αγ｛θ5f｛

　8θ肱観CωtdユC程漁επ5歪3

　1！fo乙召議απd5乱批γfcα

醒oss　and　正ichen：

R瓦ご2CO俄ゴこγf㎜　C復7しeSC87し3

Cθ重γユγfユ　sp．

C乙の己0箆｛｛2　sp．

群落医分種

　タカネマンネングサ

　イワヒバ

　シノブ

随伴種

　ヒオウギ

　スミレ

蘇苔・地衣類

　スナゴケ

　エイランタイ属の一種

　ハナゴケ属の一種

4・4　3・4　1・2　4・4
÷。2　＋・2　2・3　　・

十　　・　　・　÷・2

1・2　1・2　・

十　＋・2　・ o

2・3　2・2　3・3　1・2

1・2　＋。2　2・3　 ・

＋。2　　・　　＋。2　　・

出現1回の種Other　co即an圭on：通し番号Serial　no．1：Ey加γ｛c撚εγεcε猟オトギリソウ＋．

恥．2：虚tε譲5地。⑳f己地頁5カワラヨモギ2．3，C猟bo加go箆飴γh巨5　var．　goθγ漁gff　1．2，

硫γys飢撫疎批蹴襯4々漁ofリュウノウギク÷．2，　Acα砂ρ肱磁sεγ¢巨5エノキグサ＋，　Po砂g侃¢捻蹴

紘5短π雄澱跨ミヤマナルコユリ÷，C厩α蹴魂gγ05巨sαγ猟d漁αcεαvar。　b掘。妙γt｛疏¢ノガリヤス

L2，薩05肱ρu鳳。£威漉αイヌコウジュ＋．2．　No．3：梅乙。搬gf5紺cγα蹴短アリノトウグサ＋，

Po乙yg認α∫の侃記ユヒメハギ＋，　No．4：3θd踊服μ々翫磁マルバマンネングサL2，　Agγ05巨5

cLω¢抜ヤマヌカボL2，翫odod餓dγ侃々αε服ρ∫θγ｛ヤマツツジL1，　Rosa　5ω曲ucfπ¢ヤマイバラ

＋．2，3c競zo地γo飾¢瓦ydγ磁gθo歪dε5イワガラミ÷，8粍εodo箆sひ．ツヤゴケ属の一種3．3．

調査地Locations＝通し番号Seriaho．1、2，3：晩．　Kuro－Ya田a黒山．　No．4：Ishidata組

石畳．調査年月目Date　of　relev6：通し番号Serial　no．1，2，3：1991年10月22日。魏。．4：

1991年9月17日．
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ている。これらの山地二次林はアカシデ，リョウブ，コガクウツギ，イロハモミジ，アオハダ，

コックバネウツギ，ウリハダカエデ，ケクロモジ，カナクギノキ，アワブキ等の落葉高～低木を

群集標徴種および区分種とするクリーコナラ群集に纏められる。その垂盧的な生育域は，内子町

及びその周辺地域では海抜500～800mの範囲に分布している。これらの夏緑広葉樹二次林は，低

海抜地に分布するクヌギーコナラ群集と同様に，薪炭林として10～15年周期で定期的に伐採され

る（Fig．37）。

　クリーコナラ群集は同じ夏緑広葉樹二次林であるクヌギーコナラ群集と共に，上級単位はイヌ

シデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスに属している。

2．現存植生図Map　of　the　actual　vegetation

　内子町及びその周辺地域における植生調査の結果，ヤブツバキクラス域からブナクラス域にか

けて分布する自然及び代償植生の森林から草本群落など47の植生単位が識別，区分された。これ

ら抽出された植生単位（前項参照）に基づいて内子町の現存植生図作成のための凡例が決定され

た。この際，内子町に分布しない植生単位は凡例から除かれた他，分布域が狭く縮尺1：25，000の

地形図上には示せない群落や種組成的にも，また相観的にも類似した群落は一つの凡例に纏めら

れた（アブラチャンーホソバタブ群集とイ捕手モミジーケヤキ群集，キシツツジ群集とカワラハ

ンノキ群集，タラノキークマイチゴ群集とベニバナボロギクーダンドボロギク群集，タカネマン

ネングサーイワヒバ群落とイトハナビテンツキ群落）。なお航空写真（1985年12月撮影。撮影縮尺

Table　35　イトハナビテンツキ群落

Relev6　no。：

露levationω：

Asp㏄t：

S董ope（。）：

Sguare　size（㎡）：

Height　of　vegeもation　（c皿）

Cover　of　vegetation　（鬼）：

Cover　of国oss　layer（％）：

錘u匿ber　of　species：

　盈幽0∫砂1客ε4銅SαcommUllity

　　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　　海抜高度

　　　　　　　　　方位

　　　　　　　　　傾斜

　　　　　　　　　調査面積

：　　　　　　　植生高
　　　　　　　　　植被率

　　　　　　　　　コケ層植被率

　　　　　　　　　出現種数

43

630

SE

30

0．5

10

70

30

　8

Differential　s　ecies　of　co田虫．：

Bu乙わ05重y漉5　dθ驚5α

肱loγ復gf5説Cγ飢t九ユ

群落区分種

　イトハナビテンツキ

　アリノトウグサ

3・4

3・4

その他の種Other　co皿panion：3θLαgfπε乙Ldω陀¢γf5頁舩イワヒバ＋．2，　Coγc㎞γoρs15

ε0紹寵05σキツネノゴマ＋，γfo肱搬舩d5箆混γ記αスミレ÷，餓α：0盗就γ｛撚C飢ε5Cθπ5スナゴケ

＋．2，6湿do短¢sp．ハナゴケ属の一種2．3，　C2　tγ¢γ地sp．エイランタイ属の一種2．2．

調査地Locations：Mt．　K讐ro－Y鋼a黒山．調査年月日Date　of　relev6：1991年10月22日．
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Fig．37．海抜500m以上の山地に発達する夏緑広葉樹二次林としてのクリーコ

　　　　ナラ群集の冷込相観（うつむき山，海抜520m付近）。

Profile　view　of　the　Castaneo－Quercetum　serratae　as　a　summergreen　broad

－leaved　secondary　forest（Mt．　Utsumuki－Yama）．

1：8，000）による補正作業の過程において，常緑柑橘類の栽培された常緑果樹園の雑草群落が新

たな凡例として追加された他，カナメモチーコジイ群集やシラカシ群集などの新たな分布が確認

された。この結露，内子町の現存植生図作成のための植生単位の凡例は，ヤプツバキクラス域の

自然植生として14の凡例が，そして代償植生も16の凡例に纏められた。またブナクラスの自然植

生は3凡例が，そして代償植生は1凡例の合計34の凡例が識別された。この他，住宅地・工場敷

地・道路，造成地そして開放水域など植生単位以外の3凡例がその他として加えられ合計37の凡

例で描かれた（別冊着色現存植生図参照）。

　　2－1．現存植生図概観Summary　of棚e　actual　vegetation　map

　今回作成された現存植生図から判読されることは，町域の大部分がスギーヒノキ植林，クヌギ

植林，クヌギーコナラ群集などのヤブツバキクラス域の代償植生で占められていることである。

スギーヒノキ植林は，特に西部の大洲市との境に位置する草屋敷（824m）の東側山麓，東部のう

つむき山（536m）の北斜面そして寺藪地区に広く分布している。薪炭材の供給源となるクヌギ植

林は鎌倉山（678m）山麓，陣ケ森（565m）そして水無権現に連なる北東山稜部に纏まった林分

がみられる。コハノミツバツツジーアカマツ群集は，牛ノ峯（895．5m）の南側山腹斜面，五百木

地区そして寺藪地区に発達している。伐採跡地植生のタラノキークマイチゴ群集やベニバナボロ
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　　　　Fig．38．内子町の代償植生景観，丘陵，低山地帯の緩斜面は畑地として利用さ

　　　　　　　　れている（鎌倉山山麓）。

　　　　General　view　of　mountain　villages．　Various　substitute　vegetation　widely

　　　　spread　in　these　areas（Mt．　Kamakura－Ya恥a）．

ギクーダンドボロギク群集は，町内に隈なく分布しているが，特に陣ケ森周辺山麓に纏まった植

分がみられる。畑地や落葉果樹園などの農耕地は中山川沿いの山腹緩斜面，大瀬地区の鵜川沿い

や喜田村などに比較的広く分布している。五百木地区の標高150～200mの丘陵地では，果樹園開

発を目的とした大規模造成が行われている。水田は町内を流れる中小河川沿いの河岸テラス地に

主として形成されているが，海抜5001n近くの山間の谷戸にも小面積ながら棚田がみられる（Fig，

38）。

　一方森林性の自然植生は，神社林，土地利用の困難な懸崖地や急傾斜地などに小面積で残され

ているにすぎない。そのなかでも町域の西部を南北に流れる麓川流域では，ミヤマクマワラビー

ケヤキ群集，アブラチャンーホソバタブ群集，ウラジロガシ群落，シラカシ群集，ナナメノキー

アラカシ群集，カナメモチーコジイ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集など森林性の自然植

生が比較的多く残存している。この他，内子町では中山川流域の欝欝地区付近にカナメモチーコ

ジイ群集やシラカシ群集が，そして境地区の三島神社にはルリミノキーイチイガシ群集が分布す

る。小田川の支流の一つである鵜川流域には，乙影山地区御調神社のルリミノキーイチイガシ群

集，陣ケ森北東斜面の上大久保地区のカナメモチーコジイ群集が分布している。内子町をほぼ菓

西に流れる小田川流域には，乙成，上和田地区に纏まったカナメモチ～コジイ群集が分布してい

る。小田川沿いには，河畔林としてのムクノキーエノキ群集や低木・草本性の自然植生であるネ
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　　　　Fig．39，河川沿いに生育する自然度10のツルヨシ群集と自然度8のネコヤナ

　　　　　　　　ギ群集（石積地区，海抜／00m）。

　　　　Astand　Of　the　Phragmitetum　japonicae（degree　100f　llaturalness）and　the

　　　　Salicetum　gracilistylae（degree　80f　naturalness）αshizumi）．

コヤナギ群集，ツルヨシ群集などが発達している。ツルヨシ群集は小田川の他，中山川，麓川，

鵜川などの中小河川に分布している。

3．植生自然度Naturalness－degrees　of　vegetatio難

　内子町の植生調査及び現存植生図（1：25，000）に基づいて内子町全域の植生自然度図（1：

25，000）が作成された。内子町内における自然度10～1までのランク付けば環境庁（1976）によ

る植生自然度区分基準に拠ったが，内子町に分布する群集，群落の内容及び位置づけは本地域の

実体に沿って行われた（Table　36）。今回内子町域に分布する各植生単位の植生自然度階級は以下

の通りである。

　　遷）　自然度鴇の植生

　自然草原・湿原など自然植生のうち単層の植物社会を形成する植生単位これにあたる。ヤブツ

バキクラス域では，岩上・欝欝草本植物群落のマルバマンネングサ群落，ヒ懇懇ナワラビ群落，

河辺冠水草原のツルヨシ群集，セキショウ群集，湿性草原のヨシ群落，浮葉・沈水草本植物群落

のヒシ群落が，そしてブナクラス域では，山地岩上・岩隙草本植物群落のタカネマンネングサー

イワヒバ群落，イトハナビテンツキ群落が内子町に分布する（Fig．39）。
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　Table　36　内子町における植生自然度一覧衰

Naturalness　degree　of　vegetatioll　in　Uchik臣Cho

植　　生
概　　　　　　要 群　　　木　　　・　　群　　落

自然度

自然草原（岩上・岩隙草 マルバマンネングサ群落，ヒメカナワラビ

本植物群落，河辺冠水草 群落，タカネマンネングサーイワヒバ群落，
10

原，湿性菓原，浮葉・沈 イトハナビテンツキ群落，ツルヨシ群集，

草本植物群落） セキショウ群集，ヨシ群落，ヒシ群落

ホソバカナワラビースダジイ群集，ルリミ

ノキーイチイガシ群集，カナメモチーコジ
自然高木林（極相林また

イ群集，シラカシ群集，ナナメノキーアラ
9 それに近い多層の群落構

カシ群集，ウラジロガシ群落，アプラチャ
造を示す天然林）

ンーホソバタブ群集，イロハモミジーケヤ

キ群集，ミヤマクマワラビーケヤキ群集

単膠構造の自然高～低木 ムクノキーエノキ群集，カワヤナギ群落，

8
林，または二次林（自然

ﾑに近い半自然林を含

ネコヤナギ群集，キシツツジ群集，カワラ

nンノキ群集，コジイ萌芽林，イブキシモ

む） ツケーアカマツ群落

クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集，
二次林（薪炭林，雑木林，

7 クサイチゴータラノキ群集，コバノミツバ
落葉萌芽林）

ツツジーアカマツ群集

スギ・ヒノキ植林，クヌギ植林，モウソウ
6 造林地（植林，竹林）

チク・マダケ林，ハチク・メダケ林

ネザサーススキ群集，タラノキークマイチ
二次草原（丈の高い草

ゴ群集，ヘニバナボロギクーダンドボロギ
5 原），イ父採星亦士也植生，路f労

ク群集，タラノキークマイチゴ群集，カラ
雑草群落

ムシ群落

二次草原（丈の低い草
4 シバ群落

原），人工草地

3
農耕地（果樹園），耕作放

?地雑草群落

ヒメクグーメヒシバ群落，ミゾソバ群集，

嵭ﾎ果樹圏雑草群落

2
農耕地（畑地，水田）雑

酔Q落

カラスビシャクーニシキソウ群集，ウリカ

潤[コナギ群集

／

路上雑草群落，住宅地，

ｹ路，造成地

カゼクサーオオバコ群集，ギンゴケーツメ

Nサ群集，無植生域

　本凡例は，麺生自然度区分は環境庁（1976）に拠るが，群集・群落の内容は地域の実情に対

応させている。
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Fig。40．丘陵地に多く残存する自然度9に評価されるシラカシ群集（石畳地

　　　　区，海抜250m付近）。

Remaining　forest　of　the　Quercetum　myrsinaefoiiae　is　evaluated　as　degree　g

of　naturalness（lshidatan烹i）．

　　2）　自然度9の植生

　自然林，またはそれに近い群落構成を示す天然林など，多層の植物社会を形成する植生単位で

ある。内子町には，ヤブツバキクラス域の常緑広葉樹林のホソバカナワラビ～スダジイ群集，ル

リミノキーイチイガシ群集，カナメモチーコジイ群集，シラカシ群集，ナナメノキーアラカシ群

集，ウラジロガシ群落が，渓谷林のアブラチャンーホソバタブ群集，イ四隅モミジーケヤキ群集

が分布する。またブナクラス域には山地渓谷林のミヤマクマワラビーケヤキ群集が自然度9の植

生として挙げられる（Fig，40）。

　　3）　自然度8の植生

　自然林であるが単層の植物社会を形成する植生単位，または自然林に近い群落構造，種組成を

示す二次林。内子町では，ヤブツバキクラス域の河畔林のムクノキーエノキ群集，河辺林のカワ

ヤナギ群落，自然性河辺低木群落のネコヤナギ群集，キシツツジ群集，カワラハンノキ群集と常

緑広葉樹萌芽林のコジイ萌芽林が，そしてブナクラス域では，岩角地低木群落のイブキシモツケ

ーアカマツ群落：が分布している。
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灘

罐

嚢鐵

　　　Fig．41．丘陵斜面部には自然度6に評価されるスギ植林やモウソウチク林が，谷部に

　　　　　　　は自然度2のウリカワーコナギ群集の生育する水田が広がっている（論田）。

　　　αッρ≠07駕磁ノ妙。痂。αforest　plalltation　and　Pぬッ〃os孟α6勿s加ろ6s6翻s　bamboo

　　　grove　are　evaluated　as　degree　60f　natura11｝ess，　alld　the　Sagittario－Monochor．

　　　ietum　in　paddy－fields　as　degree　20f　naturalness（Ronde簾）．

　　4）　自然度7の植生

　火入れ，伐採など定期的な人為的管理などにより，群落の種組成，構造が単純化した二次林。

内子町にはヤブツバキクラスの夏緑広葉樹二次林のクヌギーコナラ群集，先駆離離緑広葉樹二次

林のクサイチゴータラノキ群集，常緑針葉樹二次林のコバノミツバツツジーアカマツ群集などの

代償植生が分布する。ブナクラス域では山地二次林のクリーコナラ群集が自然度7の植生として

挙げられる。

　　5）　自然度6の植生

　下刈り，間引きなど強い人為的管理下に維持，育成されている植生単位。内子町では植林のス

ギ・ヒノキ植林，クヌギ植林，竹林のモウソウチク・マダケ林，ハチク・メダケ林などが自然度

6の植生に含まれる（Fig．41）。

　　6）　自然度5の植生

　火入れ，刈り取りなどより強い人為的管理下に成立する群落組成，構造ともより単純化した高

茎の草本植物からなる植生単位。内子町には伐採跡地植生のタラノキークマイチゴ群集，ベニバ

ナボロギクーダンドボロギク群集，二次草原のネザサーススキ群集，路傍雑草群落のカラムシ群
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落などが分布する。

　7）　自然度4の植生

牧草地やゴルフ場のシバ群落など人工的に造られた草地が自然度4の植生に含まれる。

　　8）　自然度3の植生

　カキ，ブドウ，クリなどの落葉果樹園雑草群落であるヒメクグーメヒシバ群落や柑橘類の栽培

された常緑果樹園の雑草群落，水田などの耕作放棄地雑草群落のミゾソバ群集などが自然度3の

植生に含まれる。

　　9）　自然度2の植生

　耕作などより徹底した人為的管理下に成立する畑地雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群

集や，水田雑草群落のウリカワーコナギ群集などが自然度2の植生に含まれる。

　　10）　自然度1の植生

　農道上やグラウンドなど踏圧によるより強い人為的干渉，人為的管理下に成立，持続している

草丈の低い路上雑草群落のガゼクサーオオバコ群集の他，住宅地・工場敷地・道路など人工的に

裸地化した場所に生育する，植物下国学的に種組成による群落区分の困難の植生や，ほとんど植

生のみられない地域（ギンゴケーツメクサ群集域）などが自然度1に纏められる。

4．メッシュ図による地域植生の生態的分析・評価

　Mesh避ap　analysis　and　eva霊uaもion　of　the　regio蕪a霊vegetation

　地域植生の生態的分析，評価を行う場合，総和群集に基づく景観分析の方法は有効である。本

地域の景観分析調査では地域植生の区分および評価の基準として，植生景観を構成する群落複合

の基本単位である群落団が用いられた（大野1990，0hno　1991）。

　　4－1．四国地方西部の植生域の生態的分析・評価Eco韮ogicahna里ysis　and　eva丑uation　of

　　　　the　vegetation　region　of　western　Shikoku

　四国地方西部における内子町の植生および自然環境の位置づけを行うために，国土地理院発行

の5万分の1の地形図が使用された。本地形図はさらに2万5千分の1の地区割りと同じように

4等分された。すなわち四国西部の愛媛県全域及び高知県の中西部を網羅するように横約121｛m，

縦約9kmの方形区が129箇所から成るメッシュ図が作成された。

　本調査では，内子町だけでなく，四国地方西部における潜在自然植生を明らかにするために，

本植生調査および既存の植生調査資料に基づいて，ヤブツバキクラス域，ブナクラス域そしてコ
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　　　　Fig．42．四国中西部の群落団（a～m）の配置図。斜線部分は内子町の位置を

　　　　　　　　示している。

　　　　Mesh　map　of　mid咽estern　Shikoku　showing　commullity（a－m）．　The　shaded

　　　　portion　shows　the　location　of　Uchiko－Cho．

ケモモートウヒクラス域の自然植生のうち最も分布が広く，地域の自然環境を反映している森林

群落の調査地点をメッシュ図に描き，群落複合調査を行い，その結果が群落複合表に纏められた。

さらに各方形区の自然環境情報として年平均気温，温量指数，年降水量（日本森林立地図に拠る），

比高（最高地点と最低地点の差），平均海抜高（方形区の四隅の標高と最高・最低標高の平均値），

水系密度（地形図で青線で描かれている河川の数）が計測された。

　植生調査地点の記されたメッシュ図の各方形区について，総和群集抽出法による群落複合調査

を行った。この結果，群落複合組成表が作成され，30の群落複合単位（群落亜國）が抽出された。

さらに群落亜団は，表操作により植生複合単位の基準単位である13の群落団に，そして群落団は

上級の植生景観単位である4つの植生域に纏められた（Table　37）。この結果，各方形区における

群落団の所属が決定された。次に森林群落の調査地点が無かった方形区については，既存の群落

亜団及び群落団との問で，各種自然環境情報によるピアソンの相関係数の比較から，最も類似比

の高い群落団をその方形区が所属する群落団とし，全方形区の群落璽団および群落団の所属が明

らかにされた。13の群落団についてはその分布がメッシュ図に描かれ，各群落団の分布特性が明

確にされた（Fig．42）。13の群落団（a～m）の概要については以下に示された。
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　　1）　ダケカンバーシラビソ群落団（a）

　　　Bε加1αθrηzαπごε一ノ1わεθ80θε’cみだcommunity　group

　コケモモートウヒクラス域に分布するナンゴクミネ五刑デーダケカンバ群集とシラビソ群集に

より特徴づけられる群落団。そのほかブナクラス域に分布するシラキーブナ群集，アケボノツツ

ジーツが群集，ヤハズアジサイーサワグルミ群集，ウラジロモミ群落やヤブツバキクラス域上部

に分布するコガクウツギーモミ群集などが本群落団を構成している。

　ダケカンバーシラビソ群落団は，愛媛県と高知県と県境を形成している石鎚山脈を中心とした

四国西部で最も比高，平均海抜高が高く，逆に年平均気温，温量指数は最も低い地域に分布して

いる。ちなみにダケカンバーシラビソ群落聖域の自然環境情報をみると，年平均気温は7．3～8．5

℃，温量指数は65～80そして年降水量は2，600～3，100mmを示している。本地域の植生帯をみると

やブツバキクラス域の上限は海抜600～700m付近に，ブナクラス域の上限は海抜1，700～1，800m

付近，そしてコケモモートウヒクラス域は海抜1，700m以上と考えられる。

　　2）　ツガーブナ群落団（b）

　　　T8μ8・αsεeわ。’漉ε一Fα9π8　crθηα‘αcom搬unity　group

　ブナクラス域に分布するシラキーブナ群集，アケボノツツジーツが群集，ヤハズアジサイーサ

ワグルミ群集，ウラジロモミ群落により特徴づけられる群落団。ツガーブナ群落団は，平均海抜

高650m以上の四国山地や愛媛県北部の東三方ケ森（1，233m），そして南予の篠山（！，065m）な

ど1，000m以上の標高を有する山岳地の海抜670～1，450mの範囲に分布していると考えられる。ち

なみにツガーブナ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は11，6～12．8℃，温量指数は80

～100そして年降水量は2，190～2，9GOmmを示している。

　　3）　モミーブナ群集団（c）

　　　孟わ1θSヂかηzα一Fα8配scrθπαオαcommunity　group

　ブナクラス域に分布するシラキーブナ群集，アケボノツツジーツが群集，ヤハズアジサイーサ

ワグルミ群集，ウラジロモミ群落やヤブツバキクラス域に分布するコガクウツギーモミ群集，カ

ナメモチーコジイ群集，シラカシ群集，ルリミノキーイチイガシ群集により特徴づけられる群落

団。このようにモミーブナ群落団は，ブナクラス域とヤブツバキクラス域の異なる植生域が競合

している。本群落団は平均海抜600m以上の四国山地や南幌の鬼ケ城山（1，142m）など1，000m以

上の標高を有する山岳地に分布している。本群落団域では，ブナクラス域とヤブツバキクラス域

の境界は北部で海抜700～800m前後，南部で800～1，000m付近にあると考えられる。

　モミーブナ群落帯域の自然環境情報をみると，明野：均気温は7．9～14．3QC，温彙指数は75～109，

そして年降水量は2，100～2，600mmを示している。



86 　　　　　Table　37　四国中・西部

Community　cornplexes　in　celltral

陞域　Vegetation　region：

糊　Co匿坦unity　group：

群落才子C（㎜unity　sub－gr◎up：

通し番号Serial　nu組be岩

出現群落数N聰ber　of　cO嬢田uniti〔矧

1235476151611
12345678910

コケモモートウヒクラス域識別群落群

　ナンゴクミネ心拍デーダケカンバ群集

　シラビソ群集

ブナクラス域識別群落群

　シラキーブナ群集

　アケボノツツジーツが群集

　ヤハズアジサイーサワグルミ群集

ウラジロモミ群落

ヤブッキクラス域糊麟落群

　コガクウツギーモミ群集

　カナメモチーコジイ群集

　シラカシ群集

　ルリミノキーイチイガシ群集

2　2　…

2　・　・　◆　・

2　2
1　2
・　1

2　2

2

2

2

V　2
・　2

1　1

1　1　・　・　1
0　　　　　　　◎　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　o

・　…　　　　　1

●　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　●

■　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

・　3　1　・　・

2　・　…

・　1　…

2　3　・　・　1

1　1　1　1　1
　　・　1　・　・

・　・　1　4　・

ムクノキーエノキ群集

マサキートベラ群集

ミミズバイースダジイ群集

・・… @　。・・3。
●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　●

ホソバカナワラビースダジイ群集

イスノキーウラジロガシ群集

トベラーウバメガシ群i集

ムサシアブミータブノキ群集

オエヤブソテツーハマビワ群集

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

・　　。　　。　　…　　　　　　1　　。　　。　　・

・　　・　　・　　…　　　　　　1　　・　　。　　・

●　　　　　　　　　○　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

■　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

　アブラチャンーホソバタブ群集

　ックバネガシーシラカシ群集

　ナンテンーアラカシ群集

　ヤブコウジースダジイ群集

その他の群落

　ミヤマクマワラビーケヤキ群集

　ウラジロガシ群落

　ナナメノキーアラカシ群集

カゴノキ群集

　ホルトノキ群集

　イノデータブノキ群集

　イロハモミジーケヤキ群集

　コハクウンボクーイヌブナ群集

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　O　　　　　　　　　．

…　　　　　　　。　　1　　。　　・　　…

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．

…　　　　　I

o　　　　　　　　O　　　　　　　　o　　　　　　　　●

●　　　　　　　，　　　　　　　○　　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●

●　　　　　　　◆　　　　　　　●　　　　　　　．

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　o

…　　　　　1

1

1

●

●

●

o

●

●　　　　　　　6　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　○

・　・　1　・　・

・　1　…

　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

…　　　　　1　・

●　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　●

注＝アラビア及びローマ数字は常存度クラスを示す（盆ra鵬一Blanquet　1964）．
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D
d e f　g h j　k　lm
12　　19　　18　　17　　13　　8　　9　　10　　14　20　21　22　23　24　25　30　27　26　28　　29

11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　2（）　21　22　　23　　24　　25　　26　　27　　28　　29　　30

・　　・　1　・

4　　・　・　4

・　…　　　4
・　・　4　1　・

V2　・

・　2　2
2・。・。・・・・…
2　・　・　・　・　・　・　・　・　…

2　・　・　・　・　・　・　・　・　…

1　・　2　・　1　1　・

・　1　・　・　…

・V4　・　…

・　・　1　・

1　…

・　・　2　・

・　・　1　V　・　…

・　1　・　・　・　…

・　・　・　・　…　　　1　1

●　　　　　　●　　　　　　○

●　　　　　　●　　　　　　●

　　　　　　　　1
・　・　・　…　　　2
・　・　・　…　　　2

1　・

2V
2　・

1　1

2　2
・2　1　・　・　…

1

　1　・　・　・　…

…　　　1　2 ・　1

・　1

∬　1

1　・　・　・　・　・　…　　　V

　●　　　　　　・

1　・　・

　　　　　　　　　3　　・
・　・　・　…　　　　　　3
・　・　・　…　　　　　　　　1

・　…　　　2　・　1　　1　・　・　・　・　・　・　・　・　…

・　…　　　1
・　…　　　1
…　　　　　1

・　・　1　1　・　・　・　・　・　・　・　・　…

■　　　　　　●

．　　　・　　　●　　　O　　　O　　　o　　　φ　　　・　　　●　　　■　　　●　　　○　　　●　　　●　　　●

・　・　・　・　・　…　　　　1　・　・　・　・　・　・　・　・　…
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　　4）　エノキー瓢ジイ群落団（d）

　　　Cθκεssεηεπsε8　var．ノαpoπεcα一Cαsfαηo］ρsεs　cπsPεdαfα　community霧roup

　ヤブツバキクラス域の内陸山地帯に分布するコガクウツギーモミ群集，カナメモチーコジイ群

集，ルリミノキーイチイガシ群集と沿岸低地に分布するミミズバイースダジイ群集，ムクノキー

エノキ群集，マサキートベラ群集により特徴づけられる群落団。このようにエノキーコジイ群落

団はヤブツバキクラス域の森林群落だけで構成されている。本群落団はヤブツバキクラス域の沿

岸低地から海抜1，000m前後の山地帯まで広く分布しているが，とくに海抜300m以下の範囲にそ

の分布の中心を示している。とくに北部では，松山平野，新居浜平野そして大洲盆地周辺，南部

では高知平野，中村平野などの沿岸低地にその分布領域をもつ。

　エノキーコジイ群落団団の自然環境情報のうち，年平均気温は14～16℃，温量指数は92～122，

そして年降水量：は1，730～3，000mmを示している。

　　5）　ホソバタブーモミ群落団（e）

　　　PθrsθαノαPOπεCα一遵6εε8　fεηπαcommunity　group

　ヤブツバキクラス域の内陸山地帯に分布するコガクウツギーモミ群集，カナメモチーコジイ群

集，シラカシ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，アブラチャンーホソバタブ群集，ツクバネガ

シーシラカシ群集，ナナメノキーアラカシ群集と沿岸低地に分布するムクノキーエノキ群集によ

り特徴づけられる群落：団。ホソバタブーモミ群落団はヤブツバキクラス域の森林群落が主体に構

成されているが，一部ブナクラス域の山地渓谷林であるミヤマクマワラビーケヤキ群集を伴った

群落亜団も含む。本群落団はヤブツバキクラス域の沿岸低地からブナクラス域と下接する海抜

1，000m前後の山地帯中～上部にまで広く分布しているが，とくに愛媛県の内山盆地，高知県の高

岡盆地など内陸部の丘陵，低山地地形の発達する地域の海抜300～800mの範囲を中心に分布して

いる。ちなみに内子町は本群落団に属している（Fig．43）。

　ホソバタブーモミ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は12．1～14．2℃，温量指数は

86～117そして年降水量は1，950～2，800mmの範囲にある。

　　6）　シラカシースダジイ群落団（f）

　　　QωθrcπS配yr8επαθ君0〃α一CαS’απOP8ε8　C配Sp認α‘αvar．　Sεθ601漉εCOmmuniもy　grOup

　ヤブツバキクラス域の内陸部丘陵，低山地帯に分布するシラカシ群集，ホソバカナワラビース

ダジイ群集，アブラチャンーホソバタブ群集，ヤブコウジースダジイ群集と沿岸部に分布するマ

サキートベラ群集により特徴づけられる群落団。シラカシースダジイ群落団はヤブツバキクラス

域の森林群落のみで構成されている。本群落団はヤブツバキクラス域の沿岸低地から海抜600m前

後の丘陵，低山地帯を中心に分布しているが，四国西部ではその分布領域は限られている。

　シラカシースダジイ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は14．9。C，温量指数は99，
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　　　Fig．43．内子町の森林生態系であるホソバタブーモミ群落団域の山村景観。農
　　　　　　　　家の裏山にはナナメノキーアラカシ群集が残存している（石畳地区，

　　　　　　　　海抜300m付近）。
　　　1：一：「chiko－Cho　is　located　in　the　region　of　the　P6鴬6αブ砂。ηゴαz一ノ1ど疹6∫．戸γ窺α

　　　community　grouP（lshidatami）．

そして年降水量は1，850mmを示している。

　　7）　シラカシーコジイ群落団（9）

　　　QπθrcπS配yrSεπαθ表）髭α一CαSfαηqP8εS　c配8P堀α’αcOmmunity　grO“P

　ヤブツバキクラス域の内陸部丘陵，低山地帯に分布するカナメモチーコジイ群集，シラカシ群

集，ルリミノキーイチイガシ群集により特微づけられる群落団。シラカシーコジイ群落団はヤブ

ツバキクラス域の森林群落を中心に構成されているが，ブナクラス域の山地渓谷林であるミヤマ

クマワラビーケヤキ群集もみられる。本群落団は内陸部の海抜600m前後の丘陵，低山地帯を中心

に分布しているが，四国西部ではその分布領域は限られている。

　シラカシーコジイ群落網図の自然環境情報をみると，年平均気温は14．5。C，温量指数は！25，そ

して年降水量は2，400mmを示している。

　　8）　タブノキースダジイ群落団（h）

　　　Pθr8θαf勧π6θ㎎ゼε一〇α8‘απOP8ε8　Cπ8P配αfαvar．．　Sεεbo1漉εcommunity　group

　四国西部の沿岸低地に広く分布するムクノキーエノキ群集，ミミズバイースダジイ群集，ホソ

バカナワラビースダジイ群集，イスノキーウラジロガシ群集，ムサシアブミータブノキ群集や沿
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海部に分布するマサキートベラ群集，トベラーウバメガシ群集，オニヤブソテツーハマビワ群集

により特徴づけられる群落団。タブノキースダジイ群落団はヤブツバキクラス域の森林群落のみ

で構成されている。本群落団はヤブツバキクラス域の海抜400～500m以下の沿岸低地を中心に分

布しているが，四国西部では半島や輝などの海岸地形の発達した沿海部にその領域が多くみられ

る。

　タブノキースダジイ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は14．3～！6，5。C，温量指数

は114～133と比較的温緩な地域であることを示している。一方年降水量は1，750～3，300n！mと広範

囲にあるが，全般的には2，50伽mと降水量は比較的多い。

　　9）　ムクノキーエノキ群落団（i）

　　　孟、ρhαπαπ翫εαSpθrα一（フθZ’εS　8επθπSε8　Var．ノα」ρ0厩CαCommunity　grOUp

　四国西部の海抜100m以下のヤブツバキクラス域を流れる河川の中～下流域に形成された河岸

段丘や自然堤防沿いに分布するムクノキーエノキ群集により特徴づけられる群落団。ムクノキー

エノキ群落：団の分布する領域は四国西部では，高知県の四万十川，仁淀川などの河川の中～下流

域にみられた。本地域は水田耕作など人為的破壊が比較的強く及んでいると考えられることから，

他の自然性の森林群落が残存することが少ない。このためムクノキーエノキ群落団を構成するの

はムクノキ一丁ノキ群集のみで，本来の群落複合は形成されていない。

　ムクノキーエノキ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は15℃，温量指数は126，そし

て年降水量は2，65舳mを示している。

　　1の　アブラチャンーホソバタブ群落団（j）

　　　PαrαわθπzO加prαεcOκ一1）θr8θαノαpo1τεCαcommunity　grOup

　アブラチャンーホソバタブ群落団はヤブツバキクラス域の渓谷林であるアブラチャンーホソバ

タブ群集のみにより特微づけられた群落団。四国西部では沿岸部の低山地から内陸部の山地帯下

部に相当する海抜200～500mの範囲に分布している。本地域はスギ，ヒノキ植林などの人為的破

壊が比較的広く及んでおり，他の自然性の森林群落が残存することが少ない。このためアブラチ

ャンーホソバタブ群落団を構成するのはムクノキーエノキ群集のみで，本来の群落複合は形成さ

れていない。

　アブラチャンーホソバタブ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は13．6℃，温量指数

は103，そして年降水量は2，22伽胤を示している。

　11）　ツクバネガシーシラカシ群落団（k）

　　Qμθrc配88θS8εZ”b髭α一Q㍑θre駕8ηεyr8επαθ表漉αcommunity　group

ツクバネガシーシラカシ群落団はヤブツバキクラス域のカシ林であるツクバネガシーシラカシ
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群集のみにより特徴づけられた群落団。四国西部では沿岸部の低山地から内陸部の山地帯下部に

相当する海抜100～400mの範囲に分布している。本地域はアブラチャンーホソバタブ群落四域と

同様に，スギ，ヒノキ植林などの人為的破壊が比較的広く及んでおり，他の自然性の森林群落が

残存することが少ない。このためツクバネガシーシラカシ群落団を構成するのはツクバネガシー

シラカシ群集のみで，本来の群落複合は形成されていない。

　ツクバネガシーシラカシ群落学制の自然環境情報をみると，年平均気温は14．2℃，温量指数は

109，そして年降水量は2，070mmを示している。

　　12）　ナンテンーアラカシ群落団（1）

　　　Nαη漉παdOηεθSだ。α一QπθrcπS　g’απcαCOmmunity　grOup

　ナンテンーアラカシ群落団は，石灰岩の露頭のみられる高知県高知平野周辺の丘陵，低山地帯

に分布するヤブツバキクラス域の石灰岩地に特徴的に生育するナンテンーアラカシ群集のみによ

り特徴づけられた群落団。四国西部では石灰岩の露頭が広く発達している高知県高知平野周辺の

丘陵，低山地帯に分布している。本地域はツクバネガシーシラカシ群落団域と同様に，スギ，ヒ

ノキ植林などの人為的破壊が比較的広く及んでおり，他の自然性の森林群落が残存することが少

ない。このためナンテンーアラカシ群落団を構成するのはナンテンーアラカシ群集のみで，本来

の群落複合は形成されていない。

　ナンテンーアラカシ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は15，1℃，温量指数は108，

そして年降水量は3，000創mと比較的高温多湿な気候条件を示している。

　　13）　ヤブコウジースダジイ群落団（m）

　　　五rdεsεαノαPoηεcα一Cα8オαπopsεs　cαsp認αごαvar．　s酌01♂”community　group

　ヤブコウジースダジイ群落団はヤブツバキクラス域のシイ林であるヤブコウジースダジイ群集

のみにより特徴づけられた群落団。四国西部では沿岸部の低山地から内陸部の山地帯下部に相当

する海抜100m前後の範囲に分布している。本地域はツクバネガシーシラカシ群落団域と同様に，

スギ，ヒノキ植林などの入為的破壊が比較的広く及んでおり，他の自然性の森林群落が残存する

ことが少ない。このためヤブコウジースダジイ群落：団を構成するのはやブコウジースダジイ群集

のみで，本来の群落複合は形成されていない。

　ヤブコウジースダジイ群落団域の自然環境情報をみると，年平均気温は！6℃，温量指数は125と

比較的温暖な地域であるが，年降水量は1，600mmと比較的雨量は少ない。

　4－2，内子町の植生域の生態的分析・評価Ecological　a皿alysis　and　eva韮uation　of　vegeta．

　　　tion　regions　of　Uchiko－Cho

四国西部地域の植生域の生態的分析・評価によって，内子町はホソバタブーモミ群落団に位置
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麟垂三下磯難照

…霧纂鰻舞

．四座鍵

輝石
Fig．44．内子地区の沖積低地は，市街地はホソバカナワラビースダジイ群集，

　　　　そして水田はイノデータブノキ群集の成立する潜在自然植生域と判

　　　　定される（内子地区，海抜50m付近）。
The　potential　natural　vegetation　on　alluviaHowlands　is　the　Arachniodo－

Castanopsietum　sieboldii（Uchiko）．
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Fig。45，内子町の群落複合単位（群落変団：A～Y）の配置図。

Mesh　map　of　Uchiko－Cho　showing　comlnunity　complexies（Variations　of　a

commu簾ity　group：A－Y）．
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づけられることが明らかになった（前項4－1参照）。さらに詳細な植生域の生態的分析・評価を

目的として，同様なメッシュ図による植生生態的な分析・評価を行った。

　メッシュ図は團土地理院発行の5万分の1の地形図と内子町の現存植生図（1：25，000）を基図

として，それぞれ1区画が1×1kmの方形区となるメッシュ網を作成した。この結果，内子町の

全域は155個日方形区に区画された。現存植生図を基図にしたメッシュでは，総和群集の概念に基

づいて群落複合調査が行われた。

　現存植生図に記されたメッシュ図の各方形区について，総和群集抽出法による群落複合調査を

行った。調査対象は，現存植生図の凡例のうち，その他の凡例である住宅地・工場敷地・道路，

造成地そして開放水域を除く34の植生単位とした。次に34の植生単位に基づいて群落複合組成表

が作成され，ブナクラス域を特徴づける識別群落群として，二次林であるクリーコナラ群集，自

然性渓谷林であるミヤマクマワラビーケヤキ群集，ブナクラス域に局地的に分布する自然性植生

としてのタカネマンネングサーイワヒバ群落とイブキシモツケーアカマツ群落の3群が区分され

た。一方，ヤブツバキクラス域を特徴づける識別群落群として，自然性の森林群落であるウラジ

ロガシ群落とアブラチャンーホソバタブ群集（イロハモミジーケヤキ群集），シラカシ群集とナナ

メノキーアラカシ群集，カナメモチーコジイ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集，ルリミノ

キーイチイガシ群集などの5群が，そして二次林のコジイ萌芽林，代償植生と自然性の低木林か

らなるハチクーメダケ林とネコヤナギ群集（自然植生のムクノキーエノキ群集，カワラハンノキ

群集，キシツツジ群集を含む），タラノキークマイチゴ群集（ベニバナボ眸中クーダンドボ半群ク

群集），自然性の草本植物群落であるツルヨシ群集，同じく自然植生のヨシ群落そして代償植生の

カゼクサーオオバコ群集など12の識別群落群が区分された。この結果，ブナクラス及びヤブツバ

キクラス域のあわせて15の識別群落：群によって，25（A～Y）の群落複合単位が抽出された（Table

38）。これらの25の群落複合単位に基づいて，155箇所の各方形の所属と分布が示された（Fig．45）。

　内子町の植生および自然環境の位置づけを行うために，国土地理院発行の5万分の1の地形図

を使用して各方形区の谷密度，海抜高度（方形区の四隅と中心点の平均値），比高（方形区内の最

高点と最低点の差）などの地理的数値情報が測定された。さらに複合群落組成表に基づいて各方

形区の積算自然度が算出された。積算自然度は，各方形区に示された総合優占度を5＝5，4＝

4，3漏3，2＝2，1＝1，＋・r漏0．5の数値に置き換え，この数値と各群落単位の植生自然

食（1～10）を積した値の総和値によって示した。次に，25の群落：複合単位ごとの谷密度，海抜

高度，比高そして積算自然度の平均値を求め，この4つの数値を変数とするクラスター分析を行

った。その結果，25の群落複合単位は12の生態グループに纏められた（Fig．46）。さらに12の生態

グループの分布は，群落複合単位の分布図に対応させることによってメッシュ図に描かれた（Fig．

47）。
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通し番号Serial　n聰ber：
群落区分C◎田田unities：

出現群落数Nu墨nber　of　co血圃uniもies：

Table　38内子町（ホソバタブーモミ群落団域）

Community　complexes　of　Uchiko－Cho，

　　1　2　3　4　5　6　7
　A　B　C　D　E　F　G
　　7　9　2　2　9　3　2

ブナクラス域識別群落群
　クリーコナラ群集

ミヤマクマワラビーケヤキ群集

　タカネマンネングサーイワヒバ群落
　イブキシモツケーアカマッ群蒋
ヤブツバキクラス域識別群落群
　ウラジロガシ群落
　アブラチャンーホソバタブ群落（含むイロハ
　　モミジーケヤキ群落）

　シラカシ群集
　ナナメノキーアラカシ群集

カナメモチーコジイ群集

ホソバカナワラビースダジイ群集

V　V　2　1　…

V　・　・　・　…

2

1

1

2　・

1　1

V　3　2
H　2　・

・　・　…　　　　　3　・

ルリミノキーイチイガシ群集

コジイ萌芽林

ハチクーメダケ林
ネコヤナギ群集

ムクノキーエノキ群集
カワラハンノキ群集

クサイチゴータラノキ群集

ッルヨシ群集

ヨシ群集

　カゼクサーオオバコ群集
随俘群落
　スギーヒノキ植林
　タラノキークマイチゴ群集（含むベニバナ
　　ポロギクーダンドボロギク群集）
　クヌギーコナラ群集
　コバノミツバツツジーアカマッ群集
　ヒメクグーメヒシバ群落
　ネザサーススキ群集（含むカラムシ群落）
　カラスビシャクーニシキソウ群集
　モウソウチターマダケ林
　ウリカワーコナギ群集（含むミゾソバ群集）
　クヌギ植林
　常緑果樹園雑草群落
　シバ群落
　カワヤナギ群落
　ヒシ群落

・　…　　　　　1　2　2
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Fig．46．群落複合単位のクラスター分析による樹形図。

Cluster　diagram　of　ecological　groups．
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Fig．47．内子町の植生評価配置図（生態群：1～12）。

Mesh　map　of　the　distribution　of　ecological　groups（1－12）in　Uchiko－Cho．
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5．潜在自然植生図Map　of　the　potentiahatural　vege重ation

　潜在自然植生単位は，一般的に現存植生の自然植生単位に基づいて推定される。しかし本報で

は従来の現存植生の分布からの判定だけでなく，群落複合調査に基づいた潜在自然植生域の診断

を行った。面的霞然植生域の科学的判定を行う目的で小縮尺（基図が1：1，320，000）と中縮尺（基

図が1：25，000）のメッシュ図が作成された。この結果，小縮尺のメッシュ図により四国西部地

域における内子町を中心とする植生域の植生生態学的位置づけが明確にされ，内子町がホソバタ

ブーモミ群落団に位置づけられることが嗣らかにされた。

　次に縮尺1：25，000の現存植生図及び地形図を基図とした内子町全域を網羅した中縮尺のメッ

シュ図が作成され，現存植生の群落：複合調査および地理的数値情報に基づいた多変量解析による

分析調査が行われた。さらに，現存植生図からは34の植生単位に基づいた群落複合調査により抽

出された15の識別群落群により内子町の植生景観は25の群落複合単位に類型・区分された（Fig．

45）。この結果，内子町を特微づけているホソバタブーモミ群落団を構成している主要な識翔群落

群は以下の通り判明した。すなわち海抜900m以下にある内子町のほぼ全域はヤブツバキクラス域

に属している。海抜！00m内外の沖積低地はムクノキーエノキ群集の生育域に，海抜100～600mの

十字の低山地帯のシイ林域はカナメモチーコジイ群集，カシ林域はシラカシ群集，ルリミノキー

イチイガシ群集，ナナメノキーアラカシ群集，ウラジロガシ群落：，そして渓谷地はアブラチャン

ーホソバタブ群集の生育域と考えられる。内子町の海抜600～900mの範囲には現存植生に自然性

の森林群落は残存していないが，隣接地区の大洲市の海抜700m以上に分布するコガクウツギーモ

ミ群集が本地域の潜在的な生育域と考えられる。このように内子町の潜在自然植生の大部分は，

ヤブツバキクラス域の自然性の森林植生で占められ，自然性の草本植物群落は河川沿いや池沼な

どの水域周辺や湿地など小面積で限られた立地に分布するにすぎない。一方ブナクラス域の潜在

自然植生の分布も局地的で，海抜500m以上の山地渓谷地などの一部に森林植生のミヤマクマワラ

ビーケヤキ群集が，そして岩角地などにタカネマンネングサーイワヒバ群落やイブキシモツケー

アカマツ群落などが小面積で分布している。

　さらに区分された25の群落複合単位は地形図からは地理的数値情報に基づいた多変量解析によ

り，12の生態グループに纏められた（Fig．46）。これらの25の群落複合単位及び12の生態グループ

の分布の重なり状態を示した分布図が作成された（Fig．47）。これらの小縮尺及び中縮尺メッシュ

図に基づいて総合的な分析，評価を行った結果，海抜50mから900mの範囲における内子町全域の

潜在自然植生域が以下の通り区分され，潜在自然植生図が作成された（別冊着色潜在自然植生図

参照）。
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　　5－1．ヤブツバキクラス域の潜在自然植生Po重eRtiahatural　vegeta霊ion　of　the　Camel．

　　　　1ietea　japonicae　region

　　1）　イノデータブノキ群集域

　　　Vegetation　region　of毛he王》olysもicho－Perseetum　thunbergii

　現存植生調査では内子町内でイノデータブノキ群集は確認されていないが，本群集は，沿岸低

地や海抜100m以下にある河川沿いの後背湿地など現在水田として利用されている適湿からやや

湿潤な土壌が厚く堆積した沖積低地の潜在自然植生と考えられる。このことから内子町で最も標

高の低い内子地区の市街地の南に発達する水田地帯（群落区分丁）はイノデータブノキ群集の潜

在自然植生域と判定される（Fig．44）。

　　2）　ホソバカナワラビースダジイ群集・ルリミノキーイチイガシ群集域

　　　Vegetation　region　of　Arachniodo－Casta臓opsietum　s量eboldii　a烈d正as量antho－Que卜

　　　cetum　gilvae

　ホソバカナワラビースダジイ群集・ルリミノキーイチイガシ群集域は内子町を流れる小田川，

中山川，諸隊及びそれらの支流沿いに形成された沖積低地や海抜300m以下にある丘陵地や山地の

斜面下部など，適当で比較的土壌が厚く堆積した立地を潜在自然植生域とする森林植生としてホ

ソバカナワラビースダジイ群集（群落区分H）及びルリミノキーイチイガシ群集（群落区分1）

が考えられる。内子町では両群集とも分布しているが，本潜在自然植生域は農耕地として適して

いたことから，早くから開発されたために残存する林分は少ない。この他ホソバカナワラビース

ダジイ群集・ルリミノキーイチイガシ群集の潜在自然植生域として，五百木地区などで行われて

いる果樹園造成のための丘陵開発地域や谷津田など谷戸の湿地や水田などがこれに含まれる　（群

落区分V～Y）。

　　3）　カナメモチーコジイ群集域

　　　Vegetation　regio鷺of　the　Phoもinio－Casもampsie毛um　cusp量datae

　カナメモチーコジイ群集は，内子町では海抜50～500mの範囲にある丘陵や低山地帯の現在コジ

イ萌芽林などの常緑二次林の分布する比較的土壌の浅い乾性な凸凹斜面を中心に分布する潜在自

然植生である。カナメモチーコジイ群集域（群落区分」～S，U）は内子町では丘陵及び低山地

帯で比較的広い面積を占める潜在自然植生域である。

　　4）　シラカシ群集域

　　　Vegetaもio鶏region　of　the　Quercetum　myrsinaefoliae

　シラカシ群集は，内子町では海抜500m以下の台地，丘陵地および低山地帯にみられる適湿な土

壌が厚く発達した平坦な緩斜面や凹状斜面に残存し，ナナメノキーアラカシ群集と共に本地区の
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Fig．48．海抜300m以上の山地帯は，谷部はシラカシ群集，海抜500m以上の尾

　　　　根部はウラジロガシ群落，そして海抜700m以上の山稜部はコガクウ
　　　　ツギーモミ群集の潜在自然植生域となる（古橋地区，海抜350m付近）。
Potentlal　natural　vegetation　of　the　montane　belt　higher　than　300　m　above

sea　Ievel　co鍛sists　of　the　Querceturn　myrs量naefoliae　on　co漁cave　slopes，　the

Q麗κπssα1ゴ6伽αcommunity　on　convex　slopes　a欝d　the　Hydrangeo－

Abietetum　firmae　omnountain　ridges（F組ruhashi）．

識別群落群を形成している（群落区分E～G）。丘陵地や山地など海抜300m以上の艶麗面部にみ

られる現存植生の大部分は，畑地や果樹園などの農耕地であるが，これらの農耕地もシラカシ群

集の潜在自然植生域とみることができる。シラカシ群集域は鎌倉山（標高678m）の南東山麓，陣

ケ森（標高565m）の西山麓そして大瀬地区の喜脂村周辺地域などに広く分布している。ちなみに

丘陵地を造成して造られた内子ゴルフ場もシラカシ群集域として示されている（Fig．48）。

　　5）ナナメノキーアラカシ群集域

　　　Vegeta亡ion　reg量on　of　the　I1霊ci　chinensis－Quercetuエn　g霊aucae

　ナナメノキーアラカシ群集は，内子町では海抜500m以下の丘陵，低山地帯の急傾斜地や岩角地

など土壌が浅く，比較的乾性な立地に局地的に分布している。ナナメノキーアラカシ群集はシラ

カシ群集と共に識劉群落群を形成している（群落区分E，F）。ナナメノキーアラカシ群集の潜在

自然植生域は，カナメモチーコジイ群集域やシラカシ群集域に比較して，面積的にも分布的にも

限られていると考えられる。
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　　6）　ウラジロガシ群落域

　　　Vegetation　region　of　the　Qπθrcπ88α1εcεπαcommunity

　ウラジロガシ群落の潜在的な生育地は現存植生図から診断して，海抜500～700m前後の山地帯

の尾根部や凸状差面部を中心に分布するものと推定される。一部の地域ではウラジロガシ群落は

アブラチャンーホソバタブ群集及びイロハモミジーケヤキ群集と識別群落群を形成している（群

落区分D）。ウラジロガシ群落域は，鎌倉山山麓をはじめ，北西部の町界となる船ケ迫岳（標高631

m），牛ノ峯，黒山，草屋敷（標高824m）などの山麓，北菓部の町界を形成している水無権現（標

高703m），石立綜に至る山稜の南側山麓に，そして衣掛山（標高789m）の北側山麓に集中して分

布している。

　　7）　コガクウツギーモミ群集域

　　　Vegeねtion　region　of　the　Hydrangeo－Abietetum　firmae

　コガクウツギーモミ群集は，現存植生図では内子町に分布を確認されなかったが，本群集が四

国地：方の内陸部の海抜300～1，000mの山地帯尾根部に分布することが知られている（宮協編

！982）。内子町では海抜700m以上の山地尾根部や柱状斜面そして山稜部などクリーコナラ群集と

ミヤマクマワラビーケヤキ群集から成る愈々群落群（群落区分A，B）とタカネマンネングサー

イワヒバ群落とイブキシモツケーアカマツ群落から成る識別群落群（群落区分C）の分布する高

海抜地は，ヤブツバキクラス域の植生であるコガクウツギーモミ群集の分布する潜在自然植生域

と判定される。コガクウツギーモミ群集域は内子町では標高700m以上の山稜を有する牛ノ峯，草

屋敷，鎧掛山などの山麓部に分布している。

　　8）　ムクノキーエノキ群集域

　　　Vegetation　region　of　the　AphanaRtho－Ce星tide毛um　japon量cae

　ムクノキーエノキ群集は，現存植生図では小田川沿いの自然堤防上に局地的に分布するにすぎ

ないが，現在河川沿いに代償植生のハチクーメダケ林が生育し，河床にネコヤナギ群集やカワラ

ハンノキ群集の発達する河岸テラス及び堤防などの立地はムクノキーエノキ群集の潜在植生域と

判定される（群落区分R～励。ムクノキーエノキ群集域は，内子町では小田川沿いの河岸に分布

が限られている。とくに小田川と中山川との合流点を中心とした地域に集中的に分布している。

　　9）　アブラチャンーホソバタブ群集・イ日ハモミジーケヤキ群集域

　　　Vegetation　region　of　Parabenzoino－1）αseetum　japonicae　a獄d　Aceri－Ze韮kovetum

　内子町では海抜700m以下にあるウラジロガシ群集域やシラカシ群集域の渓谷地や河川沿いの

崖錐斜面など土壌が湿潤で不安定な立地はアブラチャンーホソバタブ群集及びイロハモミジーケ

ヤキ群集などの発達する潜在自然植生域と判定される（群落区分D，E）。
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　　10）　カワヤナギ群落・カワラハンノキ群集・ネコヤナギ群集・キシツツジ群集域

　　　Vegetation　region　of　Sa歪ix　fil霧iana　community，　Alnetum　serrulatoidis，　Salicetum

　　　gracilistylae　and　Rhododendretum　ripensis

　小田川など現存植生図で描かれたカワヤナギ群落，カワラハンノキ群集，ネコヤナギ群集，キ

シツツジ群集などの河辺植生の分布する領域は，そのまま潜在自然植生域としてのカワヤナギ群

落・カワラハンノキ群集・ネコヤナギ群集・キシツツジ群集域と判定される（群落：区分R～T）。

　　1D　ッルヨシ群集・セキショウ群集域

　　　Vegetation　region　of　Phragmitetum　japonicae　and　Acoretum　graminei

　小田川，中山川，鶴川など内子町を流れる中小河川の中～上流域で，現存植生図でもツルヨシ

群集として示されている河床部は，ツルヨシ群集・セキショウ群集の潜在自然植生域と判定され

る（群落区分E～G，至，M，　N，　Q～丁）。

　　12）　ヨシ群落域

　　　Vegetation　region　of　the　Phrα9〃εκθ8απ8かα髭8　com搬uRity

　本来の自然性のヨシ群落が生育するのは池沼周辺の水湿地（群落区分Q，X）で，山間谷地の

水田放棄地にみられるヨシ群落は二次的な草本植物群落である（群落区分E～G，N～S，　V～

X）。

　　13）　ヒシ群落域

　　　Vegetation　region　of　the　TrαPα」αpo配。αcommunity

　自然性及び人工的に造られた池沼の開放水域には，時に浮葉・沈水草本植物群落のヒシ群落が

分布している（群落区分Q）。

　　5－2．　ブナクラス域の潜在自然植生　Potential　natural　vegetation　of　the　Fagetea

　　　　crenatae　regiOR

　　14）　ミヤマクマワラビーケヤキ群集域

　　　Vegetation　region　of　the　Dryopterido　polylepidis－Zelkovetum

　現存植生図で示された海抜700m以上の山間渓谷地にブナクラス域のミヤマクマワラビーケヤ

キ群集の分布する地域は，ブナクラス域の潜在自然植生域と判定される（群落区分A）。
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　　15）　タカネマンネングサーイワヒバ群落・イブキシモツケーアカマツ群落域

　　　Vegetation　regio韮of　8θ4π7πかεcαη）π配一8θ1α8●επθ〃α‘α拠αrε8cεπαcommunity　and

　　　ερεrαθαπθroOSα一Pεππ8ぜεη8εfJorαcommunity

　海抜500m以上の岩角地や岩峯など，タカネマンネングサーイワヒバ群落，イブキシモツケーア

カマツ群落が局地的に生育する立地は，ブナクラス域の潜在自然植生であるタカネマメネングサ

ーイワヒバ群落・イブキシモツケーアカマツ群落域と判定される（群落区分C）。

6．重要群落及び貴重植物EcologicaUy　important　comlnunities　and

　endangered　plants

　現存植生調査を通じて，内子町内の群落の状況及び植物の分布を把握した。すなわち植生学，

また植生生態学など学術上貴重と考えられる重要群落（植生自然度9～10の群落）及び貴重植物

　　％ble　39　内子町に分布する重要群落一覧表

Ecologically　valuable　colnlnunities　ill　Uchiko－Cho

凡例

ﾔ号
群　集　　・　群　落 分　　布　　地　　点

1 ホソバカナワラビースダジイ群集 中組

2 ルリミノキーイチイガシ群集 程内御調神社，境三農神社

3 カナメモチーコジイ群集
鵜川，常久寺，和田宇都宮神社，大

v保，十郎谷，江子天神宮，路木

4 シラカシ群集 横平，宿茂，稲月，西

5 ナナメノキーアラカシ群集 東，梅津，内子天神宮

6 ウラジロガシ群落 麓

7 アブラチャンーホソバタブ群集 麓

8 ミヤマクマワラビーケヤキ群集 隼ノ峯

9 キシツツジ群集 石積

10 イブキシモツケーアカマツ群落 黒山

11 セキショウ群集 藤の瀬

12 タカネマンネングサーイワヒバ群落 黒山
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Fig．49．内子町に分布する重要群落（●：1～12，　Table　39参照）。

Distribution　of　ecologically　important　commu簸ities（Numbers！42，　as　in

Table　39）．

のいくつかが内子町内に分布することが明らかにされた（Table　39，　Fig．49）。これらの群落，植

物とも本来，自然の生態系の主要な構成要素として，かつては内子町内に広く分布，生育してい

たが，古くから行われてきた伐採，火入れ，開墾などの人為的破壊によりその生育立地が狭めら

れてきた。これら残存する璽要な自然植生や貴重な植物を保護，保全していくためにも，内子町

の開発計画を進めるにあたっては生態学的観点に立った自然植生の管理計画の策定，新たな自然

環境の創造などが望まれる。
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　　6－1．貴重植物の分布Distribution　of　endangered　pla航s

　　1）　キシツツジ（ツツジ科）

　　　翫040dεηdroπゆeπ8　Makino（Ericaceae）

　ツツジ科の半夏緑低木。関西以西の中国，四国，九州地方の河岸岩上に群生する。キシツツジ

群集の標四種。内子町では，小田川流域に分布している。とくに大瀬・石積地区河岸に比較的大

きなキシツツジの群生地がみられる（Fig．50）。

　キシツツジの立地は河川中流域にみられる砂土の堆積した岩上，岩隙にあり，そこに根を張り

生育している。河川の氾濫時にはしばしば冠水する河床にある。近年，治水目的や道路拡張に伴

う河川の護岸改修によりキシツツジの生育立地が破壊され年々減少しつつある。キシツツジは移

植が困難であることから，本地域の貴重植物として河川改修にあたってはキシツツジの群落を破

壊しないよう配慮した開発計画や保護策をとる必要がある。

　　2）　タカネマンネングサ（ベンケイソウ科）

　　　8εdωηzfrεcαηPπ配Makino（Crassulaceae）

　ベンケイソウ科の多年生植物。関西以西の中国，四国，九州地方の高山岩上，隙隙に群生する。

5～7月に黄色の花をつける（Fig．51）。

　タカネマンネングサの立地は海抜600m前後の山稜付近のみられる強風や陽光に晒される岩峰

や岩角地にあり，極端に乾燥する生物にとって厳しい生育環境下にある。

　タカネマンネングサは高山植物として採取され易いことから，貴重植物として採取禁止等の保

護策が必要である。

6－2．重要群落の分布Distribution　of　ecologically　important　communities

A．森林群落Forest　co搬munities

　　D　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　Arachniodo－Castanopsietum　sieboldii

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，内子町の西部地区を流れる習癖の中流域にある河内中組

地区の集落の川に面した急傾斜地に小面積で分布するのが確認された。ホソバカナワラビースダ

ジイ群集の生育する地域は内子町内では河内中組だけであり，本地区では数少ない植生自然度9

の自然植生として保護，保全されるべき森林群落の一つに挙げられる（Fig．52）。
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Fig．50．小田川沿いの河辺に発達するキシツツジ群集を構成する貴重植物と

　　　　してのキシツツジの近影（石積地区，海抜100m付近）。

Close－up　of　the　Rhododendretum　ripensis．　R加4046η4塑η吻6％s云s　as　a

character－species　of　this　association　is　an　endangered　plant（lshizumi）．

Fig．51．海抜600m以上の岩上，岩隙に生育するタカネマンネングサーイワヒバ群落

　　　　を構成する貴重植物のタカネマンネングサの近影（黒山，海抜650m付近）。
Close唄p　of　the　Sα1％彫’γ磁ゆ麗窺一Sε㎏勿6翫孟α魏α7客so加αcommunity　which

includes　rare　and　endangered　plants（Mt．　Kluro－Yama）．
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欝i腿二＾

　　　　Fig．52．河内中印地区の民家の裏山には，ホソバカナワラビースタジイ群集が

　　　　　　　　残存している（海抜230m付近）。
　　　　The　Arachniodo－Castanopsietum　sieboldii，　an　ecoiogically　important　natu－

　　　　ral　forest　rernaining　Qn　a　hillside（Kawanouchi，　Na1くagumi），

　　2）　ルリミノキーイチイガシ群集

　　　Lasiantho－Quercetum　gilvae

　ルリミノキーイチイガシ群集は，内子町では大瀬・乙影山西山麓にある御調神社と中山町との

町境付近の境地区にある三島神社の2箇所に分布している。そのうち御調神社に生育するルリミ

ノキーイチイガシ群集は町の天然記念物に指定されている見事な社叢で，樹高30m前後，胸高直

径110～150cmに達するイチイガシが数本群生している。

　御調神社の社叢は比較的広い面積で残されているが，将来神社の改築や周辺部での土地造成に

伴う破壊や林床部の下刈りなどによる人為的干渉などが心配される。このため林内の立ち入りは

極力禁止し林床を保護すると共に，林縁部にはイチイガシ，ウラジロガシなどの幼樹を補植して

林地の拡大を計る。さらに将来の環境緑地帯として保全する開発計画を策定する必要がある。御

調神社のルリミノキーイチイガシ群集の林床には貴重植物であるナガバジュズネノキが生育して

おり，これらの貴重植物を保護，保全する上でもルリミノキーイチイガシ群集を極力残すことが

肝要である。

　3）　カナメモチーコジイ群集

　　Photinio－Castanops量etum　cuspidatae

カナメモチーコジイ群集は内子町にみられる自然性の常緑広葉樹林のなかで最も広く分布す
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る。内子町では神社社叢，民家の裏山などとし鵜川，常久寺，和田宇都宮神社，大久保，十郎谷，

江子天神社，路木地区に比較的まとまった林分が生育している。

　和田宇都宮神社の社叢など一部の林分では，シイタケ栽培のため林床が下刈りや落葉掻きが行

われており，林床植物は貧弱な状態になっている。本地域の植生景観も特徴づけているこれらの

カナメモチーコジイ群集の林分を保護，保全していく意味でも，自然林の林内の立ち入り，下刈

り等の人為的破壊を停止すると同時に，林内や林縁部にコジイ，ピサカキ，ヤブツバキ，カナメ

モチ，サカキ等の自然林の構成種を補回し，林地の保全，拡大を計る必要がある。

　　4）　シラカシ群集

　　　Quercetum　myrs童naefoliae

　シラカシ群集は内子町にも数学所自然性の高い林分が分布している。内子町では神社社叢，民

家の裏山などとし横平：，宿茂，稲月，西地区に比較的まとまった林分が生育している。シラカシ

群集の林分は集落から離れた地域に生育していることから林床の人為的撹乱は少なく比較的安定

した林分が多い。

　シラカシ群集は内子町のカシ四域の自然景観を構成する主要な自然性森林群落として学術的に

重要である。

　　5）　ナナメノキーアラカシ群集

　　　Ihci　chinensis－Quercetum　glaucae

　ナナメノキーアラカシ群集は内子町にも民家の裏山などの土壌の浅い急傾斜面などに数カ所自

然性の高い林分が分布している。内子町では東，梅津，内子天神宮に比較的まとまった林分が生

育している。

　ナナメノキーアラカシ群集は内子町のカシ林域の自然景観を構成する主要な自然性森林群落と

して学術的に重要である。

　　6）　ウラジ賀ガシ群落

　　　QπεrcπS　SαZεcεηαcommunity

　カシ林のなかでは，比較的高海抜地に分布するウラジロガシ群落は，石畳・麓地区の山腹北斜

面の尾根部に小面積で分布している。

　ウラジロガシ群落は内子町のカシ林域の自然景観を構成する主要な自然性森林群落の一つとし

て学術的に重要である。
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　　7）　アブラチャンーホソバタブ群集

　　　ParabeRzoino－Perseetum　japonicae

　ヤブツバキクラス域の渓谷林であるアブラチャンーホソバタブ群集は内子町西部地区の石畳・

麓地区の山腹の町筋に比較的纏まった林分として分布している。林内にはブナクラスの山地渓谷

林の植物であるカツラが数：本混生している。

　アブラチャンーホソバタブ群集は内子町のヤブツバキクラス域の渓谷地の自然景観を構成する

主要な自然性森林群落の一つとして学術的に重要である。

　　8）　ミヤマクマワラビーケヤキ群集

　　　DryoPもerido　polylepid量s－Zelkovetum

　ブナクラス域の山地渓谷林であるミヤマクマワラビーケヤキ群集は双海町との町境を形成して

いる牛ノ峯に続く山稜の南側斜面の谷筋に小面積な林分として分布している。

　ミヤマクマワラビーケヤキ群集は内子町のブナクラス域の山地渓谷地の自然景観を構成する主

要な自然性森林群落：の一つとして学術的に重要である。

B．低木群落Shrub　communities

　　9）　キシツツジ群集

　　　Rhodode魏dretum　ripens量s

　キシツツジ群集は内子町では，小田川流域に多く分布している。とくに大瀬・石積地区河岸に

比較的大きなキシツツジ群集の群生地がみられる。

　　10）　イブキシモツケーアカマッ群落

　　　卵εrαεαπθroOSα』Pεπ配84eη8”「ZorαCO㎜mHnity

　イブキシモツケーアカマツ群落は，内子町西部に位置する黒山の南斜面の岩壁上端の岩角地に

生育する自然性のアカマツ低木林である。イブキシモツケーアカマツ群落は，岩峰などの特殊立

地に成立する自然性の低木群落として学術的に重要である。

C．草本植物群落Herbaceous　plant　communities

　　11）セキショウ群集

　　　Acoretum　graminei

　谷戸を流れる小流沿いには，流水辺草本植物群落のセキショウ群集が帯状に分布している。流

水辺植物群落は河川の水質浄化などの生態的機能を有する自然河川では重要な役割を果たしてい

る。

　セキショウなどの多年生草本植物は，地下茎や根系による栄養生殖により繁殖することから，
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　　　　Fig．53．黒山（標高766m）の南側山稜部の岩角地に生育するタカネマンネング

　　　　　　　　サーイワヒバ群落。

　　　　Habitat　view　of　the　Sθ磁窺〃ゴ。αゆ鰯②一∫6㎏初6翫如瑠α廊。碗αcomlnunity，

　　　　an　eCO10giCally　impOrtant　natUral　vegetatiOn．

比較的移植は容易である。

　　12）　タカネマンネングサーイワヒバ群落

　　　8θ伽η撹rεcα避Pαη㌃8θZα9επθ〃α’α7ηαrεscεπαcommunity

　タカネマンネングサーイワヒバ群落は，内子町ではイブキシモツケーアカマツ群落と同様に黒

山およびその周辺山稜にみられる岩峰の岩上，岩隙に生育している。

　タカネマンネングサーイワヒバ群落は，岩峰などの特殊立地に成立する自然性の低木群落とし

て学術的に重要である（Flg．53）。

7．植生生態学的環境保全林創造のための提言VegetatioR－eco豆ogica蓋

　　suggestio韮s　for　creating　environ澱ental　protection　forests

　　7－1．自然や緑に囲まれたまちづくりのための基本理念8asic　ideas　for　the　creation　of

　　　　green　towns

　従来の造園的手法による刹那的な緑化から脱却した，将来にわたって人間の健全な生活環境を

保障する自然や緑に囲まれたまちづくりの一環として，植生生態学的理論に基づいた，より科学

的手法による環境保全林の創造を目指している。植生生態学的に造られた環境保全林には，防風，
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防音，空気浄化機能などの多様な生態系緑地効果があるばかりでなく，風致，保健・休養機能な

どアメニティー効果も併せてもっている。このように多彩な生態的機能を有し，かつ将来にわた

って持続する環境保全林を創造するためには，植生生態学的知見に基づく総合的な立地診断が必

要である（宮脇1970，1982，1983，1991）。

　その土地の自然環境や立地に則した植生，すなわち自然植生（故郷の緑）は，生態的に最も安

定した持続的な植物群落である。このため自然植生は，単に自然保護や保全の対象としてばかり

でなく，多くの生態的機能を有し，将来にわたって持続しうる環境保全林創造のための生きた教

材，手本として重要な緑の資源であり，新しい緑の環境造りに際しては，これらの自然植生を積

極的に活用する必要がある。

　現存植生調査に並行して行われた潜在自然植生調査は，現在その土地が支えうる最も安定した

自然植生は何かを，植物群落を指標として判定する科学的な立地評価法である。その土地の潜在

自然植生に基づいて造られた環境保全林は，その多彩な生態学的機能と相まって，確実に人間の

健全な生活環境を保障するであろう。

　　7－2．緑化植栽のための基本事項Basic　procedures　for　creating　the　enviro礁mentaI

　　　　protecもion　forests

　ある地域における現存植生並びに潜在自然植生調査の結果，植生生態学的環境保全林の創造の

ための基本的手順が以下に示された（Fig．54）。

　　1）植栽適性樹種の選定

　自然植生は，その土地の気候，土壌などの自然環境に最も適応し，かっ安定した植物社会であ

る。従って植生生態学的手法による環境保全林の創造にあたっては，多様な自然環境に適応し，

持続的な生存能力のある自然植生か，科学的に導かれる潜在自然植生の構成種の中から選定され

なければならない。すなわちその土地固有の自然環境と調和した自然植生あるいは潜在自然植生

の創造を目指した環境保全林の創造こそ，多くの生態的機能を有し，かつ恒久的な故郷の森の回

復，再生であり緑豊かな生活環境の形成を可能にする。

　内子町は海抜50～900rnの範囲の低山地帯にある。すなわち気候環境的には，コジイ，アラカシ，

シラカシ，イチイガシなどの常緑広葉樹の生育するヤブツバキクラス域に位置している。また内

子町およびその周辺地域の植生調査の結果，本地域はコガクウツギーモミ群集，カナメモチーコ

ジイ群集，シラカシ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，アブラチャンーホソバタブ群集，ツク

バネガシーシラカシ群集，ナナメノキーアラカシ群集，ムクノキーエノキ群集により特徴づけら

れるホソバタブーモミ群落走書に属している。この結果本地域の植栽適薬樹種はカナメモチーコ

ジイ群集，シラカシ群集，ルリミノキーイチイガシ群集などの常緑広葉樹林の構成種を中心に選

定し，一部はアブラチャンーホソバタブ群集やミヤマクマワラビーケヤキ群集の主要構成である
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実施

土壌調査

環境保全：緑地形成実施

計画植栽方針などの策定

　シキワラ、

肥料などの手配

苗木入手

植栽地盤造成 表層土復元

植栽工事
マルチング、

苗木の移植など

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　【

管理　　　　　1初三月の生長1　環境保全林
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一レー一一一一一　　一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　i　安定期の生長　l

　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　；

　　　　　Fig．54．環境保全林形成のための植生学的調査および実施行程。

　　　　　　　Schema　of　steps　for　the　phytosociological　survey　and

　　　　　　　creation　of　e鍛viro鷺mental　protection　forests。
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’・’“メ・〉趨’こ誇回△、、’

川11川ml川m

●転圧されている現地盤をリッパー，

　バックホウ等で50cm程度耕起する。

1川品川川川1il田川
、’てハ＼Y（、寸〉と・、’λ冥

。現地発生土をマウンド状に盛土

　（透水性の良いもの）する。

　盛土厚は30cm程度とする。

。重機等を使用する場合には，締め

　關めないように瀧意する。

・・る㍍’・？k謬と・駆メど’、ご・．

下川［川川【川川

・表土還元（客土厚20cm）

　現地発生表土を還元する。

Fig．55．マウンド型植栽地盤造成方法。

Schema　of　steps　for　planting　on　a　mounded　ground．

夏緑広葉樹林の構成種の中から選択される。本地域に植栽可能な将来高木になる樹種と林縁性低

木種を一覧表に示した（Table　40）。

　　2）植栽マウンドの構築

　すべての環境保全林の形成にあたっては，環境保全林の持続的な生育環境を保障する植栽立地

造りが重要である。土壌の排水対策と共に潜在自然植生に対応した環境保全林創造のための必須

条件として，造成地，土捨場などの不良地では，マウンドの造成と有機質に富んだ表層土の環元

が必要である。土壌の排水を良好にし，地下水の影響を少なくするといった植栽立地の改良対策

として盛土によるマウンドの構築が最も効果的である。マウンド造成の際に，雨水等が停滞しな

い様に必ず一定方向に素掘側溝を造ったり，下層土の土壌改良を行う。マウンドの基盤となる下

層土は植物の根系に悪い影響を及ぼさなければ，瓦礫などの含まれた造成残土でもよい。一方，
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Table　40　内子町における緑のまちづくりのための主な潜在自然植生域の植栽適性樹種一覧表

Adequate　tree　species　to　be　planted　in　Inajor　potential　natural　vegetatioll　regions

of　Uc｝1i1く。－Cho　inαeati簾g　a　greell　town

形態

高木に

なる常

緑広葉

樹種

亜高木

・低木

になる

常緑広

葉樹種

高木に

なる夏

緑広葉

樹種

亜高木

・低木

になる

夏緑広

葉樹種

街路樹

に適し

た樹種

生垣植

栽に適

した樹

種

潜在自然植生域
カナメモチーコジイ群集 シラカシ群集 ルリミノキーイチイガシ群集

コジイ，スダジイ，アラカシ，アカガシ，ツクバネガシ，シラカシ，イチイ

ガシ，ウラジロガシ，タブノキ，クスノキ，イスノキ，ホルトノキ

シリブカガシ，カゴノキ，ヤブツバキ，サザンカ，オガタマノキ，クロガネ

モチ，コバンモチ，モチノキ，ヤブニッケイ，クロガネモチ，イヌツゲ，シ

ロダモ，カナメモチ，ヤマモモ，カクレミノ，サカキ，ソヨゴ，アオキ，シ

キミ，ヒイラギ，チャノキ，シャシャンボ，クチナシ，ピサカキ，アセビ，

リンボク，イズセンリョウ，ルリミノキ，ネズミモチ

コナラ，クヌギ，イヌシデ，アカシデ，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，コシア

ブラ，ヤマボウシ

ヤマツツジ，モチツツジ，コバノミツバツツジ，オンツツジ，ムラサキシキ

ブ，ヤブムラサキ，イロハモミジ，

コバノガマズミ，マユミ，ネジキ，

ラジロウツギ

コマユミ，ミヤマガマズミ，ガマズミ，

リョウブ，ツクバネウツギ，ウツギ，ウ

［常緑樹］

シラカシ，ボルトノキ，クロガネモチ，ヤマモモ，イスノキ

［落葉樹］

ケヤキ，ムクノキ，トウカエデ，ニワウルシ，プラタナス，ユリノキ，イチ

ョウ

［花木］

ナツツバキ，ユリノキ，アメリカハナミズキ，ヤマザクラ，オオシマザクラ，

ヤエザクラ

［常緑樹］

サザンカ，ヤブツバキ，マルバシャリンバイ，マサキ，ウバメガシ，アセビ，

サンゴジュ，ジンチョウゲ，イヌツゲ，チャノキ

［落葉樹］

アベリア，アジサイ，トサミズキ，サツキ類，ツツジ類，ウツギ類，チョウ

センレンギョ
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法面荒仕上げ

　段切り

3蹄［

板百工の設置

表土還元

II

30cm幅

［llill

一●機械式仕上げ（客土材となじませるため

　　にデコボコに）

　○段切り（客土材の滑り防止，植え付け部

　　の土壌厚さ確保）

　　　　　　lI
．一’ P1

植え穴掘り
土壌改良資材混入

　　○板闘志（雑矢板，2，000x30x120．2段）

　　雑矢板のかわりに，現場付近で発生i
　　する伐開木や竹を利用しても良い。

　　●婁失†奉（D25，長さ1m，　1　m慣難請）

　　　（オーガー，電気ドリル等により穿孔）

㌃：繊裏擁鯉
　　。バックホウ等で客土し，人力で整形

植え付け
マルチング �P

　　　湧
　　俘撚；

霊、鰍～

i川

　ゴ・惣出
　　i

・植え穴掘り（400×400×300）

●こ1二壌改良資材混合

　（ノぐ一ク堆肥7駄9！本）

・稲わらによるマルチング

　（植栽後，すみやかに行う。）

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．56．造成法面植栽地盤造成方法。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Schema　of　steps　for　planting　oR　a　graded　s王ope．

表層土の環元方法として，構築したマウンドの上面に厚さ20～30cm程度で有機質に富んだ表層土

を客土するのが良い。必要な場合，各種土壌改良剤を加えた人工的な表層土を客土するのも良い

（Fig．55）o

　マウンドの造成は，狭い場合での緑地面積の拡大を可能にするだけでなく，将来にわたって生

態的緑地効果や修景・風致効果を増大させるなどの効果がある。マウンドの形状はなるべく傾斜

をつけ雨水等が停滞しないようにする。できるだけ斜面仰角が20～40度程度の自然勾配に盛土す
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ポット萬

植穴掘り

匿穴の深さ調節

|ット苗の植え付け

埋戻し覆土

畿「一一・一一一一

畿

・植穴の大きさは，ポット落の鉢径の2～3倍
深さは，鉢の高さに対して5c旧程度深めに

蕩
　　　・ポットの取りはずし（鉢底の穴から指で押しあげ

〕るようにする）

A　　　　　n

・深植えにならないように（苗の根鉢が元の地盤よ

　り1～2cmでる程度）穴の底に土を戻して調節す
　る植え穴の中心に苗をすえる

購z
翻羅簾嬰裏、繊。擁
その際に押さえすぎないように，また植え穴と根
鉢の問にすき間が生じないように

Fig．57．苗木（ポット苗）植えつけの手順。

Schema　of　steps　for　p玉anting　Potted　seedlings，

るのがよい。またマウンドの傾斜が40度以上の急勾配である場合には，杭や編棚を用いて土壌の

流失や崩れを防ぐ必要がある。とくに固い岩盤や地層の露出した切り取り法面など盛土の不可能

な急傾斜面では，1～2mの高差で段付けし，各段に幅40～50cmの犬走を設ける。つくられた各

段の表層を50cm程度掘削し，その上にマウンドの場舎と同様の表層土を被覆する。また各段の端

は杭や編棚を用いて土壌の流失や崩れを防ぐ（Fig．56）。

　　3）　植栽樹種に係わる基本事項

　環境保全林形成のための植栽方法には成木植栽とポット苗などによる苗木植栽がある。成木植

栽は従来の造園的修景植栽に用いられる方法で，植栽後すぐに修景効果が必要な場合に都合がよ

い。とくに短期間に見た目によい緑地を形成する必要がある時に行われる。しかし成木植栽では，

大きな成木を移植植栽する際に根系を傷めたり，場合によっては樹勢の衰え，活着不良などによ

り枯死される危険性が高い。また成木植栽では長期間，経費のかかる維持管理が必要となるなど

の難点がある。
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○　　高木・亜高木

　　1m・あたり2～3本
　　をランダムに千鳥植え

・ポット苗

馬飼（贈
酵瑚／／　マウンド

翼織
＼き

、
、

。敷ワラ（4kg／m・）

・表土（良質土）

○　　低木
　　王m・あたり2～3本
　　をランダムに千島植え

　♪花木
、’ @　マウンド筋縁に30～

　　40e頂間隔で八白

基　　盤

RΩα9℃抵Ω2

・そだ垣，土砂の流出を防ぐ

・1柴さ50cm｛呈度掘肖IJ

Fig・58・マウンド植栽におけるポット心配植（千鳥状）の一例。

Asample　of　planting　seedlings　on　a　mound．

　一方，生態学的にうらづけされ，将来森林の高木層を形成しうる能力をもった苗木（主として

ポット苗）植栽は，少ない経費での大面積の緑地帯の形成方法として最適である。また苗木植栽

では植栽初期の1～2年間は施肥，草取りなどの育成管理を必要とするが，植栽後3年目以降で

はほとんど人為的維持管理を必要としない利点がある。苗木植栽では一般的に密植が行われるた

め，活着後は苗木の急速な成長に伴って生態学的緑地効果の増大や修景的にも地域の風土に適し，

優れた植生景観を形成することなどが期待される。

　ここでいうポット苗とは，ビニールポット仕様の苗木のことで，成木植栽と異なり移植時に根

系の切断を行わないため，植栽後の苗木の活着率が極めて高い。また良質のポット苗は，鉢（ビ

ニールポット）の中で苗木の細根が良好に発達，充満している。さらに地上部は幹が太く，健全

な樹形のポット苗が最良である。

　　4）　ポット苗の植栽方法

　実際のポット苗の植栽方法およびマウンド造成，植栽時における注意事項をFig。57～61に示

した。また植生生態学的知見に基づいた具体的なポット苗植栽のための基本的事項を以下に記し

た（Fig．57）。



数年後の樹高

（約7～8m）

糸薪了

将来形成される樹冠

　　　！／

ρ〔

！

　ρn1こ
飛ρ

／
！

！ 1

（

ポット菌

／

　　（（！ト（

（

敷ワラ

（A

2／＼〔’

　　　　　表土
そだ垣

（マウンド）

　　　　　　　　　　　　　　1。。，齢1　鯛洋落

　　　　　　　　　　　　　　1（低木林）1　（高木・鵬木林）

Fig．59．ポット苗植栽による緑地形成の一例。

Asampie　of　creating　an　environmental　protection　forest　by　planting　potted

seedlingS．

／ポット苗

敷ワラ（稲ワラに

よるマルチング）

　　　　　　　　　ワラ縄（φ8陥，40cm問隔で押さえる）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U型針金（ワラ縄押さえ）

Fig．60．マウンド（盛土）面の敷ワラによるマルチングの施工方法。

Asample　of　planting　seedlings　us沁g　mulch　to　cover　the　mound．

昌cm

l彬
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ポット苗

敷ワラ等に

よるマルチング

板，竹等を用い

た編棚

木杭・鉄パイプ

、ひ

＼

◇
＼

（（f㌔

＼

岩盤

　　　　駕、
　ウ　　　コ　　　　　ロ

懸㌻
パーク堆肥等を混入し

た表土を客土

1桀さ30cm禾呈度：掘削

Fig．61．急斜面及び岩盤地における杭，ソダ（編棚）を用いた土留植栽の一例。

Asample　o至amethod登sed　to　retaln　the　earth　whe薮p至an之ing　on　a　steep　slope

or　a　bedyock．

　　　　（1）配植方法

　将来森林の高木層を形成する能力をもった自然植生あるいは潜在自然植生の構成種の中から選

ばれた苗木（ポット苗）は，可能なだけ密植する。また苗木は限定せず，植栽適性樹種の中から

できるだけ多くの種類を選定し，これらの苗木をランダムあるいはチ避状の配置になるように混

植するのがよい（Fig．58）。

　自然の森の林縁部を縁取る低木類（マント群落）は，森林内への風や陽光の進入を防御し，森

林内の環境を安定に保つ生態的役割をもっている。このマント群落の生態的機能を活かす意味で

も，将来大きくなる植栽樹種の周囲には，自然の生け垣となりうる低木類（造園用の花木類を含

む）を帯状に植栽するのが望ましい（Fig．59）。

　　　　（2）マルチングによる苗木の保護

　若い苗木は根系が活着するまでの1～2年間は弱体であることから，マウンド表層土の水分蒸

散，乾燥の軽減，雑草などの進入防止の意味から敷ワラによるマルチングを行うのが望ましい。

敷ワラは後日腐朽分解して苗木の肥料となるが，分解時に土壌中の窒素分が減少することがある

ので，この時期には追肥を行う必要がある。敷ワラ施工後，事前に有機質（鶏フン他）の胆料を

散布しておくのも良い（Fig．60）。

　内子町は常緑広葉樹林域（ヤブツバキクラス域）のアカガシーシラカシ群膨域にあり，気候環

境的にみて夏季に著しい高温，強い乾燥もみられるが，常緑樹のポット苗の植栽に適した生育環
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境下にある。このため夏季の乾燥防止効果を高めるためにも，密植植栽や敷ワラによるマルチン

グを徹底させることが望ましい。

　　　　（3）急傾斜地及び岩盤地における土留植栽

　客土した土が崩れる恐れがある急傾斜地や岩盤など固い地盤の露出した造成法面では，法面全

面の客土が困難である。このような造成法面では編棚や杭を用いた部分的な客土による土留植栽

が行われる。固い地盤や岩盤の露出した造成法面では，まず段切りする方法と同様にして，一定

間隔で深さ30cmほど掘削する。出来た穴の下斜面に鉄パイプ等を用いて高さ30cm程度の店棚を設

ける。そこにパーク堆肥等の混入した表土を客土する。後は通常のポット苗植栽方法と同様に行

えば良い（Fig．61）。

　　7－3．緑のまちづくりのための具体的計画Detailed　pla魏s　for　the　creation　of　green

　　　　もowns

　内子町において将来予想される緑のまちづくり，具体的な緑化植栽計画のための方策が以下に

記された。また環境保全林および水辺林の植栽樹種選定のための具体的な提案がなされた。

　　1）植栽樹種の決定

　緑のまちづくりのための緑化植栽計画地となる内子町の大部分は気候環境および周辺地域の潜

在自然植生調査の結果から常緑広葉樹林域にある。本地域の潜在自然植生として，台地，丘陵地

の凸状斜面部の適潤～乾性な立地はカナメモチーコジイ群集域に，やや高海抜地の低山地斜面の

凸状斜面部の適潤～乾性な立地はシラカシ群集域に，斜面下部から沖積低地に接した土壌の厚く

堆積した立地はルリミノキーイチイガシ群集域に，日陰で比較的土壌の湿潤な渓谷斜面はアブラ

チャンーホソバタブ群集域に，そして河川沿いの自然提防地や後背湿地などの湿潤～適湿な立地

はムクノキーエノキ群集域に属すると判別された。

　この結果，本地域の緑のまちづくりのための植栽適性樹種として，カナメモチーコジイ群集，

シラカシ群集の主要構成種である常緑カシ類を中心としてヤブツバキクラスの植物が選定された

（Table　40）。


